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背徳の令嬢は紳士な怪盗と踊る








　序話






　夜に鳴く鳥はいない、と誰かが言った。

　きっと、夜の森に耳を澄ましたことがないからだろう、とリュアンは思う。

　獲物を狙って夜陰に潜み、音を立てることなく近寄り啄ついばむ梟ふくろう。その雛が、時折、物欲しげにその声で木々を揺らすのだ。

　それは、決して怖いものではない。

　狼の遠吠えに比べたら、あたかも子守歌のような優しい旋律だった。

　王の森を守護するフローネの領土一帯に響く彼らの重奏は、領民にとって慣れ親しんだもの。

　しかし、ここはフローネの領土ではない。

「……んっ、はぁ、ん」

　領界を越え、王都を北に望むウィルソン領内、その中心部であった。

　ゆえに今宵、乱れた寝所で鳴き喘ぐのは梟の雛ではない。

　フローネ子爵の長姉、リュアンであった。

　丘に建つ屋敷まで届く繁華街の輝きはレースに編まれたカーテンを透け、破瓜を忘れた裸体を照らす。シーツに散らしたブロンドの長髪を振り乱すさまは、まさに獣のようで。

　闇夜を裂く艶やかな音色は、梟の代わりを務めることなく劣情を誘った。

「や、めて……、んぁ……ぁっ！」

　股を拡げる腕は止まらず、止められず、リュアンは細い腿を左右に開かれていく。

　繁みの奥から溢れるのは清らかな蜜──否、男を惑わす、若い雌の蜜だ。

　彼はここまで猛々しくなかった、彼はここまで暴力的ではなかった──口々に嘆く女の言葉は、男の我欲を知らない戯言だ。素面がどれほど優しくとも、ひとたび閨ねやを共にすれば、男の中に眠る獣の扉を開いてしまう。

　人間とは欲に従順だ。男も、女も変わらず、欲に従って生きているようなもの。

　それは、聡明なトーマス・ウィルソン侯爵であっても同じ人間である以上、変わりなかった。

　狭い部屋から助け出してくれたその口調に似合わない優しい彼でさえ、こうして女の身体に溺れているのだ──内に眠る淫獣を、飼い慣らすのは屈強な戦士でさえ容易くない。

「拒むな」

「だ、だって……ぇ、っ」

　繁みを濡らす蜜を指で掬われ、リュアンはびくっと身体を震わせた。

「君はもう、フローネの娘ではなく、僕の所有物なのだから」

「あ、ぅっ……ぁんんっ！」

　言い聞かせるように口にするトーマスの唇が、皮をかぶる陰核に口づけする。たったそれだけの刺激で、リュアンは全身に雷が駆け抜けたような感覚を味わっていた。

　余韻に残る甘い快楽は、ひたと濡れた舌を這わされれば、突き刺すような快感に変容する。

　このままでは快楽のせいで溺れ死んでしまうのではないか。押し寄せる快癒の波に息継ぎの間もなく、リュアンは頭を振った。股に埋まる彼を押しのけようと伸ばす手は力なく、ただ髪を梳くことしかできない。

「やめ……っ、て」

「やめてと言われ、よもやこの場で頷き従う者などいるはずないだろう」

　啜る水音は部屋に飽和し、股から覗く翡翠ひすいの瞳がせせら笑う。

　拒めども、喘ぎに似た掠れた懇願は彼の劣情を煽る囁きに過ぎない。

　わかっている。わかっているとも。そんなもの、乙女が最初に学ぶことだ。

　否定する言葉を整然と並べられるのなら、いくらでもそうしていた。

「あ、あぁ……んぅ！」

　けれども、こんなのは聞いていない。

　彼に求められるのが初めてではないにせよ、それでも。

（こんなに何も考えられないなんて聞いて、ない……っ！）

　真っ白に灼けた思考は全身を支配する甘い誘惑に逆らえない。微かに残った理性でさえ、原初の欲に勝てず、ただ欲望をぶつけ合う獣に成り果てよと腰を振らせるのだ。

　ちゃぷちゃぷと羞恥を掻き立てる彼の舌の動きに合わせ、リュアンは溢れる蜜に肌を濡らした。

「もう、やぁ……っ、わたし、私……っ」

　薄闇に溶けるような股に沈む暮ぼ色しょくの髪を掻き抱き、リュアンはその細い腿を閉じる。

　尿意とは別の、底から湧き出す何かが背筋を這い、全身を駆け巡る感覚に耐えきれなくなる。

「もう限界か？　だが、果てていいと誰が言ったか」

「んっ、ぅあ……そん、な……あ、ぁんっ！」

　焦らすように蜜口を撫でる舌は、探ってほしい場所を巧妙に避けるように舐ねぶる。

　何も考えられなくとも、終わりがもうすぐそこにあることは理解していた。それなのに辿り着けないこの感覚は、もどかしくてたまらない。

　いつもはこんな回りくどいことはしないのに。情欲に駆り立てられ、発情したリュアンの欲求に応えるように、愛撫を施してくれるのに。

　頬を挟む両腿を剥がして顔を上げる彼は、恍惚に染まるリュアンに視線を向けた。

「さあ、次は何をしてほしい、リュアン」

「なん、で……トーマスさ、ま」

「訊くな。ただ答えろ」

　瞳の奥に潜む悪辣に似た昏い焔が、リュアンの相貌を照らす。

「答えないのなら、花を咲かせるしかあるまいな？」

　濡れた首筋には幾重もの小さな椿の花が咲いていた。

　彼が帰ってきて早々、リュアンの夜着を剥がし、幾度も口づけした結果だ。それに重ねるように覆いかぶさると、トーマスは唇を這わしていく。

　時に強く、時に柔く吸われ、肌にはじんわりと赤らんだ花が咲く。

「あ……ぁんっ」

　これでまた、人前に出られない。使用人にでも見られたら、夜陰の出来事を悟られてしまう。つい最近、仲良くなったメイドにさえ気遣われてしまえば部屋を開けることすら億劫だ。

「だめ……っ、トーマスさま……ぁ！」

　そんな気持ちはつゆ知らず、鎖骨を撫でる舌は乳頭へと這っていく。

　言葉とは裏腹に胸奥から囁く悪魔の甘言は、耳を傾けるだけで淫蕩に染まった。

　甘い汁を舐めるように夢中で肌にむしゃぶりつくトーマスを、無意識に抱きしめてしまう。

　すると、鼻で笑うように彼は口端を緩めた。

「なんだ、イヤなら腕を絡めるな。口づけをせがむように胸を押しつけるべきではなかろう？」

「それ、は……っ」

　答えられようもない。

　身体と心の調律が合わないから、言葉が偽りへとすり替わっているように聞こえるだけだ。

　本当はイヤなのだ。イヤなはずなのに、身体はその対物を求めている。

　わかりきったようにトーマスが笑みを深める。

「お前が求めている証拠だろう？」

「……っ」

　首を振ろうと、彼の哄笑を止める術はない。

「さあ、お望みのものをくれてやる」

　嘲るような口調で、彼は張り詰めた怒張を振り上げた。

　雄々しく聳そびえる熱塊は、リュアンの眼前でぴくぴくと震える。まるで待ちきれないように──自らの身体と変わらない反応のように思えて、リュアンはカッと頬を羞恥に染める。

「初めて見るわけでもないというに……慣れてもらわなくては困る」

　これから一生、君は僕のものなのだから、と倒れ込むようにして囁くトーマスに、耳朶が犯されたように熱くなる。

　どうしよう。このままだと、本当に──考えれば考えるほど高鳴る心臓に、否が応でも秘部に意識が持っていかれた。拒まなければ、いや、拒んでもなお、きっと、このまま──

「ほら、腰を浮かせるんだ。おねだりの仕方は教えただろ？」

「お、教えてもらってなんっ……て、んぁっ」

「ほら、わがままな口とは違って従順だ」

　蜜を塗りたくるようにして、彼の熱が繁みをなぞる。ぴりぴりと痺れるような刺激が断続的に伝わり、切なげな声が思わず漏れていた。

　そう、身体は従順だ。わずかな間でも、彼に教え込まれた快楽は身体が覚えている。

　不思議とイヤな気持ちはなかった。だからといって、それを受け入れられるわけでもなく。

（なんで、今日はこんなに苛めるの……？）

　濡れた声を塞ぐように手の甲を唇に当てながら、リュアンは思う。

　いつもは優しく抱いてくれるのに──望んでいるわけではないにせよ、されるなら優しくされた方が心地よかった。欲の解消のためではなく、愛し合うような、蕩ける一夜を期待しても罰せられはしないだろう。

　眠らない繁華街の彩色が飾る天井を見上げ、リュアンは溜まった息を吐く。

「はぁ、あ……んっ」

「よほど、これがいいのか。挿入されるより、焦らされる方が好きらしい」

「違っ……そんな、こと……っ！」

「なら、どうだ？　言ってみろ」

　慌てて首を振ると、いやらしく細める翡翠の瞳がリュアンを見つめる。

　温かくて大きな手のひらが頬に添えられ、促すように撫でられた。「ほら、言えないのか？」と尋ねる語調は優しくとも、瞳の奥に灯るのは仄暗い焔だけ。

　一体何があったのだろう。

　しかし尋ねる思考はまとまらず、リュアンはただ喘ぐように口を開いていた。

「くだ……い」

「なんだって？　もう一度」

　むっとして唇をすぼめようと、身体の衝動は止まらない。

　嗜虐の感情に促され、催促するようにトーマスが濡れる繁みを掻く。

　甘い誘惑に吐息が漏れ出し、白い靄が底で眠る欲を萌芽させる。

　悔しくとも抗えない。苦しいだけなら楽になりたかった。

　視線を逸らすと、込み上げる羞恥を吐き出すようにリュアンは言った。

「トーマスさま、を……ぁ、くださ……いっ！」

「ああ、そんなおねだりでよかったと言ったか？　僕は満足できない」

「これじゃあ、満足できないの……っ！　だ、から……だからぁっ……！」

　縋るように、リュアンは逞しい胸に抱きつく。

「挿れて、ください……っ、私の中に、それを挿れて……──！」

「よく言った」

　褒めるように頭を撫でてくれるトーマスに、リュアンは一瞬気が緩んだ。

　幼子をあやすような手つきは、快楽とは別種の安心感や心地よさに包まれる。まして少しでも心が揺らいだ相手ならなおのこと──ゆえに、反応が一瞬遅れた。

「あ、ぁ……──」

　隘路を突き上げる衝撃に、リュアンはたがが外れたように弓なりに背を仰け反らせた。

　最後まで残っていた一片の理性までをも灼き尽くされ、獣へと堕ちていく。

　掠れた声を咆哮に、白雪の肌は月光に炙って。

「あ、んっ……ぅぁ、はぁ」
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　貪るような口づけを重ね、涎を垂れ流したまま舌を絡める。

　どこまでも、どこまでも深く繋がるように、リュアンはトーマスの広い背中へと爪を立てた。打ち立てる腰は疲弊を知らず、闇雲のようで正確に獣欲を掻き立てるツボを心得ている。

「ほしいか、もっとほしいのか……！」

「はい……っ、ん、ぁ、ほし、くて……ぇっ」

　ほしくてたまらない自分を慰めるように、リュアンは自分の胸を揉みはじめていた。

　人前でこんなこと──そうは言っても、すでに交渉は幾度も重ねている。トーマスと閨を共にした初夜は遠い昔のようだ。恥じらいしかなかったあの夜から、随分と大胆になってしまった。

　乳頭をねじるように指で摘まみ、熱のこもった息をトーマスと交わす。

　ベッドシーツに広がる染みはどちらのものともわからない。額に張りつく前髪の煩わしさも忘れ、リュアンは頂きに向かってトーマスを求めた。

「行くぞ……っ」

　苦しげに呻いて唇を離すトーマスに、リュアンは頷く。

　その首に両手を回し、ただ快楽を貪るように腰を浮かした。最奥まで突き上げる灼熱に押され、吠え立てるような嬌声を上げ、リュアンは天井を仰ぐ。

（愛されてる。私、この人に愛されてるの……！）

　飢えた心を満たすように、リュアンは胸奥で呟く。

　幼心に恋したあの人によく似る侯爵に、焦がれる胸を押し寄せて。

「来て……来て、トーマスさ……ぁ、ま──ッ」

「ぐぅ……！」

　うねる肉壁を押し拡げ、白濁が秘筒を染める。

　四肢は強張り、全身を駆け抜ける迅雷に、声にならない叫びが吐息と共に溢れていった。

　すべてが真っ白だ。何もかもが甘い快楽の海に沈んでいく。

「ぁ……」

　引き抜かれる怒張は、なおも天を衝くように聳え立っていた。

　衰えを知らない彼に、リュアンは荒い息を呑んで恍惚に染まる。

「……──」

　汗に張りつく暮色の髪を掻き上げ、トーマスは彼女に応えるように再び白濁が溢れる繁みへとその屹立を突き立てる。

　淫蕩に染まる少女は嬉々としてその頬を緩め、その手を広げた。

　今宵の月が落ちるまで味わい尽くさんとするように、淫靡な吐息がトーマスを誘う。

　この世の男はきっと逆らえない。

　美貌は然さることながら、芸術的な肢体を持つ彼女の身体を拒める者がいるだろうか。

「まったく……君は」

　仕方なく、しかし嘲るような笑みを浮かべて、トーマスは腰を打ちつける。

　快美の旋律を奏でるリュアンに、悲しげに顔を歪めて。






　一話　籠の鳥の選択






　微かに開けた窓からそよぐのは冷たい夜風だった。

　今宵の月はない。

　薄く広がる雲が星空を覆いつくし、か細い灯りが街道を照らすのみ。

「──あれか」

　辿るように街道の先に視線をやれば、厳かな屋敷が鎮座していた。

　構えた鉄格子の門前に警備が二人ほど。未だに絶やされていない灯ひを見ると、目的のために楽は期待できないように思える。

　しかし、旅程を考えれば滞在できる日数は限られていた。

　窓枠に置かれた仮面が微風に揺らぐ。目元を隠すだけの至ってシンプルな黒仮面。それを手に取ると、急く胸を落ち着かせるように目元に被せる。

「父の遺した意志は僕が継ぐ」

　ランプに照らされる暮色の髪を揺らし、男は黒のジャケットを羽織った。

　全身黒づくめの衣装は、今日のような闇夜では人の目に映らない。篝かがり火びでもなければ、彼の行方を追うことは叶わないだろう。

　宿屋の一室が消灯すると、出入り口から人影が一つ、領主の館へと街道を上っていった。

　東方に広がる王の森から響く梟の鳴き声が街を支配するように飽和する。

　闇夜に溶ける彼の名は、トーマス・ウィルソン侯爵。

　聡明と名高く、理知な相貌は甘い笑みでいつも満たされている。夜会を開けば、彼のもとに乙女が駆け込み、途端に取り合いへと発展してしまうほどには注目される若い侯爵だった。

　しかし、今ここに在るのは、トーマスであってトーマスではない。

　王都より旅商人に紛れてフローネ子爵が統治する領土へと入った彼は、身分を偽って越境を果たしていた。

　ゆえに、夜の街道に立つのは亡霊のようなものだ。

　本来の彼は、一昨日から資材視察と称して王都近郊の森へと赴いている。その旅程は今日を含めて残り二日。明日にでも帰らなければ、虚偽申告が露呈してしまう。

　それでは、この私情ともいえる責務を、トーマスは明かさなければならない。

「真相を暴くまでは、目をつけられるわけにはいかないんだ」

　急く足を慎重に進め、眼前に見据える門兵を避けながら、トーマスは屋敷の後ろに回った。





　　　　　◇◇◇






「ぐぉ──」

　くぐもった呻き声を上げ、後門を守護していた門兵が倒れた。

　残るは一人。等間隔に配置された門兵は、片割れを失ったことで困惑していた。

　声を上げるよりも先に身を護るため、腰に揺れる鉄剣の柄に手をかける。が、遅い──首筋に当てられたナイフが、じわりと肌に食い込む。

「許せ。致命傷は避けておく」

「ひっ……──」

　振り上げられたナイフに死を悟ったのか、門兵は失神した。

　ぐったりとする身体を倒し、血の滲む首筋に布を当てると、背後に立つ人影は息を漏らした。

「……大した怪我をさせずに済んだのが幸いか」

　王都から遠く、また国境よりも遠い。ちょうど中間に位置する領地の私兵は、およそ訓練されていない者が多い。とはいえ、王の森を管理する子爵の領土を考えれば、致命的でもあった。

　数年前まで退廃の一途を辿るだけだったシルベール王国再建に向け、国の資財を管理する貴族たちには私兵に限らず、徹底した訓練をするよう要請を出した方がよさそうだ。

　周囲を見渡し、門外に並ぶ木々の陰に彼らを置くと、トーマスはナイフをジャケットの内ポケットに仕舞い込んだ。

「さて、これで入れるわけだが……」

　門に鍵はなくとも、館の裏戸には鍵がかかっていた。

　取っ手を掴んでもびくともしない。鍵穴は闇夜に慣れた目に映るが、鍵がなくては進展を望めない。木陰に置く傍ら、門兵の身体を探ってみたが、一つも鍵は見つからなかった。

　このままでは侵入することもできず、期日を迎えることになる、が。

「まあ、いい。別の道で行くか」

　呟くと、トーマスは頭上を見上げた。

　およそ三階はある館は、木製の窓戸ですべての窓を塞がれている。街道から見た館は灯りを確認できたが、裏手の窓を解放しておくメリットは考えずともないものだ。

　納得しながら、しかしトーマスは渋い顔をする。

　事前に中を確認できなければ開いた途端に誰かと遭遇する危険性が高い。

　だが、これ以外に道を考える時間は惜しかった。すぐ近くの窓戸を開け、トーマスは中の様子を確認する。

　等間隔に並ぶ木製の窓戸は、すべて廊下と繋がっているようだった。

　壁にかけられたランプが、薄暗い廊下を照らしている。

　出会い頭の悲鳴は避けられたが、さて、どうだろうか。渋面を濃くしながら、トーマスは梟の餌乞いとは別に物音を注意深く探り、窓戸を完全に開けた。内側のガラス窓も左右に開くと、枠に足をかける。

　巡回する使用人に遭遇すれば、彼らは声高に叫ぶだろう。

　盗賊まがいのことをしているにせよ、黄色い声を浴び続けてきた身には堪えるかもしれないな、と自嘲気味に笑みを漏らし、トーマスは廊下に降り立った。

「さて……」

　幸いにして巡回はなく、足音が近づく様子もなかった。

　窓戸とガラス窓をゆっくりと閉めると、トーマスは息を吐く。

「これは時間がかかりそうだ」

　最小限に抑えられたランプの薄明かりに目を細め、扉の数を確認する。

　すべて回るわけにもいかないが、しかし見当違いな部屋を開けるわけにもいかない。

「父さんの遺言通りなら、書斎をまず探したいが……ん？」

　と、そこで泣き啜るような声が聞こえた。

　ジャケットの内ポケットに伸ばしかけた手をゆっくりと下げる。

「一階じゃないな。二階か……？」

　左右に延びる廊下の左奥、曲がり角のその先から声は響いているようだった。

　確認に近づけば、上階へと続く階段がある。踊り場にかけられたランプの灯が寂しそうに揺れていた。

「確かめるしかないか」

　捕縛されている者がいる可能性がゼロでない限りには向かう他ないだろう。

　不確かだが、フローネ子爵の悪業は父の書斎に遺された手記に記されていた。

　証拠となる物証は何もないが、父が嘘を書くとは思えない。

　まして黒い噂であれば子爵のみならず、他貴族でも頻発している。潔白の貴族などこの国には存在しないのかもしれない。

「……今となっては、自分も灰色になってそうだが」

　家宅侵入に、窃盗までして証拠を集めようとしている。




　窓戸に塞がれたガラス窓に映る横顔は、潔白とは程遠い。

　だが、正義執行には己が揺るぎない正義を信じなくてはいけない──自らの行いをすべて白として正すなら、悪とみなす彼らの行動も、彼らからすれば白に違いないのだ。

　この世に完全な白など存在しない。

　正義など偏見だ。理由を後付けして自分を正当化しなければ、正義は務まらない。

　捕虜の可能性を疑い、トーマスは廊下端の階段を上る。

　一階よりは二階の方が明るかった。

　壁の吊るし台が倍に増え、等間隔に提げられたランプの数もそれに比例している。

「さっきの泣き声は……──」

「もう、いつまでも泣いてたら、お館さまに怒られちゃいますよ」

　すぐそばで、女性の声がした。

　相手の視界に入って声でも上げられたら終わりだ。

　深く息をつくと、トーマスは壁に背中を張りつけた。

「いいですか、お館さまもお嬢さまの将来を思って言ってるんですから、逆らってはいけないんです。いいですか？　これは、お嬢さまの幸せでもあるんですよ？」

　言い聞かせるように、彼女は口にする。

「フローネの令嬢だったか……」

　先ほどから泣いていたのは、捕虜ではなかった。

　しかし、父親と仲違いしている面で言うなら、これは好機だろう。

　こちら側に引き込めれば情報の取得は容易だ。あくまで、子爵の悪業を知っていたとしたら、となるが。

「それじゃあ、いいですか？　私はお館さまに呼ばれているので、行きますけど……ちゃんと反省してくださいね？　わかってます？　返事してくださいよ、もう」

　文句を言いながら、彼女は小さなため息一つ零して扉を閉める。

「味方になれるのも限界があるんですからね」

　令嬢側にはいても、雇い主はフローネ子爵だ。

　子爵をおいて、子女に味方するにしても、生活を考えれば別問題となる。

「じゃあ、あの……お食事、食べていてくださいね」

　ノックを二回、言い聞かせるように彼女は呼びかけると、こちらに向かって歩いてくる。

　上下階からとも人の気配はしないが、子爵の所在が掴めない限りには賭けだ。後追いするように来られてしまえば隠密は破られ、他の使用人にでも見つかれば面倒を避けられない事態。

「……仕方ない」

　トーマスは息を潜めると、近づく足音に合わせてジャケットの内側──ナイフの柄に手をかけた。脅して黙らせる。或いは、先の門兵のように失神してくれるのが手っ取り早いが。

　ナイフを抜き放つと、トーマスは逆手に構えた。

「──……ぇ？」

　曲がり角に足音が差しかかった瞬間、廊下に躍り出る。

　クラシカルメイドの衣装に身を包む黒髪の少女が動揺して微かに声を上げる。それを機に、トーマスは背後に回り、首筋にナイフを突きつけ、口を押さえた。

「んっ、……!?」

「すまない。黙ってくれないか」

　囁くように、しかし手早く済ませようと、トーマスはナイフの腹を肌に押しつける。

「……ん、ん」

　小柄な割にはレンズの大きい眼鏡が、頷くたびにぐらぐら揺れた。

　レンズの奥で潤む黒瞳に申し訳なく思いながらも、トーマスは続ける。

「先ほど話していたご令嬢の部屋に案内してくれないか。危害を加えるわけじゃない。ただ話がしたいんだ」

　案内、と言葉が出た時点で首を横に振るメイドは、睨みつけるようにトーマスを見上げる。

　門兵よりは気概があるようだ。足は震えていても、気構えだけは立派で素晴らしい。

「君の気持ちは尤もっともだ。だが、僕もただ帰るわけにもいかない。君の命も、ご令嬢の命も、このままでは奪わなくてはいけなくなる。案内してくれれば、話をするだけと神に誓おう」

　どうだろうか、と念を押すように、口元に笑みを作る。

　雇われの身である以上、自分以上に大切なものはない。軍ではないのだから、上官にあたる主人との関係は深いものではないはずだ。使用人に手を出すような主人であるなら例外はあるだろうが。

「……」

　数秒、思考に費やすように目を伏せた彼女は、こくりと頷く。

　そしてゆっくりと口元を塞ぐ手を指先でつつくと、もう一度トーマスを見上げた。

「わかった。声を出さないな？」

　首肯しながら、次にナイフを指す彼女にトーマスは理解があると判断した。

　声を上げようと、これが喉笛を突き破れば死ぬのだ。刃の腹を当てていても、翻すのは簡単なこと。聡明なようで助かった。ためらいを感じないかといえば嘘になるが、人を殺すのはいつの世も勇気がいる。

　手のひらを離してナイフを退けると、小さく息をついて彼女はトーマスに向き直る。

「……ありがとうございます。でも、誓いはちゃんと守ってください」

「ああ、殺しはしない。話すだけにしよう。これも担保にするといいだろう」

　そう言うと、トーマスは自らが持っていたナイフの刃を持って、差し出した。

「僕はこれ以外に武器がない。君が持っていればいざという時に僕を刺せるだろう。どうだ？」

「バカなんですか、あなた……」

「信用は売っておくものだ。買ってくれるかはさておきな」

　つい最近、復権した王家が未完成なだけに、この時世において信用販売がどれだけ通用するものか。とはいえ、交渉のテーブルにさえ着けなければ商売の一つもできない。

　ジャケットを拡げ、ポケットにも何もないことを確認させると、メイドは仏頂面でナイフの柄を握った。

「買いはしませんけど、受け取っておきます」

「ありがとう。では、案内を頼む」

　ナイフの重みを確かめるように小さな手のひらで転がす彼女は、そのまま「こちらです」と前を歩いた。

　階段から二つ目の扉前まで行くと、場所を譲るように奥手に一歩下がる。

「ここです」

「手前から開けていった方が早かったな。とはいえ、感謝はしよう」

　あの場で騒がれても面倒だし、殺してもそれは厄介なことになった。

　門兵でさえ殺さずに済ませたのに、メイドは殺すとなると罪悪感も残る。

　この家の使用人に恨みはないのだ。その主人であるフローネ子爵に対する疑念はあっても。

「入るぞ」

　ノックを二回、扉の取っ手に手をかける。

　扉は特に装飾のされていない簡素な造りだった。娘に与える部屋にしてはしけていると思えど、ここが躾け部屋だというのなら納得はいく。

　その通り、扉を開けると中にはほとんど家具が置かれていなかった。

　壁に添えつけられたベッド、その隣に置かれた棚の上で火を揺らすランプ、部屋の中央に敷かれた円形の絨毯。それ以外には何も見当たらない部屋の中で、彼女はひっそりと蹲うずくまっていた。

　床に置いたトレーに載せられた食事を前に、部屋の隅で丸くなっている。

　ゆっくりと首をもたげたその顔は灯に当てられ、ぼんやりと赤らんでいた。

「君が、フローネのご令嬢か？」

　先の会話から確認するまでもないが、トーマスは尋ねた。

「いくつか質問したいことがある。話はできるか？」

「……誰、なの？　アリア、この人は……」

　薄明かりにくすむアザレアの瞳が怯えたように、遅れて入ってきたメイドに向けられる。

「お嬢さまのお客人、と申しますか……」

「呼んでなんてないわ。男性なんて、もとより仮面をつけた、人……なんて──え？」

　そこで、少女は何か信じられないものを見たようにその腰を持ち上げた。

　背中に垂らす金糸の長髪が、橙だいだい色いろのデイドレスに伝い流れていく。

　膝を抱えていた華奢な腕、くびれのある腰とは対照的な、肩口まで開かれたドレスの胸元に覗く豊かな谷間。はっきりとしたボディラインは然ることながら、ランプの薄明かりの中でさえ、霞むことのない透いた肌、薄く開かれた桃色の唇がトーマスの意識を吸い寄せる。

　恐怖に満ちていた瞳は見開かれ、もっとよく見せてと言わんばかりに一歩、また一歩、と彼女は引き寄せられるように顔を見つめて近づいてくる。

「お嬢さま……どう」

「あなた、怪盗さま……なの？」

　熱に浮かされたように呟く彼女は、アリアの困惑すら聞こえないようだった。

「怪盗……？」

　背後に控えるアリアの困惑に振り返るトーマスも、状況を掴みきれていなかった。

　彼女は今日、初めて会ったはずだった。

　フローネ子爵との関係はウィルソン家と一切ない。社交界で数多の令嬢の相手をしてきたが、彼女の相貌を拝見したことももちろんなかった。

　ただ、ふと冷静に考えてみれば、彼女はトーマスを見て『怪盗さま』と呼んでいる。

　仮面のせいか、それとも服装のせいか──誰かと勘違いしているのは明白だろう。

「ずっと、ずっと待っていたんです、私……っ！」

「いや、僕は君とは」

　目尻に浮かべた涙で頬を濡らし、彼女はトーマスに抱きついた。

「あの日のお礼を、いつか、言いたくて……！」

「いや、だから……」

「いいんです、何も言わなくて。今日だって、閉じ込められた私を助けに来てくれたんでしょう。わかっています、あなたは怪盗だって自ら貶めながら、善行を働く正義の味方。それは、私が一番知ってるんですっ、だって、私は」

「──待て」

　胸に顔を埋め、背中に回す腕に力を込める彼女が顔を上げた瞬間、トーマスはしっと人差し指をその愛らしい唇に当てた。

　外が何やら騒がしくなっていた。それもすぐ後ろ──ちょうど、後門の辺りだろうか。

　閉まる窓戸の奥で、騒ぐ声が聞こえた。

「……起きたか、見つかったか」

「え？」

「いや、問題はない」

　きょとんとする令嬢に笑みを作って、トーマスは首だけでアリアを振り返る。

　交代の時間か、或いは彼らが目覚めたのか。どちらにせよ、見通しが甘かったようだ。

　物量で押し寄せられたらナイフ一本で切り抜けるのは苦労だ。とはいえ、担保に渡したナイフを固持されてしまえば、徒手での相手を強いられる。

　捕まればウィルソン家が没落する。上手く振り切れたとしても、何がしかの見落としで足がつけば内乱の火種ともなり得る。

　後門から容易に逃げられないとして、前門はさらに厳しいだろう。

「怪盗さま……？」

　心配そうに見上げる令嬢に、トーマスは思案する。

　笑みで誤魔化す時間もない。

　背中に回された彼女の両手を剥がし、トーマスはその滑らかな金髪を撫でた。

「時間が来たようだ。また機会があれば話をしたい」

「え、待っ──」

　そう言って振り返ろうとした間際、背筋に何か突き立てられた感触があった。

「……ここまで積極的だったとは思わなかったよ」

　男より女の方がしたたかというのは誠だったか。

　引き留めようとして腕を掴んだ令嬢の手に、或いは背後の凶器にトーマスが苦笑を浮かべると、令嬢は慌てて手を離した。

「え、あ、いや……そうではないのですが……あのっ、でも、まだ帰ってほしくなくて……」

　火照った頬を両手で押さえながら告白するなどいじらしいにもほどがある。

　上目遣いになるアザレアの瞳が、トーマスの胸に不可思議なものを巣食わせる。

　これが舞踏会の場であるならこちらからダンスを願うところだが──さて。

「そうですね。帰れませんよ、あなたは。ここで捕縛されるのですから」

　背後を取られたのはいつ振りだろう。

「協力的だったから、すっかり見くびっていた」

「話をした後の保証はしていません」

「したたかだな。子爵の下に置いておくのがもったいない」

「お褒めに与あずかり光栄です」

　手の震えが、ナイフの刃越しに伝わってくる。

　彼女も決死の覚悟だろう。小部屋という環境の中で、主人の娘を護らなくてはいけない──トーマスが殺人をためらうことを知らないにしても、賊が誓いを護るはずがないと踏むのはいい判断だ。その用心深さは言葉通り、子爵の下で腐らせるには惜しい逸材に思える。

　場数さえ踏めば、彼女はきっといい諜報になれる。

　そこで、恥じらいに酔っていた令嬢はようやくメイドの所業に気づいたようで目を丸くした。

「アリア……何して」

「お嬢さま、この人から離れてください。知り合いかはさておき、彼は危険なのです！　じきに兵が来ますから、その前にお嬢さまはお逃げ下さいっ！」

「え、でも……彼は、違っ──」

「思い出の彼と、この人が同じだと誰が言ったのですか！」

　彼女の言う通り、令嬢の質問にトーマスは答えていない。

　勝手に誤解して好転するのならば誤解を甘んじて受け入れる。余計に話がこじれるよりは合わせた方がいい。

　何より貴重な情報が手に入るなら、自分の存在などどうでもよかった。

　一歩下がる令嬢は、しかしアリアの言葉を疑うようにトーマスを見つめる。

「え、でも、本当に、あなたは怪盗さまじゃ……」

「いや、君を迎えに来たのは本当だ。この檻から助け出そうと思ったのもね」

「騙されてはいけません、お嬢さま！　だってこの人は」

「彼女は錯乱しているようだ。突然のことにナイフを突きつけてしまったから、まだ冷静じゃないのだろう」

「いい加減にして！　刺しますよ！」

　ナイフがさらに突き立てられ、トーマスは両手を挙げた。

　さすがに覚悟の決まった人間の手に刃があるのは上手くない。どうにかして奪い返せるならいいが、怪我をさせないというのは無理がある。

　と、階下で騒がしい足音が聞こえてきた。

「玄関から出るのは無理そうか」

　そもそも侵入してきた身だ──正規の出入り口から脱出しようとも考えていない。

　ナイフ一本で多勢を相手に大立ち回りをしようものなら捕縛される未来しか残されていない。

　ため息をついて、トーマスは令嬢に笑みを浮かべた。

「ここから出たいか、君は」

「無駄口はやめて──」

「僕は真剣だ。出たいなら、君に羽をやろう。君は選ぶだけでいい」

　突き立てられるナイフに臆さず、トーマスは挙げた手を差し伸べる。

「飛翔か、停滞か。二つに一つだ」

「私は……」

　部屋に差し込む廊下の灯が揺れたような気がした。

　階段を駆け上がる足音につれて、背筋を焼く焦燥に息が漏れる。

　このままではただ捕まるだけだろう。伸ばす手を悩む彼女の意志は揺れていても、即断できなければ停滞を選ぶのと同じだ。

　人は変われない。変わることを恐れてしまう。

　保証のない未来を恐れ、過去に後悔する人間は責任を押しつけなければ前に進めない。

「時間切れだ」

「えっ──」

　ならば、我が身がなってやろう。

　目的のためなら憎まれ役にだってなってやれる。アリアとの約束を破ることになるが、口約束に拘束力はないものだ。

「あ──」

　前に身を倒し、令嬢の肩と膝裏に腕を差し込んで横抱きにすると、トーマスは振り返った。そして、黒髪のメイドが震える両手で握るナイフを蹴り落とす。

「……っ」

「ナイフはくれてもいいが、殺すつもりならもう少し脇を締めることだ。それでは握る手に力が入らない。減点だ」

　膝から崩れるように、アリアはしゃがみ込んでしまう。

　恨めしそうに睨みつける黒瞳からは雫が溢れた。

「あなたにそんなこと──」

　彼女が言い終わるのを待たず、トーマスは部屋を出た。

　たった数分前の静寂が嘘のようにフローネ邸は騒然としていた。

　左を見れば、上下階に続く通路から兵が溢れてくる。剣を佩はいた彼らは、門兵と装備が変わらない。抜刀した剣先はトーマスに向いた。

「動くな、こいつがどうなってもいいのか！」

　口を挟まれる前に、令嬢を下ろしてその口を塞いだ。

　驚いて視線を上げる彼女の片腕を背中に引いて、トーマスは口角を上げる。

「お前らの大切なお嬢さまだろう？　いいのか、その剣先が美しい肌を切り裂いても」

　唇を覆う指先で色づく頬を撫で寄せ、トーマスは兵士の一人を流し見る。

「愛らしいこの美貌を傷ものにはできないものな？」

「……貴様！」

　剣先を下げる兵士の一人は、片手を横に交戦停止の指示をした。

「望みはなんだ！　今すぐリュアンお嬢さまを解放しろ！」

「ここから無事に逃げることだが、許されるのか？　許されないよな？」

　指先を頬に滑らせ、令嬢──リュアンの口元を解放するトーマスは、片手に窓を開け放つ。

　後門に人気はない。騒ぎを聞きつけて全員で来たのか？　脆すぎやしないだろうか。

　加算される減点項目に肩をすくめると、腕の中で真っ赤になって見上げるリュアンに振り返る。

「二階から飛び降りた経験はあるか？」

「え？　な、ないですっ……そんな、危ないこと！」

「僕もそれはない。だが、一人ならなんとかならなるかもしれないな」

「一人、なら……？」

　リュアンは小首を傾げる。

　トーマス自身が逃げるだけなら、それでいい。二階程度なら、運がよければ怪我せず降りることもできるかもしれない。

　ただ、選択を与えてしまった。

　与えた選択の答えをトーマスは半ば強制しながらも繰り返す。

「もう一度訊こう。君は閉じ込められたままでいたいか？」

　父親が敷いたレールの上はさぞ楽で豊かな人生の岐路を歩むことができるだろう。

　新しい道を模索せずともこの世界は回る。変化を望まなければ、道を続ける方法はいくらでもある。リスクなんて負う方がアホに思えてしまう。

　だが、それは永遠に血に縛られるということだ。

　自分の人生を、つまらない誰かに託してしまっているのと同じだ。

「飛び立つ勇気があるなら僕と一緒に来い。君を受け止めることぐらいはできる」

「でも、私は……」

　窓枠から下を見つめ、リュアンはぶるっと身体を震わせる。

　怖いだろう。こんな高さから飛び降りるのは正気の沙汰じゃない。

　だが、確実に自由の羽を手に入れることができる。

　檻の中から広大な空に飛び立つ大翼を。

　じりじりと迫る兵士の動向を観察しながら、トーマスはリュアンの片腕を解放した。

「……え？」

　見開くアザレアの瞳が、ランプの灯に照らされる。

　笑みを浮かべると、トーマスは彼女の滑らかな頬を撫でた。

「選択は君の自由だ。だが、起点は即断しなければ見逃すぞ」

「怪盗さま……っ！」

　そう言うなり、トーマスは窓枠に足をかけた。

　兵士の驚嘆する声を追い抜いて、一瞬の浮遊感に酔いしれる。

「ぐっ……！」

　生か死か。二つに一つの賭けは果たして、前者にダイスが振られた。

　固い地面を転がり、揺れる視界の中、トーマスは起き上がる。

　二階は騒然としていた。

　窓から上半身を乗り出すリュアンを押さえようとする足音と叫びが、彼女の瞳を揺らす。

　押さえ込まれれば、選択の余地なく終わる。父の敷いたレールの上で安寧の幸せを手に入れる。望んだものを手に入れ、手にできなかった希望を別の形で昇華することになる。それもいい。長期的に見れば、こんなところで散らすには恵まれた人生だ。

　だが、本当にそれでいいのだろうか。

「選べ！　リュアン！」

　両腕を開くトーマスに、アザレアの瞳が見開かれた。

　噛みしめた唇を開き、固く締め直すと彼女は廊下に振り返った。

「……っ」

　こちらは正しい答えじゃない。

　博打に身を賭すより、刺激のない平凡な安寧に身を委ねていた方がいい。

　だが、この世は腐っている。

　彼女が閉じ込められた理由は知らない。それがトーマスの求めるものであるとしたら、彼女は利用されるためだけに選択を迫られているようなものだ。

　そこに居場所はあるか？　飛び出す勇気は、こちらに来る理由に足るか？

　自問自答の果てに彼女が飛翔を選ぶのだとしたら、喜んでこの両手を差し出そう。

　彼女はきっと後悔することになる。こちらに来ることが間違っていたと、泣き喚く日が来るかもしれない。

　だが、その日までは。

　トーマスを恨み、憎しみに打ちひしがれるその日まで。

　失った居場所の代わりは務めてみせよう、とトーマスは声を張り上げた。

「さあ、来い！　リュアン！」

「怪盗さま、私……──っ！」

　窓枠に足をかけ、スカートを捲り上げて。

　ついぞ手を伸ばした兵士の指先から金糸の髪が流れていく。

「……ッ」

　浮遊するリュアンは、さながら羽をもがれた天使のようだった。

　何かを見て、美しい、と思ったのは生涯で初めてかもしれない。

　空気を含んで膨らんだスカートが、トーマスの頭上に影を作る。

「……クソッ」

　受け止めにくいそれをトーマスは間一髪、両腕でキャッチする。

　腕の中に納まる軽い少女の強く瞑った瞼を見つめ、思わず笑みを浮かべた。

「よくやった」

「……えへへ、飛べました」

　その声に応じるように薄目を開けるリュアンは、笑みを返す。

　彼女は飛んだ。飛べたのだ。

　自ら居場所を捨て去り、新たな道を選んだ。

　だが、まだスタートラインに立った程度だ。障害はすぐ頭上に残っている。

　彼女を地面に下ろすと、トーマスは手首の調子を確かめた。

「走れるか？　捕まればまた檻の中に逆戻りだ」

　リュアンは頷くが、足元を見て顔を顰ひそめる。

「足腰は意外と……でも、スカートが」

「なら破ればいい」

　そう言うや否や、トーマスはスカートに手をかけ、力任せに破り捨てた。

　膝より下の布が消え、細いふくらはぎが晒される。

「お力が、あるのですね……」

「家業のついでに身についたものだ。それより、行くぞ」

　女性の肌に興味がないのか、トーマスはリュアンに背を向ける。

　窓から覗いていた兵士は消えた。すぐにでも彼らの手はここに届くようになるだろう。

　困惑するリュアンの小さな手のひらを握ると、まっすぐに後門を見つめた。

「行くぞ」

「……あ、は、はいっ！」

　ぼーっと繋いだ手を見つめるリュアンに構わず、トーマスは走り出す。

　遅れながらも並走する彼女に歩調を合わせながら、トーマスは先の門兵の所在を探る。

　後門外の木陰に置いていた門兵二人は消えていた。先の兵士たちに回収されたか、意識を取り戻したか。今はどうでもいいことか。

「これから、どうするのですかっ？」

　屋敷から少し離れたところで、息を弾ませるリュアンが言った。

「私、行く場所を聞いてないです……！」

「どうするも何も、逃げるだけだが」

「え、でも決めないと……」

　王の森とは対角、西方に位置する白壁の教会──クリプト修道院近くの木立を抜けながら、トーマスは思案した。

　明日にはと思っていたが、予定を繰り上げなければ道が閉ざされかねない。関門が敷かれる前にフローネの領土を出るのが当面の目標だろう。

　戸惑うリュアンに、金貨の残数を思い出しながら、街を顎で示す。

「夜にここを出ると言っていた商人に便乗し、領地に戻る」

「領地って……あなたは一体」

　何事か呟いた彼女の言葉は左から右に、トーマスは後背を確認した。

　追手はない。

　とはいえ、領主の娘が誘拐されたとなれば夜通しの捜索は確定だろう。

（さて、逃げ切れるか）

　屋敷の周辺に増えていく篝火の数に目を細めながら、トーマスは顔を顰めた。
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　街に置かれた高台の時鐘が、警報となって一帯に鳴り響いていた。

　地を噛む車輪の揺れはなおも続く。

　リュアンは今、二頭立ての幌ほろ馬ば車しゃで蹲うずくまっていた。

　眠りこけていた旅商人を叩き起こすと、「馬車を出せ」と金貨を渡した怪盗さまは、二の句を継がせぬ勢いでリュアンを幌に放り込んだ。さっきの言葉は嘘だった。あくびをする商人を追い立てるように馬を引き、御者席に着かせると、すぐに馬車を出発させたのだ。

「……」

　辺りは木立と平原が混ざり合ったような場所だった。

　獣道かと思えば、開けた地帯を繰り返す盆地は、どこに向かっているのかわからない。ジグザグと方向を変え、隠れながら進む馬車の後方、数里先には小さな灯がいくつも揺れていた。

　肩にかけた毛布を握りしめ、リュアンは顔を上げる。

「ここで一夜を明かす……のですか？」

　カタカタ、と馬車の揺れに合わせて震えるランプの灯が、怪盗さまの漆黒の仮面を照らす。

　その奥で影を濃くする翡翠の瞳はリュアンを一瞬見やると、すぐに伏せられた。

「そうだが？」

「そう、なんですか……」

　当然のように言う彼に、言葉は続かない。

　会話をしようという気がないのだろう。二頭立ての幌御者を務める商人でさえ、そんな彼に肩をすくめてあくびをしている。

　伝染るあくびに口を手で覆うと、怪盗さまが言った。

「暖かなベッドで眠りたいなら、今すぐ屋敷に戻れ。今すぐ馬車を停めてやれるが、送ることはできないぞ。ここから歩いて帰るしかないな」

「そんな……」

「君が選んだ道は険しいものだ。簡単ではない」

　確かに、彼の言う通りだった。

　子爵令嬢として、いつかは王の森の管理者として。

　王様よりいただいた役目を果たす他、リュアンの足元から延びる道に選択肢はなかった。

　だから、男子に恵まれなかったフローネ家は長姉であるリュアンにその仕事が託されるはずだったのだ。嫁に出されようと、その家系がフローネの責務を引き継ぐのである。

　しかし、その役目はもう負うことはできない。

　怪盗に誘拐される形で家出したリュアンは、責務を放棄したのだ。

　手足を縛る蔦は引きちぎり、その背に生やす大翼を羽ばたかせ、星のない広い闇夜にこうして飛び立ってしまった。

　なんて親不孝者なのだろう。他の貴族に示しがつかないことをしてしまった。

　身分も知れない、仮面をつけた男についていく愚行を犯してまで手に入れたかったものはこんなものだったのだろうか。

　後悔はきっとこれからついて回るだろう。

　でも、それは彼のせいじゃない。結局、窓枠に足をかけたのは自分の意志だった。

「旦那、それぐらいにしておきなよ。お嬢ちゃんがかわいそうだろ。折角のべべも破られて、途方に暮れてたんだろ？　もっと優しくしてやんなきゃ」

「……ふん」

　馬を操る商人の言葉に、怪盗さまは鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

　商人から向けられる笑みに愛想笑いを浮かべて、リュアンは毛布に顔を埋める。

　そう。彼には、街道で服を破られ途方に暮れていた淑女と伝えてあった。

　痛ましく映った方が同情を買いやすい──黙って俯いているだけでいいと言われたリュアンは、ちゃんと言いつけを守って言葉少なに彼を見つめていた。

（本当に一体何者なの……？）

　二階から飛び降りる身体能力、優れた判断力に、あの日、命を救ってくれた時と変わらない姿。

　未だ鮮明な記憶の中の怪盗さまの笑顔ですら、彼と相違なかった。

　違っているとすれば、性格だろうか。大らかだったような気がするその語調は吐き捨てるようになり、兵を先導するそれだった。

　あれから十余年。

　老けないでいられる人間がいるとしたら、それは本当に同じ人間なのだろうか。

　凝視していると、翡翠の瞳が迷惑そうに薄く開いた。

「……もう寝ろ。体力を温存しておかねば、明日からがつらいぞ」

「あ、明日から何かあるのですか？」

「同じだ。馬車旅が数日続く」

　そう言うと、「少ししたら起こしてくれ」と手綱を代わる約束を商人と交わし、瞼を閉じた。

　彼の眠りを邪魔しないように、リュアンは毛布をさらに身体に巻きつける。

　身体を休めないといけないのは道理だった。人生の中で一番走ったと思う。息は切れ、拍動の治まらない胸は飛び出てくるかと思ったし、足は鉛のように重い。

　しかし、それ以上に二階から飛び降りたあの瞬間の景色がリュアンの中に残っていた。

　一瞬だけ開けた視界。広がる闇夜に飛び出した浮遊感。踏ん張りの利かない不安が、ぎゅっと瞼を閉じさせ──いつの間にか身体は怪盗さまの腕の中にあった。

　間近に迫ったその顔は、黒仮面に半分隠れていようと美しい輪郭は隠せていなかった。

　細く鍛えあげられた腕は逞しく、がっしりと支えてくれる安心感があった。落ち着き払った彼の態度を形成しているのは、肉体的な自信から来るのだろうか。

　一流の戦士は肉体だけでなく、頭脳も鍛えるという。脳は筋肉ではないけれど、どう鍛えるのだろう。座学で鍛えられるものなのだろうか。いや、無理だとはわかっているけれど。

「わからない……」

　ちょっと明後日の方向に飛んだ考えをするリュアンは、横になった。

　座りながら眠る怪盗さまを、未だに届く警鐘の音に耳を澄ませながら見つめる。

「あの……怪盗さま」

　いつの間にか、口を衝いて言葉が溢れていた。

　起きていなくてもいい。ただ、なぜだか話しかけたくなった。

「もう……寝ちゃいましたか？」

　そっと囁くように、リュアンは口にする。

　頬をくすぐる髪に微かな笑みを作って、その寝顔を見つめる。

「……なんだ」

「あ、起きていらっしゃるのですね」

「……話しかけるからだろう」

　片目を開けてこちらを見る彼に、リュアンはごめんなさい、と小さく呟く。

「眠れないのか」

「そうでも、ないのですけど……」

　正直に言えば眠くてたまらない。身体的疲労はすでに全身に回っている。横になってからは倍になってのしかかってくるようだった。それでも、好奇心が睡眠欲を勝った。

　怪盗さまのことを、リュアンは知らない。

　あの日、「また」と去り際に置かれた小さな口約束は、今日この日まで果たされなかった。

　彼が今まで何をしていたのか。どこにいたのか。リュアンの知る由もない過去を、彼は生きてきている。

　そのどれもが、リュアンは知りたかった。彼の人生を共有したかった。

　だが、いきなりなんでもかんでも訊くのははしたない。

　リュアンは上体を起こすと、こほん、と一つ咳をする。

「あの、自己紹介しませんか？　まだ私はあなたのことを何も知りません。怪盗さまもそうですよね？　私、リュアンって言います。リュアン・フローネ。怪盗さまは？」

「……」

　期待を込めてまばたきするリュアンに、怪盗さまは黙したままだった。

　自分から話しかけた以上、中途半端に引き下がれないリュアンは苦笑を浮かべて繰り返す。

「えっと、あの……怪盗さまは？」

「僕が答えると思っているのか」

「……あぁ、そう、ですよね……ごめんなさい」

　冷たく突き放され、リュアンはあえなく降参する。

　視線を彷徨わせ、話しかけるタイミングを見失ったリュアンは、うなだれるようにまた身体を横に倒した。揺らぐ馬車に合わせて微かに浮く頭を床面に弾ませ、黒仮面を見つめる。

　すると。

「……トーマス」

「え？」

　観念したように片目を開ける怪盗さまが、はあ、とため息を落とす。

「トーマスだ。これでいいだろう」

「トーマスさまとおっしゃるんですね……素敵なお名前だと思います！」

　ようやく名前が聞けたことに、リュアンは嬉しそうにはにかんだ。

　またしても上体を起こして、その膝を抱える。

「トーマスさま……トーマスさまっ、ふふ、こうして男の人とちゃんと話すの初めてで何を話していいのかわからないんですけど、まずは、怪盗さまとまたお会いできて、それにこうして一緒にいられて……夢みたいで、嬉しくて……！」

　と、そこまで口にして、リュアンはハッとしたようにアザレアの瞳を見開く。

「ごめんなさい……嬉しくて、調子に乗っちゃって」

「いや、いい」

　端的に答えるトーマスは、そこで何か思い出したように身じろぎし、リュアンに向き直る。

「僕も……君に言わなくてはいけないことがあった」

「言わなくてはいけないこと？」

　リュアンが繰り返すと、トーマスは頷く。

「貫き通そうかと思ったが、罪悪感を抱えたままは気分が悪い。だから謝らせてもらうが」

「あ、別にそんな、謝る必要なんて何もないですよ！」

　ぶんぶんと首を横に振って、リュアンは笑みを作る。

「再会が遅くなったのだって、私が単に早とちりしていただけですし、いつになるかわからない約束だったのですし……それに、来てくれただけで私は嬉しいんです。そうそう、前もって言っていただければ、自慢のお菓子も用意したんですよ？」

「いや、待て」

「父にも、さっきのメイドのアリアにだって好評なんです。今日のために、ずっと前から練習してて、材料さえあれば」

「待ってくれ、リュアン」

　まくしたてるように並べる言葉を遮るトーマスは、目が合うと視線を斜め下に動かした。

　鐘の音はいつの間にか随分と小さくなっていた。虫の音が奏でる森の楽団と、蹄の立てる音だけが妙に耳を打つ。

　心臓の音までも聞こえてきそうな静寂の中、彼は言った。

「アリアの言う通り、僕は君の言う怪盗じゃない」

「……」

「見た目が似ているだけだ。今日も君に会うために忍び込んだのではなく、別の理由だった。たまたまこうなっただけで、再会でもなんでもない。君とは初対面だ」

「……」

　性格は違っているように感じた。でも、それは時が経てばあり得るかもしれないこと。

　見た目は一緒だ。瓜二つじゃないかと思うぐらい──記憶に残る彼の姿はこのままだった。

　一目見た瞬間に、怪盗さまを思い出した。あの人を、あの日の憧憬を。

　その彼に誘われたのだ。檻の鍵を開け、手を差し伸べてくれた。

　だから飛び込んだ。彼がいるから。

　何もない豊かな日常よりも、想い人と一緒にいられる日々にときめいてしまったから。

（でも、彼は違うって……）

　老けない人間はいない。十余年も経てば人相は変わるし、体躯も変化する。鍛えていたらどうかは知らないが、それでも外見も声色も、きっと変化する。

　特定の人物だけ時を止めることはできない。御伽話の魔法はあり得ない奇跡だ。

「やっぱり……そうですよね」

　わかりきっていたように、リュアンは言葉を選んだ。

　トーマスは空似の怪盗さまだ。何を勘違いしていたのだろう。理解してしまえば、魔法が解けたように少し違うような気がして──脳裏に映る怪盗さまが、水で滲んだように溶けていく。

　記憶なんてそんなものなのか。

　それでも信じようとしていたのは、自分を囚われのお姫さまと思い込んでいたからだろう。

　狭い部屋に閉じ込められ、救いに来てくれる王子さまを待っていた。

　ただの子爵令嬢を救い出して幸せにしてくれる、怪盗さまを待ち望んでいた。

　その期待がちょっと高すぎた。高すぎて、勝手な夢を見てしまっていた。

「なんか、舞い上がっていたみたいで……なんで、やだ……勘違いしちゃってたなんて」

　命の恩人で、初恋の人を見間違うなんてどうかしている。

　でも、それなら、別の問題が出てきてしまう。

　彼は一体、誰なのだろう。

　アリアの言う通り、悪い人なのかもしれない。ぞくり、と震えが全身を巡った。

「あの……私は、これからどうなるんですか……？」

「どうなるって？」

「それは……」

　幌馬車から降ろしてと願えば、彼は叶えてくれるだろうか。

　しかし、ここがどこかはわからない。警鐘を鳴らすフローネの時鐘は耳に届かず、闇が深まっていくばかりの木立は、怪物の腹の中のようだ。

　歩いて帰るなんてできそうにない。

（それに……家に戻っても私は……）

　アリアや使用人のみんなは、リュアンが戻れば喜んで受け入れてくれるだろう。

　しかし、父はどうだ。

　あれほどまで激昂した父を、リュアンは見たことがなかった。感情に揺れる姿も。

　父はそれほどまでに隠したかったのだろうか。尊厳を傷つけられたことがショックだったのだろうか。前者だろう。リュアンの知る限り、手をあげられたのはこれが初めてだった。

　思い出す父に、無意識に頬を擦ってリュアンは視線を下向させる。

「……」

　帰るべき家はあっても、戻れる気はしない。

　だとしたら？

　飛び込んだのは自らの意志だ。淡い恋心ゆえの衝動だとしても、事実は変わらない。

「帰りたいのか？　あの家に」

　押し黙るリュアンに、静かにトーマスが尋ねる。

　帰りたいといえば、帰りたい。見通せない幌馬車の行き先は不安しかないから。

　けれども、置いていかれるぐらいならどこかの街まではついていった方がいい。それから馬車を探した方が無理はない。

　リュアンは彼を見つめ、黙って首を振る。

「だったら来るしかないな」

　それに、と付け加える彼は仮面を外した。

「僕も君を受け止めると決めた。その責任は負うつもりだ」

　薄明かりを揺らすランプに、仮面の奥で覗いていた翡翠の瞳が照らされる。

（綺麗な瞳……って）

　見惚れてしまうほど鮮やかに映る瞳は吐く息に合わせてまばたきする。

　仮面を片手にするトーマスは、思っていたよりも美丈夫だった。

　低いが芯の通った声も、きめの細やかな肌も、それこそ今頃はいい年の男性になっているだろう記憶の怪盗さまとは歳も違う。リュアンとそこまで離れてないのではないだろうか。

（やっぱり、違うんだよね……）

　彼の言葉を信じていなかったわけじゃないが、やはりどこか気落ちする自分がいた。

　ある種、期待していたところがあったのだ。

　顔を直接見るまでは、仮面の下はわからない。目元だけだとしても、雲を掴むぐらいの淡い期待はできてしまう。こじらせた片想いは怖い。

「僕の顔に何かついているのか？」

「あっ、や……な、なんでもないです」

　訝しむように細める瞳に、リュアンはじっと見つめていたことに気づいて顔を逸らした。

　毛布を被った手で両頬を覆い、かーっとのぼせる頭に唸うなる。

　そんなリュアンに変なものを見るような視線を向けるトーマスは、「話を戻すが」と続けた。

「本当は屋敷に着いてから言おうと思っていたが、リュアン。君が僕を怪盗と言うなら、僕は怪盗になってもいいと思っている」

「……え？」

「家を飛び出すよう焚きつけたのは僕だからだ。フローネ邸から盗んだのとさほど変わらないだろう？　それは、君を盗んだ怪盗とさして変わらない」

「そんな、トーマスさまは……！」

　リュアンからすれば、自分勝手な妄想を彼に押しつけ、自ら飛んだのだ。

　それがたとえ思考操作だったとしても。しかし、トーマスは首を振る。

「だとしても、僕は責任を負いたい。負わなくてはいけない」

「……なんで、そんな」

　真しん摯しに聞こえる彼の言葉に、リュアンは翡翠の瞳を見つめていた。

　透いた輝きの中に柔らかな光を宿す彼の瞳は、胸を騒がせた。とくん、と広がる波紋は波打ち、心拍を上げていく。

　答えを期待してはいない。早鐘を打つ胸は雰囲気に流されているからだ。あれもこれも、すべて彼がいけないと自分を棚に上げ、リュアンは責任逃れする。

　ランプの灯に伸びる影が身じろぎするように震えた。

　深く息を吐き、トーマスは視線を逸らす。

「僕の身勝手に巻き込んだからだ」

「……身勝手？」

「そう。身勝手だ。詳しくは言えないが、そういうことだ」

　土を蹴る蹄の音がやけに大きく響いた。

　打ち立てる鼓動は静まっていき、またしても勝手な期待で心が傷ついていた。

　怪盗さまが好きなのだろう。あの日、助けてくれた彼がリュアンは好きだったのだろう。

「……」

　自問に対する答えを出せぬまま、溢れる気持ちに胸を押さえる。

　話を閉じるように、トーマスは言った。

「だから、この責任も僕の身勝手でもある。君は何も気負う必要はない。ただ受け取ってくれるだけでいい。これから君に降りかかる危害一切を、僕が──」

「い、いいです！」

　なぜか、声を上げていた。

　自分でもわけがわからなかった。リュアンは顔を真っ赤にして、すぐさま顔を伏せる。

（なんで大声なんて……）

　微かに嘶いななく馬を御するため、「おっとと」と慌てたように手綱を操る御者の声が聞こえた。自分のせいだ。慌てて謝ろうとそちらを向くと、トーマスが口を開いた。

「何か不満だったか？」

「ごめ……え？」

　喉元まで出かかっていた謝罪の言葉が彼の言葉に引っかかった。

　視線を流せば、難しい顔の彼がリュアンを見つめている。

　答えを待っているようだった。

　断るに足る理由なんて見つからない、善意の塊のような提案を断られたのが理解できないのだろう。

　自分でもわからない。でも、

「そこまでしてくれる理由がわからないだけです」

　彼は優しい人なのだろう。

　アリアの見解は間違っていない。確かに罪人だ。でも、内面は優しいのだと思う。他人のことを一番に考えてあげられる強さを、彼は持っている。

　だからこそ、リュアンは彼に向けた自分の心に逆らってしまう。

　このままではわけがわからなくなりそうだったから。

「私にはそんな価値なんてないんです」

「価値は自分で決めるものじゃない。他人が勝手に決めつけるものだろう」

「でも、あなたから施しを受けるような理由にはならないです。私があなたについていくと決めて、だからこうしてついてきたんですから。お気持ちだけでいいんです、だって私は……」

　胸を満たす感情にリュアンは視線を切った。真摯に見つめる彼の瞳は、ひどく歪んだ自分を教えてくれるようでイヤだ。

「わがままなやつだ」

　すると、トーマスは呆れたようにため息をついて、毛布を肩から落とした。

「だったら、新たな理由を与えればいいだけの話だろう」

　揺らぐ馬車に、かったるそうな足音が響く。

「だから、そういうことじゃ──」

「なら、くれてやる」

　振り返った身体が、伸びてきた腕に引き寄せられていた。

　急迫する影がリュアンの視界を埋め尽くす。

　ランプの薄明かりが重なる影を幌に映していた。

「んっ……」

　何が起きたのか。

　唇を塞がれている。水気を含んだ柔らかなもので。だがそれ以上は理解が及ばない。

「これでいいだろう。理由は十分だ」

　離れていく影が、トーマスを象かたどった。

　唇を塞いでいたのは彼だった。彼が、何かでリュアンの唇を塞いでいたのだ。何かとは──そこまで考えて、微かに開かれた彼の唇を見た瞬間、顔が赤熱する。

「あ、あなたは……っ、なんてことを……！」

「なんてこと？」

　そう言いながら毛布を手にするトーマスは、身体に巻きつける。

「僕が君を囲う理由さえあれば、もう言い訳は要らないだろう」

「囲うって……だ、だからってしていいことと悪いことがあるんですよ！」

「イヤだったか？　なら、すまなかったな」

　たった一言の謝罪を残して腰を下ろすと、トーマスは面倒そうに毛布に顔を埋めた。

「トーマスさま！」

　名前を叫ぶリュアンに一瞥もくれぬ彼は、ため息でしか返事をしてくれなかった。

　やがて観念したように、トーマスは吐き捨てる。

「もう寝ろ。身体に堪えるぞ」

「それはわかってますけど……！」

「元気があるのはいいが、叫び過ぎると街までその声が届く。少しは抑えろ」

「もう鐘の音も聞こえないのに、どうやって届くというのですか！」

「冗談をまともに受けるな。早く寝ろ」

　語尾に付け足される『寝ろ』の一言に、リュアンはむっとして膝立ちになっていた足を折り、幌に背を預けた。

「もう……っ」

　心配そうに見つめる御者のことなど視界の外に、リュアンは目の前で瞼を閉じる男を睨む。

（デリカシーがないというか、……否定しようとしていたのに、これじゃあ……）

　胸を弾ませる鼓動が鳴りやまない。

　指先で唇に触れれば、さらに意識してしまう。夜の森は寒いはずなのに暑くなっていた。たった一枚の毛布でこれだけ暖かくなれるなら彼の行為に寛容になってもいいかもしれないが、それはそれだった。

（なんて人なの……）

　不意打ちのように塞がれた唇が、火に炙られたように熱い。

　気まぐれでこんな行為に及ぶことは許されなかった。自分の善性を肯定させるために行うようなことでもない。挨拶とは違うのだ。これは、愛し合う者同士が交わすものだというのに。

「……～～！」

「うるさいぞ、寝れないのか」

「あなたのせいじゃないですか、こうなったのは！」

　噛みつくように言葉を吐いても、彼は顔を上げることはない。

　唇を離した時点で、彼の中では割り切ってしまったのだろう。許せない。もう過去の話だと興味を寄越さないトーマスに、さらにむっとしながらリュアンは横になる。

（寝心地最悪……）

　馬車の揺れは、乳母車にもならない。

　人を寝かすように造られていない幌馬車に快適性を要求するのもあれだ。ここで寝ようと考える方がおかしいのだろう。

「もう寝てる……」

　寝息を立てる彼を視界の端に、リュアンはふんっと鼻を鳴らした。

　フローネの地はもう踏むことはないかもしれない。

　ただそれは、上手く逃げ切れた時の話。

　子爵令嬢を誘拐した彼の罪は重い。死罪の可能性は濃厚だ。

　これまでに犯した罪を数え出したら、それこそ言い逃れできないものも出てくるのだろう。

　でもきっと、彼が捕まってもリュアンは彼について話すことはない。

　むしろ、彼の傍を離れることはないだろう。

「……っ」

　嫌悪から来ているのか、好意から来ているのか。

　彼を視界に捉えた瞬間から溢れる感情に、リュアンは揺り動かされる。

　これは恋か。首を振る。では、これは怒りか。首を振る。

　ならば、やはり恋なのだろう。振りかけた首が止まり、眉間にしわが寄る。

「……はぁ」

　トーマスは思い出の怪盗ではなかった。

　でも、リュアンの怪盗になる、と彼は言った。

　そのための理由を強引に押しつけ、唇を奪っていった。

「初めてだったのに」

　指先を濡らす唇の温もりに瞼を閉じる。

　羞恥に火照る頬を隠すように毛布に顔を埋め、リュアンは馬車に揺られた。






　二話　交錯する想いと






　同じ景色が左から右に流れていく。

　時刻は昼。

　夜通し馬を走らせ、陽が昇る前に山間の宿場町に着いたリュアンを待っていたのは、乗り継いだ二頭立て馬車でのまた長い馬車旅だった。

「眠れたのか？　……隈ができてるが」

「え、あ……はい、とりあえずは」

　目を逸らしながら、リュアンは自分の目下を指先でなぞる。

　ふと、そこで見慣れない袖口を見て、そっか、とぼんやりする頭で思い出す。

　ここまで送ってくれた商人との別れ際、運賃とは別に報奨と、加えて新しい服を購入したトーマスは、自身は着替えないのにリュアンを強制的に着替えさせたのだ。

　長袖の上衣に、暖色を差すロングスカート。膝に置いた麦わら帽子を目深に被れば、一目には彼女がフローネの令嬢と見破れはしない。そのための変装だった。

　だが、馬車窓に微かに映るアザレアの瞳を細め、トーマスに見られないよう両手で隠して隈を確認する今の彼女であれば、素顔でもバレないだろう──窓に映るリュアンを見て、トーマスが笑う。

「寝ろと言っただろ。あれから寝てないとか言わないだろうな？」

「そんなに濃いように見えないですけど……って見ないでくださいね？　恥ずかしいので」

　トーマスに振り返り、理不尽にも見るなと言ってため息をつくリュアンは、微かに窓に映り込む自分に直しようもないことを確認して、肩を落とす。

　トーマスからため息が漏れた。

「まあいい、とりあえず休め」

「でも……」

「体調を崩されて足を止めることになっては面倒だ。追手がないとも限らないだろう」

　足を止めることなく、突き進む。

　馬車を変え、足跡を辿られることがないように金を渡して。

　自分のためでもある徹底的な隠滅の邪魔はできないと、リュアンはしぶしぶ頷く。

「……わかりました」

　寝不足なのは、何も遊んでいたからではない。

　数日とかかる馬車旅において、睡眠の重要性は理解している。

　それでも、昨日は眠れない理由があったのだ。

「なんだ」

「なんでもありませんけど」

　半眼にトーマスを見つめ、リュアンは鼻を鳴らしてソファに寄りかかった。

　幌馬車と違ってふわふわのソファが備えつけられた乗り継いだ馬車は、揺れも心地よかった。

（口づけなんて……するから）

　瞳を閉じる素振りをして、片目を薄く開けてトーマスを見る。

　昨夜、ちゃんと瞼は瞑ったし、どうにかして眠ろうと何も考えなかった。けれども、脳裏に浮かぶ一瞬前の光景と感触が、頬の熱をどうにも取り払ってくれなかったのだ。

　彼は気にしてないようだが──乙女の身からすれば大変な事件だったというのに。

「眠れないのか」

　つまらなそうに窓の外を眺める彼は、自身の首を撫でながら口にする。

　びくっと肩を揺らすリュアンは見てないとばかりに壁に顔を寄せるが、下手な演技だ。仕方なく片目を開け、ついで両目を開くと、所在悪そうに指を重ねる。

「眠れないのではありません……ただ、ちょっと眠る時合いではないというか、そういう」

「昼の間は眠れないと？」

「端的に言ってしまえば」

　そういうことにしておこう、とリュアンは俯きがちに合わせる。

　眠いけれど、彼と狭い空間に一緒にいるというのが我慢ならないのだ。騒ぎ立てる胸を押さえるように重ねた指を胸元に乗せると、リュアンは儚げに瞳を伏せる。

　すると、トーマスは仕方がないというように伸びをした。

「まあいい。このままでは僕が眠ってしまいそうだったからな。子守歌代わりに話でも聞いていてくれないか。軽くはないが、心に留めておくようなことでもない噂話だ」

「噂話、ですか……」

　よその令嬢との話題に決まってついて回る噂話は、興味が湧いた。こぞって持ち寄るのは誰かの失態ばかりだったけれど、時には恋にまつわるものだったりして、話を聞きながらときめいたものだ。

　恋を経た結婚の少ない貴族社会の成り立ちを知っているからこそ、憧れるものがある。

　アザレアの瞳を輝かせると、トーマスが咳払いをした。

「街の東西に森と修道院があったな」

「あ、はい……あります、けど」

　出だしから思っていたものと違って、リュアンは少し戸惑った。

　確かに、フローネ邸の東西には王の森とクリプト修道院がある。

　東方に広がる王の森はその名の通り、国王の資財だ。王の許しなくば何人たりとも立ち入ることはできず、森で育まれる動植物の一切を私的に利用できない決まりになっている。

　西方に目を向ければ、山林ぐらいしかないフローネの地に似つかわしくない白亜の建物──先に出たクリプト修道院がある。修道士たちが修練しているというが、どういうものかは知らない。

　いれられたことはあったが、異質な雰囲気と、粘ついた修道士の視線がイヤで、即日帰ってきた思い出がリュアンにはあった。

「その二つが、どうかしたのですか？」

　後者にあまりいい気分がせず、怪訝な顔で続きを促すと、トーマスは渋い顔を作った。

「ああ。その噂というのが、修道士が王の森に出入りしている、というものでな」

「……」

　森に用事があるはずのない修道士が、しかも禁止区域である王の森に立ち入る。

　動物が増えすぎたために狩人を出すことはあっても、修道士を呼ぶことはない。むしろ、教会と国とで違う管轄だ──森に入るにしても、王の森に触れることは決してないはずなのだが。

　リュアンは浅い呼吸をして、表情を引き締めた。

「何も聞いてないか？　父上からは」

「いいえ……私は、何も」

「そうか。まあいい。聞いてくれ」

　適当な切り返し。言葉に意味はなく、視線を配るようにこちらを一瞥する翡翠の瞳は、どこか挙動を観察しているように思えた。音を立てないよう、リュアンは唾を呑み込む。

　トーマスは続けた。

「修道士が森に入る時は、決まって密猟の可能性を示唆できる。この時代だ、何かと理由をつけて教示を護るより、娯楽に浸りたいのだろう。クリプトにおいては、その傾向が強いことを以前から知ってはいたのだが」

　濁すように口を閉じ、トーマスは息を吐く。

「それはいい。前例があるように、修道士が森に入る時には決まって密猟が発生している。特に何が狩られるか知っているか？　金になり、美味として名高い肉だ」

　身体をリュアンに向き直すトーマスは、まっすぐにアザレアの瞳を見つめた。

「王獣の肉だ」

「王獣……鹿肉、ですか」

　こくり、とトーマスが首を前に倒す。

　王の森は資財と共に、狩場として機能していた。

　国王に連なる貴族がその手に弓を持ち、逃げ回る動物を狩って競うゲームである。その一番の目玉として置かれているのが、王の獣──その頭上に雄々しく聳えた冠を有する鹿だった。

「本物を見たことはないが、その大角だけなら見たことがある。ある貴族の邸宅に邪魔した時に、記念にいただいたと聞いたな」

「それなら我が家にも飾られていました。父が、報奨を受けた際にいただいたとか……」

「管理者としての腕は立つようだな」

　フローネ家は代々、王の森の管理者として存在している。

　ゆえに、管理者として幼少の頃にリュアンも森に立ち入ったことがあった。他の森とは別格の神々しさが感じられる場所だったことだけは覚えている。

　あの頃はいつか他家の男子を迎え、管理者の役目を継承するのだろうと思っていた。

　だがどうだろう。今となっては名前しか知らない男性と二人、家出中の馬車旅だ。昔の自分が見たら愕然と開いた口が閉じなくなるかもしれない。

　揺れる馬車はすでにフローネの地を抜け、隣領へと抜けていた。

　トーマスの領地は王都を過ぎ、南下したところにあるという。予定ではあと二日かかる。そこまで行けば、幼い頃に描いていたお役目や結婚に対する平凡たる願望も途切れることだろう。

（あ……）

　と、そこでいくばくかの心配事をリュアンは思い出した。

「……あの、トーマスさま？　話は変わりますが、ご結婚に関して詳しいですか？」

「なんだ。プロポーズには早いな？」

「……そ、そういうことではなくて！　ちゃんと話を聞いてください！」

　面食らって赤面すると、トーマスは笑みを浮かべる。

「そういう顔は好きだな。思わずプロポーズしてしまいそうだ」

「プロポーズって……じゃあ、昨夜のあれは……」

「なんだって？」

「い、いいですからっ、結婚はどうなんですか!?」

　恨めしげに睨みつけるリュアンに押されるように、トーマスは腕を組む。

「求愛されることは多かったが、結婚にはあいにく見識は広くない。ある程度は答えられるかもしれんが、それがどうかしたのか？」

　問い返され、リュアンは申し訳なさそうに身を縮める。

「それが……父に決められた婚約者がいたんです。こうして誘拐されたわけですけど、その際の違約金ってどうなるのかなって……思って」

「ああ……そういうことか」

　家を出ることで、自分だけではなく家族に迷惑がかかるのは避けたい事実だった。

　政略的な意味を持つ婚姻を、リュアンは多分、結ぶはずだったのだ。

　父が親しくする伯爵の嫡男との婚約。

　つい先日知らされたそれは、心の準備もなく向こうの意向で進められていた。リュアンは反対したが、父が婚約を翻すだけの力も、納得するだけの理由も並べられず、ついぞ婚約という形は破棄されず、今日まで残っている。

　来週には顔合わせをする予定まであった。それを避けるためではないにせよ、暴挙に出られては困るからと部屋に閉じ込められていたリュアンは、今しがたまでそれらをすっかり忘れていた。

　自覚がないといえばそうだが、自覚したくなかったというのが本音である。

　昨夜の口づけで思い出せればまだ騒げたが──今となっては家族の方が心配だった。

　他界した母はいざ知らず、父や使用人たち、アリアに及ぶ被害は少なくない。

　思案するように顎を揉みながら、トーマスは首を捻る。

「花嫁を盗まれたのなら、フローネに金銭は発生しないだろう。捜索には金がかかるだろうが」

「よかった……」

　決して安くはない捜索費用は、リュアンが現れるまで加算されていく。違約金よりも高額になる可能性を考えれば、それはそれで悪いと思うが。

　とりあえず、零落を避けられたことに安堵に胸を撫で下ろす。

「ただ、そうだな。金に惜しみをかけないのであれば、こちらが見つかるのも時間の問題か。困ったな。僕は処断を覚悟しなければいけないのか」

「……処断」

　彼はリュアンを連れ出した。

　焚きつけ、その経緯がどうであれ、彼女の意志がどうであれ、結果は誘拐に他ならない。

（私が保護されて、トーマスさまの居場所が突き止められでもすれば……）

　最悪の場合、彼は断頭台に立たされることになるのだろう。

　自分のせいで人死にが出るのは気分が悪いし、そうでなくとも知っている人間が死ぬのはあまり見たくはなかった。

（それに……きっと、私は）

　さざめく胸の潮しお騒さいに、リュアンは息をつく。

　そうはさせない。させたくない。

「大丈夫です、私が捕まらなければよいのですよね？　かくれんぼは得意です！　だからどんと任せてください！」

「……夜通し起きていても元気なのか、君は」

　ふっ、と笑うトーマスは、胸を叩くリュアンの顎を掬った。

　近づく彼の相貌に、唇に意識がいってしまう。

　また、と思っても声が出ず、頬をほんのり染めると、トーマスは言った。

「まあそう気構えるな。その程度の覚悟はもって、君を浚ったと思っていたんだがな」

　身勝手に巻き込んだ責任を負う、と彼は言っていた。

　リュアンが焚きつけられたのはそうだ。それでも、彼が結果として灰を被る必要はない。

　周囲から見れば、彼は綺麗ではないだろう。

　でも、罪を犯し、被り、まして輝く翡翠の瞳は宝石のように美しい。この瞳が罪人のものだとしたら、神さまはどうしてそんな痛ましいことをするのか。

「トーマスさま……」

「そういうことだ。リュアン、君は安心して自分の道を探すといい」

「え……」

「なんだ？　何かおかしなことでも言ったか？」

　漏れる声に向けられた視線に、リュアンはハッとして視線を避ける。

「いえ……なんでも」

「そうか」

　答えると、トーマスは顎から手を離し、背もたれに身体を預けた。

「……」

　彼は、リュアンを求めていない。

　だってそうだろう。あの時の言葉は、単なる理由付けでしかなかったのだから。

『僕が君を囲う理由さえあれば、もう言い訳は要らないだろう』

　口づけに添えられた言葉は、うるさい小娘を体よく言いくるめるためのものだ。冷静でさえあれば、優しく囁くあの一言を勘違いなどせずに済んだ。

　それでも、もしかしたら、と淡い期待を抱く自分が頭の片隅にいる。

　勝手な期待をしがちなのは、いつまでも訪れない怪盗さまを待ち続けていた純情のせいだ。彼の代わりになると言ってくれたトーマスに対する想いが、十分にそれで固まってしまったからだとも言えるが。

（私って簡単なのかな……）

　窓の外を眺める冷たい翡翠の瞳に、リュアンは項垂うなだれた。

「王都までにもう一度乗り換える。それまで休んでいろ。話は終わりだ」

「……はい」

　壁にもたれかかって、リュアンは思案する。

　トーマスへの想いはそうだが──話を変えたせいか、彼は噂話に深く言及しなかった。

（修道士の話……あの時のことがもし本当なら）

　リュアンは昨日を振り返り、脳裏をよぎる会話に眉根を寄せる。

　王の森の管理者は父だ。

　毎日のように管理として森に入る父が彼らを見逃すはずがない。森が広いからといって、馬が入る道も、人が迷わずにいられる小路も限られている。

　足跡を見つけるのが得意な父から逃れる術はない。ただ一つの場合を除けば。

「……」

　トーマスは、きっと父と修道院の癒ゆ着ちゃくを探っているのだろう。

　確かに管理者と組めば密猟の難度はぐっと下がる。他の目撃者さえ出なければ──出たとしても領主である父が言いくるめればなんとかなる。

　ただ、噂話は世に出てしまった。

　癒着の可能性を揶揄できてしまう目撃情報が多すぎたのだ。

　彼らは調子に乗ってしまった。父では防ぎようのない穴が増えてしまった。

　しかし、嘘の可能性もある。

　父を陥れるための、誰かの。でも、誰がそうして得をしよう。

　王族の復権以前、王の森は死守しようと尽力してきたのは父だ。誰よりも王を崇拝し、今でさえ与えられた職務を忠実にこなす父を、裏切るようなことをして得するのは誰だろう。

　──と、父の善性を信じて考えても、昨日の会話を記憶から引きはがすことはできなかった。

　父と修道院の癒着はあった。あったのだろうと思う。

　確かではなかった。信憑性は高いが、まだ余地の段階があるかもしれない。

　しかし、リュアンは聞いてしまったのだ。訪ねてきた修道士と、父の会話を聞いてしまった。

　知ってしまったから、言及してしまったから、親しくする伯爵嫡男との顔合わせを控えていたから。リュアンは大人しくするように部屋に閉じ込められ、父に幸せを説かれたのだ。

（お父さまは言ってなかったけど……）

　躾けのためとはいえ、父の瞳は怯えに満ちていた。

　管理者としての誇りを示してきた自分の、汚点を晒してしまったように。

　恐怖は思考を麻痺させる。黒を白と信じ込んでしまう程度には。

（お父さまが誰かに脅されていたのだとしたら……）

　不安に駆られながら、静かになった馬車内に自然と眠気は増していった。

　窓辺に流れていた翡翠の瞳が、ゆっくりとリュアンに向く。

（どうしたんだろう……）

　閉じていく瞼に逆らえず、ただ疑問に思うだけでリュアンは眠りに落ちていく。

　そして、ぷつん、と糸が切れるように意識は落ちた。
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「眠ったか」

　昨夜からの疲れが限界を越したのだろう。

　馬車の旅は退屈だ。何もすることがなければ、総じて眠くなる。彼女よりは軽いが、トーマスはあくびに眠気をかみ殺していた。

「簡単に尻尾を出すわけがないのはわかっていたが、空振りとなるとまた……」

　肩を回し、トーマスは馬車の天井を見上げる。

　王の森とクリプト修道院。その間に鎮座するフローネ子爵の動向が掴めなければ、そもそも閉鎖的なあの修道院にすら脅しをかけることができない。

　結局、手に入れたのは未熟な情報を持つ令嬢一人だったということか。

　このままではフローネ子爵の悪業を暴くことができず、資財を私欲に費やされてしまう。

「婚約者……か」

　とはいえ、悪くない情報が手に入ったようにも思えた。

　上手く活かせば、取っかかりになるかもしれないが、さてどう錬成したものか。

　事前の調べでは、フローネ子爵に息子が生まれた記録はなかった。

　婚約者、或いは娘のリュアンに管理者の務めを引き継ぐのだとしたら、動かしやすい手駒である必要がある。そう考えると、なぜリュアンが部屋に軟禁されていたのか気になった。彼女は何を犯し、懲罰の対象となったのだろう。

「癒着の秘密を知っている可能性はあるとしても証言がな……」

　修道士が森に出入りする話をした時、わずかにリュアンの視線が落ちたような気がした。表情が硬くなり、反応が鈍くなったような様子が見て取れた。

　彼女は何かを胸に秘めている。彼らに関連する事柄なのは推測がつくが……いつ口にしてくれるか。

　トーマスは瞼を閉じた。

　背もたれから身体を起こし、嘆息する。

「……復讐に正義も何もないか」

　安らかに眠るリュアンに自身のジャケットをかけながら、トーマスは自嘲気味に笑った。
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　馬車の乗り継ぎを繰り返し、二日が経った。

　落ちかけた陽が照らす夕刻。

　トーマスの領地へと入った二人は、中央領街の大通りへと差しかかっていた。

「王都近郊になると造りが違いますね……」

　整備された街道は、フローネの領街と違って清潔感に満ちていた。道の両端を飾る店々の品揃えは然ることながら、家宅こそ多い。連なる屋根が縦横に広がり、街道を抜けていく人の数もやはり地方領街とは倍以上の差がある。

　馬車に向かって振られる子どもの手に応えながら、「まあな」とトーマスは言った。

「人の数が違えば、技術者のレベルも総じて上がるからな」

「トーマスさまはここら一帯の領主さまでいらっしゃるんですよね……？」

「さあ、どうだろう」

「どうだろうって……はぐらかさないでくださ……んむっ」

　頬を膨らませると、膝に置いていた以前とは別のつばの長い帽子を取られ、頭に被せられた。

「些細なことだろう、領主かどうかなど。まずは屋敷に案内しよう」

　ははは、と笑うトーマスを、つばを上げて覗くリュアンは、首を傾げることしかできなかった。

　街道を上り、やがて大きな屋敷の門前に着くと、門兵によって鉄扉が開かれた。

　白亜の壁が聳え立つさまは修道院のようだが、しかし屋敷の造りはそれとは違う。数十枚と張られたガラス窓は夕陽を照り返すように橙色に輝き、豪奢な装飾が施された玄関扉は重厚な質感を持っていた。思わず息を呑んでしまう。

（王都近郊で……しかもこんなにも大きなお屋敷を持っているなんて……）

　ますますトーマスの正体がわからず、ただそれだけに言い知れない不安が大きくなる。

　前門から広がる庭園を抜け、館前の広間に馬車を停めると、トーマスは自ら降り立った。そして御者に金貨を握らせると、何かを口にして笑みを浮かべる。

　短い会話を済ませて戻ってくると、トーマスは扉を開けてくれた。

「ほら、手を出せ」

「あ、えっと……あ」

　差し伸べられた手は、強引にリュアンを引き寄せる。

「何を怖気づいている。今日からここが君の家となるんだぞ」

「え……わぁ」

　帽子を押さえながら爪先で着いた地面に、リュアンは息をついた。

　館を見上げると、遠くから見た時以上の迫力があった。

「私がこんなところに住んでも……よいのでしょうか？」

「いいに決まってる。僕が決めたのだ。安心しろ」

　そら行くぞ、と館の大扉へと向かうトーマスに慌ててついていくリュアンは、不安とは別に胸が躍っていた。

　知らない世界がこの先に広がっているだけで、未来が輝いて見えるなんて想像もしてなかった。

（大きな背中……それに手のひらはこんなにゴツゴツしてて、温かいんだ）

　リュアンの手を引く背中はとても広く、頼もしかった。握る手ですら、父以外の温もりを知らない彼女にとっては未知の体験だ。それこそ、好意を持った相手など──

（いやいや、違うから……たぶん、違うんだって）

　首筋を撫でるように上がってくる熱にリュアンは頭を振る。

　幌馬車での口づけ後、彼はリュアンを囲うとのたまった。事実だとすれば、これからリュアンは彼の愛妾か、妻となるわけだが。

「何を立ち止まっている。歩け」

「は、はいっ……ごめんなさい……！」

　ぼーっとしてしまったリュアンは、顔を帽子に隠しながら玄関へと向かう。そして自ら扉を開けると、トーマスはリュアンを引き入れた。

「……すごい」

　その瞬間、煌びやかな天井と吊り下がるシャンデリアが視界に広がった。

　外壁と変わらず白一色の内壁には、額縁がところどころに飾られ、歴代の当主だろうか、男性の肖像画が嵌め込まれている。床に敷かれた赤絨毯はふわふわで、階段横に鎮座し、槍を構える鎧は今にも動きそうなほどに不気味だった。

「……あれ？」

　興味本位で肖像画を一つ、二つ、と数えていたリュアンは、そこで何も飾られていない額縁を発見した。

「あの、トーマスさ」

「おかりなさいませ、ご主人さま！」

　リュアンの言葉を遮るように、横合いの通路から慌ててメイドが現れる。

　彼女はおさげを揺らして頭を下げると、にこっと笑みを咲かせた。

「お帰りがお早いようで、ルルはびっくりしています！　お怪我はありませんでしたか？」

「いや、ないな」

「それはそれは！　マットさまも喜ばれますね！　では、まず……」

　元気が過ぎる彼女は挨拶を済ませると、次の行動に移ろうとして止まった。

「あの、トーマスさま？　そちらの帽子の方は……？」

「ああ、紹介しよう」

　そう言うとリュアンの腰を引き寄せ、自分の前に出す。

　突然前に立たされたリュアンは不安げにトーマスを振り返りながら、慌てて帽子を取った。

　ふわりと広がる金の長髪が肩を撫で落ちる。

　アザレアの瞳を笑みに細めると、リュアンは帽子を握りしめた。

「えっと……リュアンです。リュアン・フローネ」

「リュアン、さま……おっ、リュアンさまですね？　よろしくお願いします！　ルルは、トーマスさまの下で働いてて……あの、もしかして後輩、ですか？」

「バカを言え。客人だ」

「はわわ……っ、それは失礼しました！　お客さまにとんだご無礼を……！」

　大仰に腰を折るルルは、願うように何度も頭を振る。

「いいのよ、いいの。こんな服だし、誰でも間違うわ」

「そうだな。このなりでは間違っても仕方ない。なんでも似合うのだから困ったものだ」

　憎まれ口のようなトーマスにむっとしたが、聞き流すことにした。

「お優しい言葉に、ルル大感激です……！　リュアンさまは女神さまなのですか……？」

「そこまでじゃないな。天使ぐらいに抑えておけ」

「トーマスさま、私に何か恨みでもあるんですか？」

「いや、ないが。館で抱きとめた時に思ったことを口にしただけだ」

「な……だ、だったら、余計な言葉は慎んでください！」

　何を言っているんだという顔をするトーマスに、もうっ、とリュアンはそっぽを向く。

　褒めているのか、貶しているのか。もっとわかりやすくしてほしい。

　胸奥で渦巻く黒いものに口を突っぱねていると、二人に困惑するルルへとトーマスが指示した。

「空きの部屋はあるか？　ルル」

「あ、はい！　あります！　二階中央から左二部屋です！」

「ありがとう。ルル、君を彼女につけよう。他のメイドとも協力し、彼女の世話を頼みたい」

「本当ですか！　やった……ありがとうございます！　ルル、初めての重役です、リュアンさま！」

「うん。よろしくね」

「お客さま係として頑張るので、これからどうぞよろしくお願いしますっ！」

　ぴょんぴょんと跳ねていたかと思えば、慇いん懃ぎんに深く頭を下げるルル。その姿に忙しないなと思いながらも、かわいいなとリュアンは頬を緩ませる。

「仲良くやっていけそうだな。ルル、部屋への案内を任せる」

「はい！　承りました！」

　すると、「ささこっちです！」と階段を手差しするルルにリュアンは招かれる。

「僕も後から行く。そんな心配そうな顔をするな」

「そんな、心配なんて……」

「大丈夫ですよ！　ルルに任せてもらえれば！」

　館の地図は完璧です、と平たい胸を叩く彼女は階段を上り始めていた。

　遅れないようにリュアンはそれについて、上階へと渡った。
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　玄関広間に残ったトーマスは、険しい顔をしていた。

「おかえりなさいませ。トーマスさま」

　ルルに遅れ、他のメイドたちを引き連れて頭を下げる壮年のメイド長に、視線を合わせることなくトーマスは呟く。

「マットは？」

「先ほど到着されてお部屋で休まれています」

「そうか。では休ませておけ。早く着けて僥ぎょう倖こうというところか」

　近郊の資材視察は上手くやってくれたことだろう。

　マット・ウィルソン。

　実弟のその手腕は、兄よりも鋭い。決断を渋る場面はいつもマットが下してきたほどだ。

　ためらいを残すトーマスと違い、簡潔すぎるのが問題だが、二人は足らない部分を補填する意味合いで絶妙なバランスを保っていた。

　トーマスは腰に手をやると、短く休んでから指示を出す。

「湯を沸かしてリュアン嬢の部屋に。ドレスはなくとも支給服なら余っているだろう？　適当にサイズを合わせて着せてやってくれ。仕立て屋は、今でもいいな。連絡しておけ」

「承知いたしました。──では、すぐに取りかかりますよ」

　壮年のメイド長が号令をかけると、後ろについていたメイドは各々に散っていく。軍隊のような精錬された動きだ。

　号令を終えると、メイド長は腰を折る。

「トーマスさま。成果はありましたか？　もしや、あのお嬢さまが……？」

「ああ。あったとしたらありがたかったがな」

　二階を仰ぎ見るメイド長に、トーマスは息をつく。

　リュアンは何かを知っている。

　知ってはいても、口にするのを憚はばかっているのか。鍵を開けるには、それなりの努力が必要になるだろう──思考するトーマスは肩を回した。

「疲れたな。着替えを用意できるか」

「なんなりと」

　深く頭を下げる彼女の背を見送り、トーマスは二階に続く階段を見上げた。





　　　　　◇◇◇






「あの……胸がきついかも」

　遅れて届いたお湯で沐浴を済ませたリュアンは、給仕服に袖を通していた。

　黒のワンピースドレスに白の前掛けというシンプルなデザインは、ルルが着るものと一緒である。彼女の他、お湯を届けてくれたメイドも同じものを着用していた。

　それまで馬車を乗り換えるたびにトーマスに新しく購入してもらっていたぶかぶかの古着は、ベッドに広げて置いていた。

　ルルが言った後輩とは違うが、服装的にはその通りになったものの。

「ええ……」

　ぱつぱつの胸元に苦笑いを浮かべるリュアンに、彼女は驚愕の顔で後ずさっていた。

「ウィルソン家の中でも一番大きいものなのに……！」

「これ以上、大きなものは……？」

　伝染った苦笑のまま、ルルは首を振る。

　恥ずかしそうに顔を伏せるリュアンは、自分の胸元を見つめてため息をついた。

　今までぶかぶかの服を着させられていたから苦じゃなかったし、ドレスであれば胸元が開くから問題はなかった。ただ、給仕服となると──ワンピースタイプのそれは、動きやすいように体型にぴったり合わせるように作り込まれている。一番大きいと言っても、他のメイドの余りである──体型が違えば、些細な誤差でなければ着られるようなものではない。

　自分の平たい胸と比較し、布地がはち切れそうな給仕服をルルは見つめていた。

「……どうしたら、そんなに大きくなるのですか？」

「それは私の方が教えてほしいぐらいかな……」

　勝手に大きくなっていったから、としか言いようがない。

　自分の行動を振り返ってみても、一般的だと思われる生活しかしてこなかった。

「強いて言うなら、よく食べて、動いて、寝る……？」

「それで大きくなるなら、ルルは爆乳です！」

「でも、それしか思い当たらないし……」

　不満げに眉根を寄せるルルは納得できないと平原のような胸元を見て、ため息を重ねる。

　わけてあげられるなら、わけてあげたいものだが、それを言ったところで彼女の反感ないし、不評を買うことになる。どちらも極端な体型だからこそ、安易な一言で傷つきかねない。

　慎重にいこうと考えたところで、リュアンは聞き流していたルルの発言を振り返った。

「話は変わるけど、さっきウィルソン家って言った？」

「言いましたけど……何か変なことでもありましたか？」

　現実に押し潰され、消沈しきっていたルルが首を傾げる。

「いえ、変とかじゃなくて……トーマスさまのフルネームを聞いたことがなかったから」

　それに、ウィルソンという名の貴族は社交界で見かけたことがない。

　王都に顔を出さないような辺境伯でもなければ、大層な意地っ張り貴族とも違うようである。彼の甘い相貌であれば他の令嬢が放っておかないだろう。大屋敷の主人となれば、それなりの爵位を口にされても頷けてしまうというものだ。

　──ただ、それだけに彼が盗人のような真似をしていたことが理解できない。

「あ、そういうことですか」

　ぽん、と手を叩くとルルは笑みを作った。

　小さな胸を張り、どうですか、と張り合うようにする彼女は腰に手を当てると口にする。

「ご主人さまは、トーマスさまは、トーマス・ウィルソン侯爵さまです！　シルベール王国国王さまより賜った資財管理の元締め役をお父さまから引き継いで日々尽力される、すごい、とってもすごいお方なんですよっ！」

「……」

　力説する彼女に、リュアンはまばたきしかできなかった。

　侯爵であり、資財管理の元締めとなれば、彼がフローネの地に赴いた理由としては頷ける。

　王の森の管理者は父だ。管理者責任の監督をする上でも、父を、管理者のもとを訪れるのはさして不思議なことではない。

（でも、来訪される通告はなかったし、しかも顔を隠して家に入ってきた理由って？）

　フローネ邸に何をしにきたのか、彼は何も語ってくれなかった。

　昔日の怪盗と同一人物でない以上──同一人物であったとしても、リュアンを浚う理由は何もない。要件を達成できず、別の角度での達成を得るために連れ出されたのだとしたら、それはリュアンに求めるものが少なくともあったということか。

（たぶん……お父さまと修道院の癒着だ）

　ここまでの道程で彼は、噂話と称して父とクリプト修道院に関する話を持ち出した。

　その調査を独自に誰の手も借りず行っていたのだとしたら、あまりにもハイリスクだ。リターンが期待できるとすれば納得できなくないが、自分の手を汚してまで行うものとも思えない。

「……リュアンさま？」

　そこまで考えて、心配そうなルルの顔が覗いた。

「ご気分でも優れないのですか？　お休みになるなら、部屋を出ますけど……」

「あ、ううん。そうじゃないの。ちょっと考え事をしてて」

　とりあえず考えても掴めそうで掴めない答えを追うのは早計だ。

　とっさに笑みを作ると、リュアンは身にまとった給仕服を指先で引っ張った。

「ねえ、脱いでもいい？　この分なら、さっきの服の方がいい気がするの」

「はあ……それでいいのならお着替えしますか？　仕立て屋さんにも連絡がいっているようですし、そしたらすぐにでもドレスがご用意できるでしょうし」

　そこまで言うと、ルルは渋面になって「やっぱり」と続ける。

「でも、せっかく沐浴を済ませたのですから、綺麗なお洋服の方がいいと思います！　給仕服以外にも何かあったような……気もするので探してこようかと思うのですが、いかがでしょうかっ？」

　胸元が苦しくなければ問題はない。

　窮屈でなければこの際、贅沢など言わなくてもいいだろう。

「じゃあ、お願いしてもいい？」

「はいっ、なんなりと！　この館を出られるまでは、ルルはリュアンさまの専属なので！」

　とんっ、と平たい胸を叩いて、なんだか空しそうな顔をするルルは、すぐにリュアンの着替えに取り掛かった。着せるのは面倒でも、脱がすのは簡単だ。引きはがすようにめくり取られると、リュアンはベッドに脱ぎ置いていた衣服に再び袖を通す。

　もとの恰好に戻ると、ルルは一歩下がって腰を折った。

「では、すぐに戻ってきますので、お待ちください！」

「ええ、ありがとう」

「はいっ！」

　元気よく返事を返すルルの背を見送り、リュアンはベッドに腰を下ろした。

　寝室の扉を抜け、居間を出ていった彼女の足音が微かに遠退いていく。

　綺麗に整えられたベッドシーツを撫で、部屋を見渡す。

「広いのね、ここ」

　居間と、寝室の二部屋。

　リュアンに与えられたのは、およそ客をもてなすには十二分なほどに充実していた。

　蒼色のビロードがかけられた天蓋つきのベッドに、天井から床まで張られたガラス窓はレースのカーテンで仕切られ、柔らかな陽光で部屋を満たしている。

　通り過ぎるように抜けた居間でさえ、蒼色に統一されたソファとテーブルが並び、香が焚かれた空間はつい長居してしまいそうなリラックスした雰囲気があった。

「どうしてここまでしてくれるのかな……？」

　脳裏をよぎる昨夜の彼が疑問への答えを囁く。

　口づけの温もりを思い出して、リュアンはため息にベッドへと倒れ込んだ。

「トーマスさま……」

　名前を呼ぶたびに、胸のさざめきが大きくなっている気がする。

　でも彼は、もしかすればリュアンを利用するために誘拐した男だ。父であるフローネ子爵とクリプト修道院の癒着を確かめ、王の森の資材を護るために近づいただけで、好意なんてない。途中の馬車でも、ルルから聞いた彼の素性からでも、十分に理解できたことではないか。

「……」

　蒼色のビロードを垂らす天蓋を見つめ、渋面を作る。

　確定はしていない。でもおおよそ、その通りだ。理解していることを否定するのはおかしい。でも、証拠がなければ疑わなくてはいけない。

「……むぅ」

　ぐるぐるする脳裏の論争に、リュアンはぶーっと唇を鳴らした。子どもみたいだからやめろと散々口うるさく父やアリアに言われた癖が、再発して吐き出された。

「いいじゃない、期待したって！　お父さまはうるさいのよ！　アリアも！　間違っていることを間違っていると言って何が悪いの？　お母さまが亡くなってからみんなおかしいわ！　あんなこと、疑われてイヤならちゃんと──」

　その時だった。

「あんなこと、とはなんだ？」

　寝室の扉が開く音に続き、トーマスの声が聞こえた。

　とっさに上体を起こし、リュアンは扉の方に視線を流す。幻聴ではない。そこに、着替えを済ませたトーマスが立っていた。

　全身黒づくめだった衣装を一新し、白のブラウスと濃紺の脚衣を着用している。洗練されたような姿に見惚れるリュアンは、すぐに衣装のしわを伸ばすようにベッドから立ち上がった。

「ど、どうかされたのですか？　トーマスさまっ？」

「あとで向かうと言った気がしたが。それより、着替えてないのか？」

「あ、それは、えっと……胸元が、その」

　恥ずかしそうに俯くと、トーマスは後ろ手に扉を閉める。

「それは難儀だな。仕立て屋も少し経てば到着するだろう。それまでの辛抱を耐えてくれ」

「ありがとうございます」

「いや、礼など要らない」

「いいえ、何度でもお礼はさせていただきたいです！　だって……こんな、素敵な部屋まで用意していただいていますし、服までも、何から何までお世話になってしまって、本当に恩返しをしなければと思う、ぐらいで……あの」

「ん、なんだ？」

「近くは、ないですか……？」

「そうは思わないが、顔を見るならこの方がいいだろう？」

　ゆっくりと歩いてきた彼は、リュアンの顎を掬ってまっすぐに見つめる。

「リュアン。僕は君に問いたいことがある」

「な、んですか……？」

「話を戻すが、あんなこと、とは何か」

　細められた翡翠の瞳は優しげに笑っているように見えて鋭かった。

　疑われている──そのはずなのに、顔はどうしてか火照ってしまう。

「あ、あの……なんのことだか……」

「逸らすな、視線を。僕の目を見て言ってはくれないか？」

　顎に添えられた指先が頬に置かれ、片手で腰を引かれた。

　羞恥で思わず顔を見返すリュアンに、彼は笑みを深める。

「先ほど癇かん癪しゃくを起こしたように叫んでいただろう？　あんなこと、とはなんだ？」

「それは……っ」

「やはり何か知っているのか？　確証がないならそれでもいい。知っていることがあるなら話してほしい」

「……私は、何も」

「では、あんなこと、とは？　疑われるなら、とは何か説明をしてほしい」

　駄々をこねる子どものように喚き散らしたことを聞かれていただけで顔から火が出るほど恥ずかしいのに、それ以上に問い詰められる状況に冷や汗が頬を垂れていく。

　隠す理由はない。父が不正を働いているというのなら正さなくてはいけないと思っている。確証はなくとも知っているのだ。トーマスが疑う両者の関係が黒に限りなく近いことなど。

「……っ」

　でも、どうしてか口に出せない。彼に伝えてしまってはいけない気がして──それが自分のわがままだと理解しながら、リュアンは黙秘した。

　トーマスが自分に興味がないのは理解している。彼が誘うのも、焚きつけるのも、すべては情報を口にさせるため。子爵の情報を絞り出そうとしているのは明白だろう。

　だから、すべてを言い切ってしまったら以後も構ってくれるのか怖かった。

　囲うという謳い文句を、白紙にして放り出したりはしないだろうか不安だった。

　でもそれは、きっとない。彼を恨んで父に告げ口をする可能性を捨てることはできないだろうから。だとすれば、残された道はおのずと──生唾を呑み、リュアンは彼を見上げていた。

「何を怯えている？　そんなに僕が怖いか？」

　ふるふると頭を振るリュアンは、足が竦んでいるのを自覚した。

「いえ、これは違くて……えっと」

「後ろめたいことを隠しているのなら、早めに吐いてしまった方が楽だぞ？」

「あ……──」

　そう言うと、トーマスに肩を押されていた。

　踏ん張りも利かず、ベッドへと仰向けに倒れるリュアンの視界には、見下すような翡翠の瞳がある。

「父の、フローネ子爵の失態を隠してもいいことはないぞ」

「隠して、なんて……っ」

　金髪を乱し、頭を振るリュアンに覆いかぶさると、トーマスは笑みを閉じる。

「口ではそう言うだろう。君は強情だ。身体に訊いた方が幾分か早い」

「そんな、ん……んんっ!?」

　一瞬の隙に唇を奪われ、リュアンは目を見開いた。

　啄むような浅い口づけに次いで舌で唇を撫でられ、困惑が思考を支配する。

　やがて唇を割って入り込む舌に、リュアンは思わずトーマスの胸を押していた。

「ん、ぁ……はぁ、や……、や、やめてっ！」

　やっとの思いで彼の肩を押し返すと、リュアンは荒い息を吐く。

　唾液で濡れた唇を拭う彼は首を傾げた。

「言わなければ、どうなると思う？」

「どうなるって……」

「正直に言おう。君をここに連れてきたのは憐れん憫びんでも、一時の気まぐれでもない」

　服の上から豊かな乳房を掴まれ、リュアンはくぐもった声を出した。

「君に価値があると感じたからだ」

「……あ、んぅ、っ！」

　漏れる声を手の甲で押さえ、リュアンは翡翠の瞳を睨む。

「私は、何も……ぃ、ん」

「知らないわけじゃないだろう？　ああ、それは僕が知っている。修道院と子爵の癒着を知っているだろう？　リュアン、証言さえ取れればいい。何か言ってくれないか」

　聡明な彼のことだ、気づいていないはずがなかった。

　疑うような視線は馬車でも感じていた。鎌をかけるように噂話を口にし、リュアンがいずれボロを出す時を探っていたに違いない。

　でも今は、そんなことはどうでもよかった。

（トーマスさま……まるで、豹変したように……っ）

　何かにとりつかれたようにリュアンの身体を探る彼は異様にすら思えた。

　着直したばかりの上衣を剥がれ、まろび出る乳房を乱暴に揉みしだかれる。溢れる声は抑えきれず、抵抗しようにも触れられるたびに甘い痺れが全身を支配する。

「……あっ、ぅ！」

「いい声をしている。夜毎聞いてみたいものだな」

　乳輪を撫でるように指先で掻かれると、むず痒くなって腰が跳ねた。

　そのたびにふるりと揺れる双丘が、トーマスを誘うように汗で濡れる。拭き取るように指の腹で撫でられると、リュアンは気の抜けたような声を漏らしていた。

　訳が分からずトーマスを仰ぎ見ると、彼は優しく笑みを飾り、乳房に口づけた。

「んっ、ぉ──あぁ、ぁっ！」

　全身を雷が貫いたような衝撃に、リュアンは肺の中の空気をすべて吐き出した。

　口に含まれた桜色の頂きが、ぴんと張り詰めたように固くなる。すると、舌で囲うように舐られ、吸い上げられ──リュアンは思わずシーツを掴み、足の爪先は突っ張ってしまう。

（何……これ……？）

　片乳は大きな手に捏ねられ、もう片方は舌で遊ばれ、しゃぶり尽くされていく。

　知らない感覚に支配されるほど感度が上がって思考が乱れる。

　力が抜けた身体は自分のものでないようだった。

「ぃ……やぁ、ぁんっ！」

　夢中になってむしゃぶりつく彼は止まらない。

　乳房を舐るのに飽きたのか、唇を求めるトーマスに口腔を犯されていく。充血した頂きを蹂躙した悪魔のような彼の舌先が歯ぐきの裏を撫で、唾液を啜られる。

　ベッドシーツを掴んでいた手が不安になって無意識にトーマスの首に回されると、彼はさらに激しく唇を吸い立てた。

　変わらぬ乳房への愛撫は時折、乳首を指で捏ね、歓喜にも似た声が溢れてしまう。

「胸でこれだと、下はどれほどだろうか」

　必死に声を抑えるリュアンから唇を離すと、口づけは白い首筋へと伝っていく。

　胸を探っていた腕は腹を撫でるように下腹部へと至り、下衣と上気した肌の隙間に、その指先は潜り込んでいった。

「な、に……ん、んぁ！」

　繁みを探るようにする太い指にくすぐったさを覚えながらも、奥に隠れた秘唇に到達すると、濡れそぼつ口端から唾液が流れた。

「もったいないな」

「んむっ、ぐ……あ、ぁふ」

　溢れた唾液を掬うように舌を這わされ、顎から唇までを撫でられるリュアンは、再び唇を食むトーマスの舌と交わう。

　乳房を撫でる甘い刺激と、秘唇を探る痺れるような強い刺激に身体の自由はなかった。

　彼を見つめるアザレアの瞳は蕩け、口から漏れる吐息は熱い。息継ぎに唇を離したトーマスを求めるように、リュアンはなぜか顎を上げていた。

　彼に口づけされ、舌を絡めるほどに下腹部がきゅんと疼く。秘唇を撫でられ、皮を被った秘核を摘ままれでもすれば、快楽に堕ちてしまいそうになる。

「ぁ……もう、やぁ……ぁっ！」

「イヤだと言うわりには楽しんでいるじゃないか」

「ち、が……ぅんっ、あぁっ」

　愛おしそうに繁みを撫でられ、腿をすり寄せるリュアンにトーマスは笑みを滲ませる。

（なんで……笑っているの……？）

　彼は楽しんでいる。

　背筋を震わせる快楽の波に呑まれようとするリュアンを見て、微笑んでいる。

　陰湿だ。イヤな人だ。手心で与える快楽を押さえ、もどかしく悶えるリュアンを見て、楽しんでいる。

　だったら、もっと触ってほしかった。

　もっと乱れさせてほしかった。

　ふしだらな考えが湧いてくる自分に羞恥に染まる。が、生娘のように顔を覆うこともできず、リュアンは貪られるようにただ舌を絡めた。

「そろそろ話してもいいんじゃないか？　父のこと、隠していることを」

「知らないです……っ、そんな、こと……！」

　離した唇の間に橋を渡すように糸を引く唾液に吐息をかけながら、リュアンは首を振る。

　もうこれは意地ではない。

　彼に愛撫され、嬉しくなっているのだ。体温の上昇と共に高鳴る胸が、彼に反応している。勘違いでもいい。彼に愛されることだけを求めて、首を振ってしまったかもしれない。でも、それでよかった。些細なことだ。彼に愛されるためなら、黙秘ぐらいどこまででもしてみせる──

「ならば、仕方ないな──」

　スカートを腰からずり落とそうと、トーマスが片手をかけたその時だった。

　遠くの方で微かに聞こえた扉をノックする音に、手を止め、彼は顔を上げる。

　熱に犯され、吐息するリュアンを振り返る彼はどこか正気が戻ったように小さく息をついた。

「……すまなかったな」

　さっき脱がした上衣を手に取ってリュアンの胸元に乗せると、トーマスはベッドから降りた。

「トーマス……さま？」

「またにしよう。すまなかった」

　彼は二度に渡って謝罪の言葉を吐くと自身の着乱れをチェックし、背を向ける。

　一体、どうしてしまったというのだろうか。

　扉がノックされたからって──そこまで考え、リュアンは自分がよくわからない思考に至っていることに気づく。知らないうちに快楽に支配されていた。継続的に与えられる快感さえなければ、理性は戻るのだろう。

　被せられた上衣で胸元を隠しながら上体を起こすと、彼はすでに扉を出ていった後だった。

　ノックの相手は誰だったのだろう。ルルなら名乗ってくれるだろうが、いや、しかしあれほど乱れた声が外まで聞こえていたとなれば……。

（……恥ずかしいわ）

　悶々とする頬の火照りに、抱えた上衣を抱きしめて項垂れる。

　そうして気づくのは、スカートに隠された繁みの違和感だった。

「……冷たい」

　いつの間にか、お漏らしをしたように股の間が濡れていた。

　尿意などはなかった。そういう、漏らしてしまったというのとは違う。月のものではないし──と思いつつ、探った指先についた自分の粘液に、リュアンは頬を染める。

　そしてゆっくりと冷静になる頭に、ルルが帰ってくることを思い出し、急いで服を整えた。どうにか元通りにはした自分を姿見に映して、汗で張りついた前髪を浮かす。

　すべて完璧に元に戻したリュアンは、帰ってこないルルに寝室の扉を一瞥し、また天蓋に視線を移すようにして今まで仰向けに倒れていたベッドに横になった。

「なんで……さっき、言わなかったんだろう」

　不正は正すべきだ。トーマスへと告げ、すぐに処罰されねば、正義は守られない。

　父がどれだけ尽力してきたとしても、一度の間違いは大きな汚点に変わりない。尊敬はしていても、黙秘してでも見逃すような罪ではない。

　だから、本当は口にすべきだった。

　尋問のように快楽を教え込まれるよりも前に。

「……」

　トーマスが出ていった寝室の扉を見つめる。

　ここに来た後悔はしていない。彼に出会えたことはむしろ僥倖であり、神の思召しだとも思っている。

「でも……」

　揺れ動く想いは遠い昔日の恩人が起点となって、リュアンを揺さぶる。

　初恋の怪盗さまが、優しく笑いかける彼の姿がトーマスと重なっては離れ、リュアンを惑わす。

　別人だと理解してしまったからこそ、彼への羨望と、トーマスへの好意が水と油のように反発し合って心を迷わせている。

「……私、どうすれば」

　ベッドの上で身体を丸めるリュアンは、未だに燻り続ける秘唇の熱にため息を吐いた。

　黙秘を続けるわけにはいかない。でもきっと、あんな拷問をされてしまえば嘘を重ねてしまう。知らないと、知らないから犯してと。悪魔のような囁きが、リュアンを満たしてしまう。

　これは、恋なのか。いや、違う。

　自分の知る恋愛とは離れた肉欲の性にリュアンは懊おう悩のうしながら、トーマスを想う。

　この気持ちは一体、何なのか。

「リュアンさまー！　ルルです、お待たせしましたっ……って、あれ？」

　軽快なノックと共に寝室に入るルルは、数着の服を胸に抱えながら首を傾げた。

　果てのない問題に、リュアンはいつの間にか眠りに落ちていた。





　　　　　◇◇◇






「……マットか」

　リュアンの部屋を出ると、そこにはトーマスと同色の髪をした青年が立っていた。

　マット・ウィルソン。トーマスの弟だった。

　疲れ切ったような顔でブラウスの胸元を開ける彼は、兄と色違いの蒼色の瞳を細め、閉まりかけた扉の隙間を覗くように首をもたげる。

「あれは？」

「あれとは？」

「わかっているんだろう、兄さん。あれは、誰だって聞いてるんだ」

　白々しく返すと突っかかるように言うマットに、トーマスは肩をすくめた。

「感情的になるな。ただの女だ。頑なに情報を吐いてくれないが、宝箱には違いない」

「何を言って……」

　言いかけた文句を伏せると、マットは眉間にしわを作る。

「名前は」

「名前など教えてどうする」

「だから……っ」

　胸倉を掴みかかろうとする短気屋の拳に、トーマスは片手を当てた。

　これで代わりを務めてこられたのだとしたら、マットは大概に猫かぶりなのだろう。資材視察など、しらみを潰すような細かな作業の繰り返しだというのによく耐えられたものだ。

　苦笑すると、報奨の代わりとばかりに口を開く。

「リュアン。リュアン・フローネだ」

「……フローネだって？」

「ああ、フローネだ。子爵の娘だ。彼女は何かを知っている」

「だからってどうして連れてきたんだよ？　兄さん、俺たちの復讐相手の娘だぞ、なんで……！」

　騒ぎ立てようとするマットの眼前に人差し指を立て、トーマスはしーっと口にする。

「子爵と修道院の関係を掴んでいるらしいが、口を割らない。気長にやろう。新たなヒントも得たしな」

「だからって……──ッ!?」

「いい加減、大人になれ。マット」

　一度目の忠告すら聞けない愚弟を壁に押しつける。

　そのわがままな口を腕で押さえ、トーマスは翡翠の瞳を細めた。

「父の死に彼女が関係しているなら、殺せばいい。そうでないなら、生かすべきだ。人質に使えるだろう」

「人質にしても何も変わらない。要求するようなものは何もない」

　無理やりに腕を剥がして反論するマットは、噛みつくように小声で怒鳴った。

「殺すべきだ。家族を失う悲しみを味わわせればいいんだ」

「同じ穴の貉むじなになりたいか？　復讐に囚われ過ぎだぞ、マット。同格に成り下がるな」

「……っ」

　鼻を鳴らして視線を切る弟に、トーマスは嘆息して解放する。

「それより、招待状の用意はできたのか？」

　ブラウスのしわを払うマットは渋面に頷く。

「ああ、できたよ。でも今度は前より危険すぎる。支援者を届けられない、向こうの庭だ」

「理解しているさ、それぐらい」

　背を向けるトーマスは、口端を引くように笑みを作った。

「冒さなければ見えないものもあるからな」






　三話　昔日との決別






　いつの頃からか、台所に立つのが習慣になっていた。

　仮面の人。黒づくめの人。怪盗さま。

　返礼の品としてはあまり似つかわしくないけれど、リュアンにはこれぐらいしか用意できなかった。

　自分を捧げるのはおこがましい行為なのは知っている。彼にも選ぶ権利はある。

　だったら、食べてなくなるぐらいがちょうどいいのではないか。

　彼への返礼品は、いつからか得意のお菓子と決めていた。

「今日も精が出ますね、お嬢さま」

　傍に寄ってくる見慣れたメイドの姿に、リュアンは生地を捏ねる手を止めた。

「あら、アリア。……なぁに？　またつまみ食い？」

「なっ……なんで私がそんな食いしん坊なイメージなんですか！」

「だっていっつもおいしそうに食べてくれるから。そうなのかなって思って。ごめんね」

　茶目っ気を含めて謝ると、台所に詰めていたメイドが一斉に笑った。

　中心に立つアリアは、むっとしたように口を噤むと頬をほんのりと染める。

「……なんだか貶されている気がします」

「大丈夫、大丈夫だから！　アリアにはいつも感謝してるの。美味しく作ったって、ちゃんと『美味しい、美味しい』って食べてくれる人がいないと改良のし甲斐がないから、いてくれて助かってるわ。これでもね」

「アリアはお嬢さま一筋だからねぇ。そりゃ、ベタ褒め役にはぴったりだ」

「それじゃあ困るんだってば。ちゃんと評価してもらわないと怪盗さまにがっかりされちゃうじゃない」

　リュアンがむくれたように頬を膨らませる。

　美味しいお菓子をプレゼントできなければ、命の恩人への返礼とならない。

　自分で決めたとはいえ、お菓子というだけでお礼としては足りていない気がするのに、不味かったら恩を仇で返すようなものだ。

「だから、ちゃんと今まで食べたものの中から一番に美味しいか評価してね、アリア」

　彼女の手を両手で握って、リュアンは念を押すようにお願いする。

「お、こりゃあ身内びいきできなくなったな、アリア」

「でもこれ、絶対に一番にしちゃう展開かもしれないよ、ほら」

「もう、茶化さないで」

　周りで見ていたメイドや他の使用人まで混ざって二人の友情に笑みを交わす周囲に、リュアンは肩をすくめた。娯楽の少ない世の中だ、彼らには菓子作りで育まれる友情を茶化すぐらいしか楽しみがないのだろう。

　それでも真面目に聞いてくれるアリアは、ありありと瞳を輝かせて手を握り返してくれる。

「はいっ！　ちゃんと、お嬢さまのお菓子が一番になるように評価します！」

「だ、だから違うってば……！」

「お嬢さまに手を握られて舞い上がってるわ、あれ……」

　最後に加わったメイド長が呆れたように言いながら、ため息を吐いていた。

　こうして締めに彼女が訪れれば、もういいか、と見飽きたようにギャラリーは各々自分の仕事に散っていく。

　ようやく衆目から逃れたリュアンは、アリアの手を離して生地作りに戻った。

「待っててね、アリア。お手伝いをしていていいけれど、できたら戻ってくること」

　竈かまどの準備もしなくちゃと思い出し、火起こしの準備に追われるリュアンの後ろで、「わかりました！」とメイド長らと昼食の手伝いをアリアはこなしていく。

　火起こしは完璧。生地も、型取りもと済ませて焼きに入ると、台所には甘い香りが漂った。シルベールではあまり出回らない砂糖だが、旅商人が隣国から仕入れてきてくれる。少し値は張るけれど、怪盗さまのため、出金を惜しんでは腕は上がらない。

「ほら、できたよ、アリア」

　できたてのお菓子を皿に並べ、仕事を終えて待機していたアリアに差し出す。

　今日はクッキーだった。

　きつね色に焼けた一口大のクッキーからは芳醇なバターの香りがする。割ればほろっと崩れ、湯気を立たせるそれを一つ摘まむと、アリアは愛おしげに見つめながら口に放る。

　もぐもぐ、と動かす頬はリスのようでかわいかった。

「……美味しいです、美味しいですよっ、お嬢さま」

「本当に？　よかった……じゃあ、これも出せるかな」

　笑顔を輝かせるアリアに答えると、台所に常備するメモ帳に記していく。

　これで一体いくつくらいになっただろうか。一度に出せるのは限度があるから、数日かけてお礼をしなくてはいけない。

「一体いくつ出す予定なのですか？　その、怪盗さまに」

　クッキーを頬張りながら手元を覗き見てくるアリアに、リュアンは小首を傾げる。

「出せるだけかなって思ってるけど……。命の恩人だから、数日かけたおもてなしは逆に迷惑だったりするのかな？」

「どうでしょうか……人によるかもしれませんが」

「アリアは嬉しい？」

「それはもちろん！　お嬢さまが作ってくださるものを拒むとかおかしいです！」

「じゃあ、いいよね」

　ふふ、と微笑むリュアンはふと思い出したように皿に並べたクッキーを見た。その中からひったくるようにメイド長が一枚取ると、リュアンは慌てて別皿を用意して取り分けた。

「残りはお父さまのね？　ほら、男性の意見も必要だし！」

　怪盗さまは男性だ。アリアの舌を信じていないわけじゃないが、男性の意見も重視したい。

　水場仕事に駆り出されていた執事や他男性陣がその一言に落胆したような顔をしたが、しかしすでにリュアンの姿は台所にない。

　怪盗さまのことを考えている時は、他のことが目に入らなくなるのは彼女の悪い癖だった。




　頭に巻いた布を取り、一つに結った金の長髪を振り乱す。

「おっとっと……」

　落ちそうになったクッキーを片手に支え、リュアンは小走りに父を探し回る。

　いつもひたなぼっこしている庭、時たま昼寝している応接室、寝室に、リビング……なぜかいない父に、不思議に思いながら、その歩みを止めずに視線を巡らせる。

「もしかして……お仕事中なのかしら」

　王の森の管理者という重要な仕事はあるけれど、他にも領主として目を通すべき書類とか、執政は数多い。小さくとも賑やかな街の発展は父の尽力の結果。目に見える功績があるからこそ、リュアンは父を尊敬し、大好きだった。

　書斎に向かう廊下に差し掛かり、リュアンは溜め込んだ息を吐いた。

（お仕事の休憩に食べてもらえればいいよね。感想はまた後でもいいし）

　よし、と邪魔にならないように計画を立てると、リュアンは角を曲がった。

　その時だった。

「……誰？」

　書斎に入っていく人影があったのだ。

　裾の長い白の胴着に、同色の脚衣。全身真っ白の装束を着ている民は領地に少ない。というより、あの独特な衣装には覚えがあった。

「修道院の人？　でも、なんで……」

　クリプト修道院──フローネ邸の西方に位置する、白壁の建物である。

　内部で修練を積む修道士たちの異様な雰囲気に、教会側の人間が少し苦手になったリュアンからすると、家に入ってくるのもあまりよくは思えないのだけれど。

「お父さまに何の用……？」

　足はなぜか前に向き、書斎へと歩き出していた。

　聞き耳を立てるようなことはしたくない。悪徳に手を染めるようなことは数年前に亡くなった母が許さなかったことだ。

　それでも、聞かずにはいられない。何かと気味の悪い修道院が関わっているとするならなおさら。

「……お母さま、お許しください」

　願うように両手を合わせると、リュアンは父の書斎の前に立つ。

　締めきった扉からは物音すら聞こえにくい気がするが──そっと扉に耳をつける。

　聞こえてきたのは、父ではない声だった。

「──今日の取り分です。お受け取りくださいますよう」

「あ、ああ……」

　ためらいがちな父の声が続き、修道士だろう誰かから何かを受け取る。

　金銭だろうか。じゃり、という金属みたいな擦れた音がした。

「やはり彼の獣肉はよい。資金稼ぎにも、修道士の活力にも」

「だが、あまり狩りすぎては……」

「理解している。そのための協定だろう」

　獣肉、狩り、協定……彼らが話している内容は、大体予想がついた。

　肉食を極力禁じている修道士が肉を口にしていることも大事だったが、それがもし、予想通りなら厄介なことになる。

　ましてや、尊敬していた父親に裏切られることになりかねない。

（お父さまは一体……）

　非道な取引をする二人にリュアンは怖くなり、クッキーを諦めてその場を離れた。




「どうした、リュアン。眠れないのか？」

　その夜、リュアンは父の書斎を訪ねていた。

　昔はよく眠れないとここに駆けこんでいた。一緒に絵本を読みながら、いつの間にかソファで寝ていて、朝を迎えることもあった。

「小さい頃の話です、それは。それより……」

「それより？」

　昼間のことを思い出し、リュアンは言い渋る。

　でも、口にしなければいけない。父に不正を行ってほしくない思いの方が断然強い。

　拳を握って、笑みを精いっぱい作った。

「昼間、訪ねてきた修道士の方とは……一体、何を話されていたのですか？」

「……見ていたのか？」

「お父さまを探していたら、偶然見かけてしまったのです」

　驚くように目を見開く父に、リュアンは少しだけ悲しくなった。

　修道士とは密会のつもりだったのだろう。裏を返せば、誰かに──手のかかっていないリュアンや使用人に気付かれては困ることだったということだ。

「修道院と何を取引……しているのですか」

「ま、まさか、盗み聞きなどしていないだろうな！」

「い、いえ。偶然です……偶然、聞いてしまっただけで」

　デスクから立ち上がる父に、リュアンは震える足をつねった。

　温厚だった父が、一度も怒ったところを見たことがない父が、自分に対して怒鳴った。その事実が衝撃的でリュアンは一瞬、声が詰まりそうになってしまった。

　それでも、言わなくてはいけない。

　昼の間、ずっと考えていたことを披露せねばならない。

　胸のつっかえを取りたいからではなく、悪に染まった事実を否定してもらいたいから。

「お父さま。聞いてしまってから私、一生懸命考えたのです。考えて、イヤな想像しかできなかったのです。ねえ、お父さま。私が言うことを否定してください。否定しなければ、私はお父さまを咎めないといけません」

　必死に訴え、リュアンは震える声を奮い立たせる。

「王獣の密猟に、お父さまは手を貸したりしていないですよね？」

「…………」

　その問いは、長い沈黙を要した。父が答えるのを必死で待った。

　母が愛し、領民が讃えた父を、リュアンは信じて待った。

「……ああ」

「お父さま……！」

　しばらくして父は渋面になって口にすると、ため息を吐く。

「そんな事実はない。なんだ、何が言いたいのだリュアン。数日後にはトバリス伯の息子との顔合わせだというのに、それがイヤで父を咎めるのか。いい加減にしないか！」

「違います！　そんなこと……！」

「ええい、何が違うか。こうまで父を咎め、何がしたい。今でも昔の恩人に菓子など……お前は、目の前の婿だけを見ていればいいというのに……！」

　苛立たしげに拳を握る父は、肩を怒らせて首を振る。

「お前には幸せになってほしいんだ。なってもらうために……」

「なってもらいたいからと婚姻をするのは横暴です。密猟に手を貸すのもバカげた理由です。私はそんなこと、一度も頼んだ覚えなんて……！」

「うるさい！」

　デスクを叩く父に、リュアンは言葉を失った。

　大きくため息をついて、父は声を上げる。

「誰か来い！　リュアンを部屋に閉じ込めておけ！」

「なんで！　お父さま!?　私、何も悪いことなんて！」

「してないと言うのなら、その口が災いだ。一度その頭を冷やしてこい。目の前に迫る結婚という現実を受け入れて、幸せになるんだ」

「幸せ幸せって……お父さまは私の意見を一度も聞いてくれたことなんて──ッ！」

　バチン、と破裂音が書斎に響いた。

　慌てたように扉が開き、息を引くような声が背後からした。

　頬を押さえるリュアンは、入ってきた誰かに振り返る。アリアだった。剥製のように固まった彼女は、リュアンと父とを交互に見て理解が及ばないようだった。

「何を……」

　口にできたのはそれぐらいだ。

　リュアンに抱き着かれ、そのまま崩れるように胸で涙を流す彼女に、アリアは何も言うことができなかった。

「……もういい。リュアンを部屋に閉じ込めろ。トバリス伯が来るまでな」

「それは」

「言うな。お前の意見が通る場でないことをわきまえろ、アリア」

　何も言えず、アリアはリュアンを抱き留める。

　もう彼は何を言っても無駄だ。感情的になったところで、勝敗は決していた。

「お嬢さま……？」

　書斎を出る間際、リュアンは立ち止まった。

　扉に背を向けるようにして壁を見つめる父は、何を考えているか想像もしたくなかった。結婚を押しつけ、人の話を聞かない父親に、何を義理立てて言葉を選ぼうか。

「……っ」

　充血したアザレアの瞳を閉じると、リュアンは書斎の扉を閉めた。
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　あれから数週間が経っていた。

　昼の陽気は心地よく、静穏な部屋を満たす柔らかなお香が心を癒してくれる。

　リュアン捜索の手は未だウィルソン領へと届いていなかった。届いていても白を切っているのかもしれない。黒仮面をつけた黒装束の男としか特徴のない彼を、どう捕まえようというのか。

　途中、何度も乗り継いだ馬車の主人が告白すれば足は着いてしまうかもしれないが、トーマスは金を握らせていた。相当な圧力がかからない限りには、彼らも口を割ることはないだろうし、そもそもそこまで辿り着けるとも限らないだろう。

「リュアンさま、お茶のお時間ですよ」

「ああ、ご苦労」

　ワゴンを引いたルルが部屋を訪れると、代わりに片手に手帳を開くトーマスが答えた。

　ソファに背を預け、リュアンのじとっとした視線を受けても物怖じせず、熱心に読み込むそれは、背表紙が古く剥がれかけていた。

　興味本位に背面から覗こうとすると身をよじられ、手を伸ばせば睨まれる。

　余計に好奇心は刺激されて、負けず嫌いな精神が拍車をかけてトーマスに挑むが、そのどれもが失敗に終わった。

　そもそも、彼がなぜここにいるのか疑問を浮かべるべきだが、一週間も経てば考えるだけ無駄なのかもしれないと半ば諦めてしまった。いいのだろうか。ふと寄せる真っ当な自問に、我に返ったようにリュアンは眉根を寄せる。

「……あの、どうしてここにいらっしゃるんですか？」

「どうして僕がここにいてはいけないとなった？」

「え、まあ……どうしてって」

　他人の部屋だからに決まっているだろう。

　とはいえ、この邸宅は彼自身のもの。リュアンが与えられた部屋はその一部に過ぎないのだから、彼がここにいてもなんら問題はないのかもしれないが。

「でも、プライベートとか！」

「独りでないとできないことでもあるのか？」

「着替えとか……そりゃあ、一人になりたい時もありますし……」

「ならその時々に僕を追い出せばいいだろう。できないことではあるまい」

「それは……そうですけど」

　手帳から顔を上げるトーマスに、リュアンは口ごもる。

　部屋を貸し与えられ、ドレスを渡され、食事まで提供してくれる。彼に養われているような状態で、さも自分勝手な行動をとれるかといえば、否と答えるしかなかった。

　プライドはなくとも、子爵令嬢の身はある程度の礼式をわきまえるようにできている。表向きには誘拐された身でも、自分から家出した自覚があるリュアンからすれば、何かしらの恩返しは必要だった。傍聞きしながら、お茶の準備を進めるルルはお菓子と紅茶のセットを対面に二つテーブルに用意して、腰を折った。

「できました！　少しお休みされたらどうでしょうか？」

「ご苦労。もう下がっていいぞ」

「トーマスさまっ」

　皿に盛られたクッキーに早速手をつけるトーマスに、リュアンは声を上げた。

　その姿に、ふふ、と笑うルルは勧めるように湯気を立てる紅茶に手を差し伸べる。

「リュアンさまも、いかがです？」

「……ルルは慣れすぎじゃないかと思うわ」

「慣れたのではなく、ご主人さまはいつも通りですし」

　そのいつも通りがダメだと言っているのに。

　ささっと誘うルルに、リュアンはやるせなくなってソファに腰を下ろした。

　この場に味方はいない。ルルはトーマスの側だ。雇われている以上、全面的に主人の味方以外できない彼女は、どれだけ仲良くなってもこちら側に来ることはない。

　紅玉に輝く水面から湧き立つ香りに心を静め、リュアンは紅茶のカップに口をつけた。

「いい香りね。昨日と違う？」

「よく気がつきましたね？　そうなんです！　毎日飲むものですから、少しずつブレンドを変えて提供した方が飽きないかなと思いましてっ」

「へえ、ルルは人のことが考えられるのね。美味しいわ、明日も楽しみにしてる」

「えへへ、頑張ります！」

　満面の笑みになる彼女に笑みを返しながら、リュアンは対面を横目に見た。

　皮肉を込めた一言も、しかし優雅に紅茶を啜る彼には届かなかったようで、無関心とばかりにまた手帳を眺めている。

　何が書かれているのかは知らないが、そんなにも読み返すようなものなのだろうか。

（気にしても……見せてもらえないし、いっか）

　興味を持つだけ無駄な労力になる。なら、別のことに意識を向けた方がいい。

　とはいえ、別のものとなると、それこそ頭に浮かばず──ふと、寝室の扉に目を向けて、彼に襲われたあの日のことを思い出す。

　抑えても溢れる嬌声に、半裸になって乱れたリュアンはあの日、確かに彼を求めていて。

　申し訳なさそうに部屋を出ていった彼の背をずっと追っていたことを考えると、どうしても頬が熱くなる。

　彼を求めているわけじゃないと思っても、秘められた淫らな自分が解き放たれたのだ──おのずと彼を意識してしまうのは、種の本能とでもいうのだろうか。

「……どうした？　熱心に見つめて」

「い、いえっ、なんでも」

「これは見せないぞ」

「そういうわけじゃありませんし、なんでもありませんっ！」

　手帳を隠すように閉じるトーマスに、リュアンはむっとしてそっぽを向く。ルルの苦笑を傍らに、やっぱりないとリュアンは思い直す。

　あれから一度も手を出されていない。衝動的なものだったにせよ、父の癒着を知っている風を匂わせたリュアンの失態にせよ、あそこまで触れておいてなかったことになんてできない。

（それに私を囲うって言ってたし、責任ぐらいは取ってくれてもいいと思うけど）

　むっとしたまま、リュアンは横目にトーマスを見る。「おかわりどうですか？」と朗らかに尋ねるルルに無言でカップを渡す彼は、やはり気に食わなくて──ざわめく胸に眉間のしわが増えていく。

　すると、カップを手に取ったトーマスは何かを思い出したように視線をリュアンに向けた。

「そうだ、リュアン。話は変わるが、ダンスは得意か」

「え……あ、ダ、ダンス？」

　突然話を向けられ慌てて答えると、彼は頷く。

「今度、仮面舞踏会があってな。忍んで行われるにしては招待状を寄越す不思議なその舞踏会に参加しようと思ったわけだが」

　肩を竦めるトーマスは、自嘲気味に笑う。

「あいにく、僕はダンスが得意じゃない。それを誤魔化せるぐらいに君が上手ければ、ぜひ連れて行きたいと思ってね」

「なんですか、それ……来てほしいなら、ちゃんと誘ってください。不服です」

「それほどダンスが得意なのか？　なら頼もしいな。決定だ」

「いや、ちょっ……話聞いてました!?」

　一瞬だけ笑みを向けて席を立つトーマスに、リュアンは追うように腰を上げる。

　得意か不得意かで言えば、得意の部類に入るだろうが、行くとは一言も──

「どうした？　ここで実技を行うにはいささか狭いぞ？」

　追いつこうと袖口を掴もうとした瞬間、リュアンは振り返ったトーマスに顎を掬われていた。

　アザレアの瞳を覗き見るようにする彼になぜだか心臓が高鳴ってしまう。

　はっとして視線を外したリュアンは、彼の胸を押して距離を取った。

「やめてください。私、行くなんて言ってない」

「怖気づいたのか？」

「そんなことは一言も言ってないでしょう？」

「だったら行くしかあるまい」

「だから、行くなんて──」

　再び顎を掬い寄せられ、リュアンは言葉を失った。

「いいか、リュアン。選択せずに悩めば人は停滞する。進化の方法は模索できようと、他からは一歩遅れるのだ。僕が言いたいことがわかるか？　それはな」

「い、いいですっ、わかりましたから！」

　彼の手を振り払い、リュアンは睨み上げる。

　頬の熱を感じながらも、認めたくない情動に突き動かされて反発するのは子どものようだった。まだまだ世間を知らない自分からしたら、トーマスは世相を知り尽くしている大人だ。勝ち目のない戦いに挑んで泣きじゃくるぐらいなら、彼の言うことを聞いていた方がまだ失敗する可能性は少ない。

　選択は二つに一つ。停滞か、飛翔か。

　翼を与えた彼は、また面倒な設問を押しつけてくる。

　でも、答えは決まっていた。決めさせられていた。

　流されていると思っても、言葉は止められない。

「行きます、行きますからそれでいいでしょう」

「ああ、それでいい」

　リュアンが言い切ると、どこか意味ありげにトーマスは笑みを浮かべた。
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「あっ……や、待っ」

　夕刻を過ぎ、半月が雲に隠れた夜。

　必死すぎて笑顔すらできない顔に羽飾りつきの仮面を被せたリュアンは踊っていた。否、踊らされていた。

　豪奢なシャンデリアが見下すホール端に用意された舞台でメロディを奏でる楽団に合わせ、ダンスと思しき動きをする。特注の蒼薔薇のドレスはターンと同時に広がり、大輪の花を咲かせた。

　リュアンの手を取るトーマスは、ため息を吐く。

「あの威勢はどこにいったのやら」

「苦手な曲があるんです！　もっとゆっくりな曲調が私は得意で……！」

　口を動かせば舌を噛みそうで、リュアンは足先に集中する。

　余裕が出た瞬間に視線を流せば、ぎこちない自分のダンスとは違う周遊する他のカップルに少しだけ胸が痛くなる。でも、できないわけじゃない。リズムが取りにくいだけで。

　それでも嘲弄の声がないのは、トーマスのリードが上手いからだろう。

　陽気でありながら少し冷ややかな調子は、ステップを踏むヒール音に合わせて変わっていく。アドリブだろう。その場に合わせて曲調を変化させ、複雑なリズムに手を伸ばす。

　するとトーマスまでステップを変えるものだから、リュアンは慌てて、しかし冷静に、踏み外さないように爪先で踏ん張った。

「華麗に踊ってみせねば、余計に目立つだろうに」

　再び仮面をつけ、白色のタキシードに身を染めるトーマスは、薄笑を口元に浮かべる。

「美しいドレスも、それに似合いの外見はしていても、ダンスがこれではな」

「だって……っ」

「言い訳はいい。集中してくれ」

　立ち止まって文句を言ってやろうかとも思ったが、しかしここは舞台上。

　私情で動いていいような場所ではない。ましてや、そうして動いて注目を浴びては無事に帰れるかどうかも怪しい。

　ここは、仮面舞踏会。

　リュアンたちがいるのは、ある貴族が主催する秘密裏の舞踏会だ。

　今宵は素性を隠して、ただ踊り狂おう。

　今宵は本性を晒して、ただ貪ろう。

　今宵は理性を廃して、欲望のまま。

　いくら廃れようと華美に振る舞うことを忘れられない彼らが、身分を隠して踊り狂う夜の館。

　誰もが一時の享楽に身を委ね、音楽に沿って踊る。談笑する。庭に脱け出し、睦み合う──

　一体、誰がそれを制しよう。

　一体、誰が咎められよう。

　夫婦であれ、カップルであれ、この場に現れたのは身分も何も関係ない、ただ一人の人間のみ。彼らが自ら望むのであれば、不貞行為も白になる。それが正しき一夜の遊び。

（あれ……？）

　と、視線を感じてリュアンは周囲に気を配った。

　周囲は曲に合わせて踊るカップルと、それを囲うように置かれた丸テーブルの周囲で談笑する観客のみ。彼らも同様に仮面をつけ、異様な雰囲気を醸し出していた。

　誰もかれもが目元を隠せば、視線は追いかけられない。誰が何を見ているかなど、遠目に確認できるものではなかった。おかしな点がなければきっと観賞する誰かの視線だろう、とそういうことにして、リュアンは納得する。

「どうかしたか？」

「いえ……なんでも」

　訝しむように仮面の奥で翡翠の瞳が細められる。

　余計な心配をさせても悪かろう。彼には彼の役目がある。それを支えるでもないが、目立たないように役目に沿って夜会を終わらせるだけだ。

　徐々に刻むアップテンポの曲に合わせて増えるステップに苦戦しつつ、リュアンは笑みを浮かべる。それぐらいの余裕はとりあえず出てきた。

「慣れてきたみたいだな？　さすがに得意なだけある」

「まあ、そうでもないですけど──」

　ふふん、と鼻高に言うと、視界がぐらっと揺れた。

「……っ」

　躓いてよろけそうになったところで、トーマスに腕を引かれた。そして、次の一歩を引いて腰を密着させる。なんとか体勢を立て直すと、彼の胸に潰れる双丘が窮屈そうに歪んだ。

「集中を欠くな」

「……ごめんなさい」

「謝らなくていい。ただ君は上手にダンスを踊ってくれさえすればいいんだ」

　天井を仰いだ視界は、再び前を向いている。

　さっきと違う点を挙げるとすれば、少し足首が痛いところだろうか。高いヒールは捻りやすい。気を抜けばすぐに足首を痛めて、ダンスどころではなくなってしまう。

　彼の注文は至極簡単だったはずなのに、このままではただの厄介者だ。

（邪魔にならないように……しないと）

　舞踏会に連れてこられたのは何もダンスが得意だと主張したからではない。

　彼が、フローネ邸に侵入したのと同じような理由で──この舞踏会に何かあるのだと行きの馬車内で口にしていた。

　主催する貴族が彼の言うところの問題点なのだろうか。詳しくはわからなくとも、トーマスの言う通り、ただダンスを上手く踊る以外には何も考えなくていいのだろう。

「どうした？　捻ったか？」

「そういうことでは……大丈夫です。まだ踊れます」

「あまり無理はしないようにな。少し緩めるか」

「大丈夫です。私はまだ」

「また躓かれても困る」

　腰を抱き寄せて囁くトーマスは、笑みを浮かべて前を見た。

　仮面に隠された彼の横顔は、いつか見た怪盗さまにそっくりだ。見間違うことはないと思っていたのに、薄闇で見た時も、こうしてシャンデリアの下で見るのと大差なかった。

　拍動に揺れる胸が、リュアンの足を急かす。

　どうして彼ではないのだろう。

　不思議とそんな疑問が湧いては消え、跡を濁す泥が溜まっていく。

　汚い感情だ。足を掬われないように避けようとしても、依然として広がる泥はリュアンを囲うようにひしめいていく。

「なあ、リュアン。一ついいだろうか」

　そんな折、トーマスが囁くように言った。

　曲の調子はゆったりとしたものに変わる。しかし間かん隙げきを刺すような短い調子は、考える間を刹那に与えてくれただけで、再び元の速さに戻っていく。

　仮面の奥に潜む翡翠の瞳がリュアンを見つめる。それを知りながら、そちらを向くことができないリュアンは、早口にのたまった。

「なんですか？　あまり名前を呼ばれると、バレてしまうかもしれないのに」

「なら、なんと呼べばいい」

「なんとって……それは」

　呼ばれたい名前なんてない。それなら普通にリュアンでもいいけれど、リュアン・フローネの名は広まっているはずだ。賊に誘拐された子爵令嬢の行方は未だに明らかになっていないのだから、捜索が続く限りはこういう場で口に出すのは厄介事を招く種にしかならないだろう。

　ふむ、と考え込むようにトーマスは口を曲げた。

「なら、愛しい人とでも呼ぼうか？」

「なっ──！」

「冗談だ」

　耳元で笑われ、リュアンは思わず耳まで真っ赤に染まる顔を顰め、トーマスを睨んだ。

「だが、悪い話ではないだろう？　本当に愛し合ってもいいと僕は思っている」

「冗談はよしてください！　何なんですか、いきなり！　私には婚約者だって……」

「いた、だろう？　逃げ口に用意した言葉とは思えないな。悪くないと思ってるのか？」

「そんなこと、思ってるわけ……っ」

　胸を占める彼の温もりに、リュアンは頭を振る。

　誰かがノックをしなければあの日、無理やり犯されていたのは明白だ。彼がたとえ昔日の恩人に見た目が似ていても別人だ。彼がそうであってほしい願望などおかしいにもほどがある。どうして彼に好意なんて──思えば思うほど、繋いだ手から伝わる温もりの優しさに、眉間のしわが深まっていった。

　彼はおかしい。おかしすぎる。

　きっと自分もおかしい。どこかで壊れてしまったに違いない。

　胸を激しく叩く拍動が、正直になれと顔を上げさせる。

　濡れたアザレアの瞳が見つめるのは、薄笑を浮かべる翡翠の瞳だった。

「ほう、もうすぐで陥落と見える」

「私はあなたになんて……」

「では、次の曲で落としてみせよう」

　その言葉を皮切りに、新たな楽譜へと移り変わる。

　先ほどよりも長短のはっきりとしたリズム、緩やかなメロディ。

　肌をやさしく撫でていくような旋律は、リュアンの耳朶を震わせる。

　これなら知っている。

「……さっきとは段違いだな」

　褒める言葉通り、リュアンのステップは様変わりした。

　床を撫でるように伸びる足先、靡なびかせる髪は金の弧を描き、振りまく笑みは女神のよう。

　周囲の雑音はいつしか消え、舞台は二人のためにセットされたものとなった。

　ここまで目立っていいのだろうか。いいのだろう。

　視線を合わせる翡翠の瞳は、頷くように笑みで細まる。

「笑顔がいいな。今日のドレスも似合っている。この細指も折れてしまいそうなほど華奢で可憐だ」

「急に褒められたら、どこか嘘のように感じてしまいますけど……？」

　ははは、と豪胆に笑う彼は、楽しそうにリュアンをリードする。

　向かう先はホール中心。

　回遊するカップルを周囲に置き、リュアンとトーマスは誰も彼もを魅了する。

　感嘆吐く仮面の貴婦人が、「あの男性は誰」と呟けば、「あの女性は」とぽかんとだらしなく口を開けてのたまう小太りの貴族がリュアンの姿を追う。

「疑うだけ疑えばいい。君の心に波紋を落とせるなら、下策でも僕は選ぼう」

　そう言って、リュアンの腰を引き付けると、トーマスは耳元に口を寄せた。

「揺らいでもいいんだぞ？」

「揺らぎません……！」

　笑みを深めると、トーマスはリュアンの手を引いた。

　舞台の中央から端へ、他に主役を明け渡すように他の演者に紛れ、リュアンと見つめ合う。

「婚約してもいい。君とならどこまでもやっていけそうだ」

「舞踏会の熱に浮かされていませんか？」

「もしかしたら、な」

　ふふ、と二人して笑い、ステップを踏む。

　リュアンに合わせた彼の足さばきは見事なものだ。きっと彼は何をやっても上手くこなしてみせるのだろう。息が少し上がってきたリュアンに対し、トーマスは未だに余裕の身のこなしだ。

　額に汗を光らせても色男だが、かえってこちらの方が仮面の効果もあってミステリアスで素敵なのかもしれない。

（また私……なんでこんなこと）

　脳裏に浮かぶ好意的な印象は思っているものと違う。いや、きっと違っていないのだ。納得していないだけで、本当はもう、篭ろう絡らくされてしまっている。

（不思議な人。ただ強引なだけなのに）

　引き込まれてしまう。

　彼の不思議な魅力はリュアンを繋いだまま離さない。怪盗さまと酷似した見た目だからじゃない。きっと、これは──

「また難しい顔をしているな」

　観客も混ざってダンスホールが雑然とする中、トーマスは困ったように笑う。

　眉間に寄っていたしわを解いてリュアンは首を振った。

「……そんなこと」

「なら、もっと笑え。今宵は盛大に笑っておくといい」

　明日に期待するだけ無駄だ、と笑いかける彼は眩しい。

　どうして彼は太陽のように照らすのだろう。考えたところで理解できるわけでもなく、ただ眩しさに目を細めることしかできない。

　彼と、怪盗さまの間で揺れる心がリュアンを惑わす。いずれにせよ、現れない昔日の彼に想いを馳せようと、叶うはずのない片恋ならば。

　目の前の彼はリュアンを囲うと言った。その言葉の意味をそのまま受け取れば、リュアンはすでに彼の愛妾か何かだ。ルルやその他にもそう伝播されている頃だろう。

　手を出されたのは一度。それでもずっと傍にいる彼は、何かと目を離してくれなかった。

　監視している？　フローネ子爵の娘だから？　だったら感情なんて出さないでほしい。婚約なんて、愛しい人なんて、冗談でも言わないでほしい。

（なぜ彼は……私の心を乱すの……──）

　懊悩の間隙、演奏はフィナーレを迎えた。

　指揮者の振りに合わせ、震える弦の音は消えていく。後に残るのは、享楽に浸る仮面のカップルと、それらに向けて拍手を送る観客たちだった。

「はぁ、はあ……っ」

　知らぬ間に荒くなっていた息に胸を上下させ、リュアンはトーマスを見上げる。

　彼はやはり息は弾んですらいなかったが、仄かに汗の香りがした。

「楽しめたか？　愛する人」

　柔和な笑みが、リュアンを見下ろす。

　繋いだ手のひらが離れ、頬を撫でた。ちりっと胸を掠める痛みがして顔を顰めても、笑みを崩さない彼は腰を引いて、観客のもとへと誘導してくれる。

　彼の温もりが近く、男性的な香りが鼻腔を満たしていく。甘美とも違う倒錯的な香りだというのに、どうしてかもっと知りたくて彼に寄っていってしまいそうになって。

（きっと、私は……──）

　はっきりと感じたその瞬間、リュアンはトーマスの手から離れていた。

「リュ……っ、」

　呼ばれかけた声に振り返ろうとして、首を振って前を向く。

　ここで逃げたところで何も変わらない。

　それでも、今は少しだけ一人になりたかった。ならなくちゃいけなかった。

　自分が変わってきている。

　たった一度の逃避行で。

　たった一度の交わりが未遂に終わっただけで。

　ヒールを折らないように、しかし足早に進むリュアンの背後からは誰かが追ってきているようだ。観客の人壁を抜けると、そこは館の中庭だった。

　灯篭に照らされた庭園と、置かれたベンチにはゆったりと月夜を楽しむカップルがいる。

「……っ」

　彼らを見ていると、どうしてか胸が騒ぐ。

　トーマスの顔が、仮面の下の翡翠の瞳が、リュアンを見つめて離してくれない。

（私は……私は……っ）

　頭を振ってアーチをくぐり、庭園へと入ったその時だった。

「──待て、待つんだ」

　腕を取られ、リュアンは立ち止まった。

　それでも振り返ることはできなかった。顔を見れば、きっとまた騒ぎ立てる胸を抑えきれなくなる。彼への想いが、怪盗さまを凌駕してしまう。

　そんな気がして、喘ぐ胸を押さえて固く瞼を瞑った。

「何なのですか、離して。今は、あなたになんて──」

「待つんだ、リュアン。私だ、あの男ではない」

「……え？」

　それは、よく聞けばトーマスの低声とは違っていた。

　聞き覚えのあるその声は、どこか懐かしい──いつも聞いていたけれど、ずっと忘れていた声。

　振り返ると、そこには仮面をつけた小太りの紳士が立っていて。

「あなた、は……」

　もしかしなくとも、見覚えがあった。

　見覚えがあったなどというものではない。

　リュアンの手を離し、仮面を取った彼の声を、姿を、見間違えることはなかった。

「なんで……お父さまが」
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　口を衝いた名前は途切れ、トーマスは走り出そうとした。

　しかし、それを塞ぐように貴婦人が寄ってくる。逃げられたパートナーの代わりを競うように、トーマスに媚びるそれは有象無象のような怖気があった。

「……すまない。ちょっと取り込み中でね」

　悲嘆するような声を置き去りにして、トーマスは人ごみに消えたリュアンの後を追う。まっすぐ向かったとすれば、彼女は中庭だろう。

　ただ、と。

「……」

　ダンスホールを見下げるように、オープンに設置された二階の応接間を見つめ舌打ちする。

　そこには二つの人影があった。

　どちらも仮面をつけ、その素性こそ公には知れないが──彼らこそが舞踏会を主催した貴族だった。その素性にもおおよそ予想がついているこちらからすれば、もう少し目立ち、彼らの興味を掴んでおきたかったが──まあいい。

「まずは……リュアンだ」

　彼女の素性がバレてしまえば騒動の火種となりえる。

　王国に広がりつつある捜索の手はトーマスのもとにも寄せられたが……しかし、白を切ってしまえばそれ以上の追及はなかった。

　事実、公的にはトーマスは王都近くの資財調査に向かっていたことになっている。

　文書記録の改かい竄ざんを追及されれば、どのみち罪を逃れることは叶わないが──父の特権のおかげか、それはきっとなかったことになる。

　必要悪などという言葉を使いたくはないが、場合によっては頼らざるを得ない。悪を懲らしめるために、善のままで敵わなければ悪の力を借りればいいのだ。

　いずれにしても、完全な善などこの世にありはしないのだから。

「……っ」

　人混みを抜け、再び奏で始める楽団の旋律を後背に、トーマスは人気の薄い中庭へと出た。

　各所に置かれた灯篭に照らされ、敷かれた芝生が微かに濡れたような輝きを放っている。その奥で、アーチのかけられた庭園に人影が揺らぐのを見た。

　リュアンか、それとも別の人間か。

　どちらにせよ向かう他ないトーマスは足を進めた。

「なんで……お父さまが」

　アーチをくぐる寸前、聞こえたのはリュアンの声だった。

　庭園に入ると、そこには二つの人影があった。灯篭の光では、確認できるのは顔ぐらいか。それでも識別には申し分なかった。

　リュアンと、こちらに背を向ける小太りの男が対面している。

「探していたのだぞ、リュアン……私がどれだけ心配だったか」

　彼の素性に何も思い浮かばないわけがない。フローネ子爵。リュアンが父と口にするのは、彼以外に存在しない。

　遅かったようだ。

　声が聞こえた時点でもしやと思ったが、この展開は予想していても避けたかったものだった。

　機を窺うこともなく、トーマスは咳払いをした。

　リュアンと共にこちらを振り返る子爵が、訝しげに顔を歪める。

「お前は……誰だ？」

「ト……」

「言うな、それ以上。君も軽率に彼を父と呼んではいけないだろう。君が言ったことだ」

　名を呼び過ぎては周囲に正体を明かしているようなものだ。はっとしたように口を手で塞ぐリュアンは、申し訳なさそうに目を伏せる。

　彼女を一瞥し、リュアンとそっくりに眉間にしわを寄せるフローネ子爵は言った。

「私の娘を返してもらおうか」

「仮面をつけていてよくわかったものだな」

「娘のことだ。父親が気づかないはずがないだろう」

　目立ちすぎるのもあまり得策ではなかったということか。

　彼が所属する派閥主催のこの仮面舞踏会に、出席するはずがないわけがなかった。たとえ娘が賊に奪われたとしても、貴族間の友好関係を取り持つことを忘れてしまえば没落は目の前だ。

　ふっと笑い、トーマスはリュアンの前まで歩くと、彼女を背にするように子爵と向き合う。

「だが、残念だ。彼女はあなたの娘ではない。舞踏会において仮面の下は絶対秘密。今宵ばかりは詮索されぬよう、願いたい」

「バカを申すな。娘を見抜けぬ父があろうか。私のリュアンを返せ！」

「雰囲気が削がれる。大声を出されぬよう気をつけられよ、子爵殿」

「きゃっ」

　リュアンの腰を抱き寄せ、トーマスはアザレアの瞳を覗き込んだ。

「彼女もほら、そう言っている。どうだろう、今宵は僕たちの舞台だ。お引き取り願えないだろうか。それとも？　うら若き乙女をその手に抱きたいと？　いや、無理はなさるな。その腹には似合うまい」

「……私を愚弄する気か？　貴様」

「愚弄など。ただ一夜の遊蕩を楽しみたい一人にすぎない」

　額に血管を浮き上がらせる子爵に、トーマスは哄こう笑しょうを滲ませていた。

　楽しんでいるわけではない。計画を変更するだけだ。

　避けたかった事態だが、人混みを避けるようにリュアンが逃げてくれたのが幸いした。おかげでこうしてフローネ子爵を追い詰めることが可能だ。

　頬を染め、心配そうに見上げる腕の中の彼女に、トーマスは感謝を込めて柔らかな笑みを向けた。恥ずかしげに視線を逸らす彼女は、何を考えているのかむっと唇を噤む。

　愛らしいな、とトーマスは思うと共に、自分のあくどさを呪った。

「その手を離さないか、お前！　私の娘を奪い、あまつさえ洗脳でも……！」

「洗脳？　違うな。僕たちは愛のもとにある。若い男女が集えば、おのずと花開くそれと同じよ。なあ、愛しき人」

　憤激する彼女の父の目の前で、トーマスは視線を逸らすリュアンの顎を掬った。

　バカげたものだ。自嘲を胸に秘め、今はただの怪盗に扮する。

　彼女を奪った怪盗。その人生を台無しにし、自らのために生きることを課した大罪者。

　愛らしいと思っているのに、自分のために利用する罪悪感に顔を顰め、笑みを濁し、トーマスは腰をさらに引き寄せた。

「トーマスさ……──？」

　刹那の間、唇が重なった。

　言葉を吸い上げるように、唇が水音を立てる。

「彼女は私の連れだ。あなたの娘とは何の関係もない」

　唇を離すと、当惑したアザレアの瞳がトーマスを見つめていた。

「貴様……よくも」

「こうして契りを交わした仲だ。よもやあなたの娘ではない、私の連れに何を言うか。勘違いは一度で聞き分けてほしい」

　それにな、と再びリュアンの顎を掬うトーマスは、その父を眇すがめ見る。

「王の森での密猟に協力する悪業に手を染める子爵殿のもとに、果たして娘は戻りたいと思っているのだろうか。自分の行いを見直しもせず棚に上げ、自分だけは罪から逃れようなど、誰が許すと思っている」

「っ……私は、そんなこと」

「どうだろうな？　娘が吐いたかもしれない。協力者が裏切ったのかもしれない。あなたがどのような立場であれ、無実を口にするのは犯人の語り草に違いないだろう」

　そう言うと、トーマスはリュアンを離した。

　笑みを微かに浮かべ、その耳元にかかった髪を撫でる。

「今日も君は美しいな」

「トーマスさま……？」

「もうこれ以上はしゃべってはいけない。何があっても。わかったか？」

　リュアンを前に出し、フローネ子爵から遠ざけるようにその背中を押す。

「先に馬車で帰っていてくれ。今なら怪しまれることはない」

「でも……」

「今きっと君がここにいると、面倒なことになる。察してくれ」

　トーマスが視線をフローネ子爵に戻すと、リュアンは顔を歪めて一歩、渋るようにまた一歩踏み出して、走り出した。

「リュアン……！」

「あなたの相手はこの僕だが」

　流れる旋律は闇夜に溶けるように飽和する。

　リュアンが駆け抜けると芝生が弾けたように舞い、舞台は華やかな色に包まれる。

　灯篭に照らされるだけの庭園で、男が二人向かい合った。

　トーマスは笑みを浮かべ、会釈する。

「リュアンを逃がし、なぜお前は逃げない」

「訊きたいことがあってな」

　ジャケットに手をやると、内ポケットからナイフを取り出す。

　怪訝に歪む子爵に、館の光を反射する銀光の刃が向けられた。

「あまりこういう手は使いたくない。素直に話してもらえれば穏便に終わる」

「どちらが優位に立っているかわかっているのか？　此度の会はトバリス伯が関わっている。その名ぐらいは聞いたことがあるだろう。私が叫べばただで済むまい」

「その前に喉を切れば済むような話をされてもな。それにもう、乙女みたいに叫べもしないだろう、そのご老体で無理はするな」

「ん、なっ……──」

　フローネ子爵が怒りに目を見開いたその時だった。

　憤激に歯を見せる間隙、トーマスは地を蹴った。一拍遅れて反応するも、すでに時遅し。

　応戦に突き出した腕を絡め取って背後に回ると、トーマスは喉元にナイフを突き立てた。

「ぐっ……！」

「呆気ないな、子爵殿」

　仮面が地面に落ちる音と共に、くぐもった悔しげな声が闇に消える。

　館に届くことのない一瞬の攻防は、返答次第で死が待つことを暗に伝えていた。

「何を、お前は私の娘を浚い、私の業を探り、何を知りたい。それ以上知ることなどありはしないだろう!?」

「本当にそう思っているのなら、あまりにも記憶が乏しくて泣けてくる」

　殺すしかないかもしれないな、と嘆息すると、子爵は息を潜めるように喉を鳴らした。

「私が訊きたいのは一つだ、子爵殿。あなたの過去の罪だ」

「過去……だと？」

　思い当たる節があるだろう。自分が犯した罪だ。

　命を奪い、家族を奪い、それさえも知らないフリをして事故死に見せかけた、お前の罪だ。

　溢れる憎しみを抑え、しかし柄を握る手に力を込めながら、トーマスは言った。

「故ウィルソン侯爵の死について、知っていることを話してもらおうか、フローネ子爵」
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「おかえりなさいませ！　リュアンさま……と、あれ？」

　ウィルソン邸に戻ると、ルルが出迎えてくれた。

　彼女は不思議そうに、リュアンが降りたばかりの馬車の中を見つめ、その周囲を一周する。

「あの、ご主人さまはいずこに？」

「トーマスさまはその……」

　その先が口を出ず、リュアンは顔を伏せる。

　馬車の中でも気がかりだった。父と何があったのか。修道院との癒着のことだろうか。彼の職務からすれば当然のことだ、父の大罪は法の下に裁かれなくてはいけない。

　しかし、なぜだかそれだけで済まされないような気がして、急く胸を抑えられなかった。

　彼は『何か』を隠している。リュアンを連れ去った時から同じだ。

　ずっとこちらに知られないよう、水面下で動いている。その『何か』を探るきっかけを与えてくれなかったし、察しがつくようなヒントなんてどこにも置いてくれはしなかった。

　ただ、リュアンも彼に隠し事をしている。

　父の癒着の件を、確証はなくとも修道士との会話を聞いて察したことを口に出せずにいた。言えばよかった。探られるようなこともなく、ただ傍にいて手帳を読むだけの彼に、口を出すタイミングを計れなかったなどと言い訳せずに。

　と、そこで思い出したようにリュアンは口にした。

「……ねえ、ルル」

「はい。なんでしょう？」

「トーマスさまがいつも持ってる手帳って、何が書いてあるの？」

「手帳、ですか？」

　彼が熱心にいつも読んでいたものだ。さぞかし大事なものだとは思うが。

　はて、とルルは首を捻る。

「見せてもらったことはないですが、あれはたしか……亡くなったお父さまの形見、だったはずです」

「お父さまの？」

　ルルは頷く。

「十年以上前に、遠征先で事故に遭われて……その形見が、あの手帳だと聞いてます。所持品はなく、奇妙な事件だったらしく……手帳は、お父さまの書斎に遺されていたとか」

「そうだったの……」

　熱心に読み込んでいたのは、父を思ってのことだったのだろう。

　生前、彼が何を考え、何を書き記したのか。追体験するように何度も読み返しているのだとしたら、トーマスにとって父親という存在は大きかったに違いない。

　亡くした片親の存在が大きいのは、リュアンも同じだった。

　母は美しく、聡明で、いつも父を支えていた。数年前、病死してしまうその時まで、病床であっても父を逆に励まし続けていた母がいつまでも記憶に残っている。

　母に教え込まれたことも、示された道も、何もかも。

（同じ……なんて言えることでもないけど）

　親が遺した意志を引き継いでいるのだとしたら、運命を感じる出逢いでもあった。

　失ったものを埋め合うように寄り添う。親を失った悲しみを取り除けなくとも、ただ傍にいて寂しさを紛らわせることぐらいはできる。

　父親の代わりになんてなれないし、母親の代わりにトーマスを置くことはできない。それでも、傍にいることで彼の心の支えになるのだとしたら。

　隣で待つルルに、リュアンは小さく息を吐く。

「ありがとう。もう部屋に戻りましょう」

「かしこまりました！　では、ちょっと手配するので、お待ちを！」

　そう言うと、馬車の御者を送り出すルルは、すぐさまリュアンを連れて玄関の門をくぐった。




　部屋まで戻ると沐浴を済ませ、リュアンは絹の夜着を纏ってベッドに入った。

「おやすみなさいませ、リュアンさま」

「うん、おやすみ」

　慇懃に腰を折るルルの笑みを最後に、寝室は静かになった。

　トーマスは未だに帰らない。

　月が昇り、すでに頂点に達しようかという頃合いに、馬を出す御者はいるだろうか。夜道は賊が出る。いくら王都に近いとはいえ、それこそ数里離れたこの場所で治安がいいとも限らない。

　繁華街の灯りは部屋を照らし、眠らない夜を彩る星々のようにきらめく。

「……トーマスさま」

　独りになると、ぽつりと彼の名前を呟いてしまう。

　今の拠り所は彼しかいない。家出していた身を、無償で養ってくれる彼の温情は計りしれない。本来なら囲うと口にした彼の言う通り、愛妾のように奉仕をするべきところなのだろうが。

「最後まで、あの日……していたとしたら」

　夜の営みを知らないわけじゃない。

　乙女とはいえ、座学で知ることはできるし、話を聞くことだってできる。実演こそ見る機会はなくとも、行為に入ってしまえば勝手に身体は求めていた。

　獣のような嬌声を上げて、甘ったるい声で誘うように瞳を潤ませる。雌の本能というものだろうか、人間の根源たる欲望というべきか。

　彼に触れられ続けた身体は熱く、底から生じる得体の知れない快楽に思考まで犯されてしまったあの時は、まさしくリュアン・フローネが女になった瞬間だったのかもしれない。

　純潔は守られている。しかし女の悦びは端でも知ってしまった。

　だが、あの日以来、手を出してこない。理由は明白だ。

　リュアンを女として見て、行為に及んだということではない。父の癒着を聞き出そうとした拷問として、彼は自分を犯そうとしたのだ。

　純潔を奪われたくなければ口にしろ。快楽に任せて、自白しろ。さもなくばどうなるか。

「どうなったんだろ……」

　扉をノックする音さえなければ、あのまま純潔を失っていたのだろうか。

　いや、もうすでに男性に触れられ、唇を奪われた時点で純潔は失っているのでは？　というか、純潔って何？　考えると坩る堝つぼに嵌ってしまいそうな気がして、リュアンは首を振る。

　絡まることなくシーツの上に散らばった長い金髪を一房取って、ふーっと息を吹きかけた。さらさらと指先から落ちていく金糸の髪を見つめながら、リュアンは天蓋の内天井から視線を切る。

　その時だった。ノックもせず、居間の扉が開いた音がした。

　驚いて上体を起こすと、次いで寝室の扉が開く。

　馬車の音は聞こえなかったが、誰だろう。

　手繰り寄せるシーツを胸元に、リュアンは扉を見つめた。

「……トーマス、さま？」

　闇に溶けるような暮色の髪に、目元を隠す黒仮面。

　細めの白のタキシードは、彼が今日着ていたものと違いはなかった。街灯りに照らされ、うっすらと青く見える白地には、どこか土がついているように見える。

　ベッドから降り、彼を迎えるように傍に寄るリュアンは心配に顔を歪めた。

「どうかしたのですか？　あの、お父さまは、どうされたのですか？」

「何もしていない。ただ話を聞いただけだ」

「だって、服に土が……ほら、ここも──」

　と手を伸ばすと、トーマスに払われた。

　自分でも驚いているのか、仮面の奥で見開く翡翠の瞳が困惑に揺れている。

「すまない……脱げばいい。脱げばいいんだ、こんなもの」

「え、あの……なっ、なんでこんなところでっ」

「ここは僕の屋敷だ。どこで脱ごうと関係ない」

　そう言って、トーマスはジャケットを、ブラウスを、あまつさえ脚衣まで脱ぎ去り、リュアンの前で全裸になると、赤面するリュアンの顎を掬った。

「それに君も僕が囲うと決めた。愛妾になるぐらいの覚悟は、もとよりしていただろう？」

「話が繋がって……──んんっ!?」

　いきなり顎を引き寄せるように唇を奪われ、腰を引き寄せられた。

　抜け出せない拘束の中で、ぬるりと唇を割って入る舌の感触に目を見開く。絡まる粘液がいやらしい音を響かせ、淫靡な吐息に混ざっていく。

　細くとも逞しい胸は押してもびくともしない。いや、力が入っていないせいだろう。段々と弱くなる抵抗にトーマスの舌勢は止まらず、漏らす吐息すら掬い取られていく。

（どうしてしまったの……トーマスさま、こんな強引に）

　訳がわからないまま、ぼーっとする意識が舌に集中していく。

「んっ……あ、はぁ……ん、む……はぁ、あっ」

　舌を絡め、交換するように唾液を舐め合う。顎に垂れそうになったものを掬われ、後頭部を押さえ込むように片手に固定されては、深い口づけから逃れることができなかった。

「……もういい。煩わしい」

「はぁん……ぁ、ん、はぁ……っ」

　荒っぽく唇を離され、溜まっていた吐息が放出される。

　耳に届く自分の呼気が淫乱に聞こえ、羞恥に焼かれたように熱くなる。

　荒っぽく仮面を取り、近くのソファに置くと、トーマスはリュアンを横抱きにした。

「あ、あの……っ」

「口にするな」

　ぴしゃりと言い渡され、リュアンは押し黙らざるを得なかった。

　冷酷な翡翠の瞳は自分を見ていない。きっと父と何かあったのだろう。それか、あの会場で。

　思案するリュアンをベッドに寝かせると、トーマスが覆いかぶさってくる。

　そして目を合わせ、きょとんとするリュアンに浅い口づけを落とした。

「……トーマスさま、一体何があったのですか？」

「…………」

「トーマスさま！」

「何もない。むしゃくしゃしているだけだ」

　言葉は嘘のように、彼の瞳は澄んでいた。

　怒りに荒れ狂うわけでもなく、ただ静かな悲しみに打ちひしがれているような、寂しそうな瞳がリュアンを見つめている。

　どうしたのだろう。何があったのだろう。

　訊いても教えてくれないのなら、一体どうしてあげればいいのだろう。

　話は終わりとばかりに視線を切ると、再び唇が重なった。

　交わる舌の上で、くちゅぐちゅと唾液が音を立てる。彼の片手はいつしかリュアンの乳房に伸び、その頂きを避けるように捏ね始めていた。

「待っ……へ、トーマス、さまぁ……んっ」

　口づけの最中、ゆっくりと肩から夜着を剥がれ、豊かな双丘が露わになる。びくともしない彼の腕は、ただリュアンの身体を蹂躙せんとその滑らかな肌を撫でていく。

「……ん、んんぅ！」

「敏感だな。キスだけで昂ってきたのか？」

「違いま、す……いやらしい、手つきで触るから……ぁん」

　唇を離すトーマスを睨むようにしながら羞恥に視線を逸らすリュアン。すると口元に笑みを引き、口づけに飽きたように、トーマスは片手に揉んでいた乳房へとその舌を伸ばす。

「ひゃっ……んっ」

　温かな刺激が頂点を舐り、一息に包まれる。

　心地よさと同時に、微弱な快楽が下腹部に集まった。じん、と濡れるそこは自由にした両腕で夜着を落とされ、髪色と同じ色をした繁みが露出している。

　乳首を吸い上げ、捏ねるように舌で転がしながら、片手は執拗に擦り上げた。両の頂きを攻められながら、声を抑えるようにリュアンは口を手で塞ぐが、それもあまり意味はない。

「もっと声を聴かせてくれてもいいのにな」

「い、やぁ……ぁんっ！」

「頑なだな。これから一生、僕のものだというのに、君は」

　すり寄せる内腿を強引に開かれ、濡れそぼつ繁みが開口する。指先がちょっとでも触れさえすればたちまち快楽の渦に呑み込まれそうになるそこは、彼に口づけをされた時から濡れていた。

　トーマスが肌に触れれば、きっとそうなるようにできているのだろう。

　あまりにも都合のいい身体に嫌気が差しながら、しかし生殺しにされるのはもっとイヤだった。

「トーマスさ、まぁ……っ」

　リュアンの濡れた吐息が、トーマスの理性を襲う。

　双丘を犯され、繁みの奥を暴かれ。

　優しく撫でるように蜜を掬う彼に、リュアンは耐え切れずアザレアの瞳を濡らす。

「まったく淫乱な娘にも困ったものだ」

「淫乱、なんて……っ」

「そうでない証拠も何もないだろう？　まだ乙女のくせに」

「で、でも……ぁ、あぁっ、んっ！」

　吐き捨てるように言われ、むっとしたリュアンの言葉を削ぐように秘核が撫でられる。

　溢れる息が細切れになって、地上で溺れた魚のように喘ぎが漏れた。

　それは知らない感覚ではなかった。以前も触れられた。彼に触れられるたびに盛る焦炎が媚薬のように侵食し、敏感に身体が作り替えられていくようで怖い。

「もういいだろうな」

　愉悦に染まる笑みを崩すトーマスは、濡れた蜜洞に触れた。

　慌てて視線を下腹部に寄せると、とぷっ、と水音を立てて何かが入ってくるところだった。

「……な、にこれ……ぇっ」

　弁のようになった肉襞を掻きわけるようにして埋入する異物。

　助けを求めるように彼を見上げるリュアンは顔を顰めて首を振る。

「指だ。まだ一本だが、なるほど狭いにもほどがある」

「やっ……これ、……何か、ヘン……っ！」

　胎の中で何かが蠢いている。

　肉襞の感触を探るように動くそれは、指だと言われてもよくわからなかった。肉襞を撫でられるたび、甘い痺れが思考を鈍らせるように駆け抜けていく。

　心地いいと表現するなら、麻薬と同じだった。

　まだ微弱な波も、大波となって寄せれば意識さえ持っていかれかねない。

（それにきっとこれ、耐えられない……っ）

　瞼を瞑って快楽に堪えるリュアンは、すぐそこに迫る大波に身を震わせた。

　その華奢な腕を彼に絡ませ、むせび泣くように喘ぐ声を逞しい胸に沈める。少しだけ汗くさい男の香りに胸を弾ませ、擦れる乳頭にこそばゆい快感をもたらす。

　何をしてもダメだ。溢れる蜜を掻き出すように始まる抽送に逆らえず、嬌声を上げた。

「い……やぁ、っ……！」

　次第に広がる蜜洞は、段々と指では物足りなくなってきている。

　それを理解してくれたのか、彼はもう一本、ゆっくりと挿入してきた。

「ふっ……まだまだ広がる」

「あ、んむ……ぐっ、ぁは……っ」

　昏い影を落とす彼に唇を奪われ、乳房を揉みしだかれる。

　頭は真っ白だ。身体は言うことを聞かない。

　彼を求めるように舌は突き出され、打ち寄せる快楽の波に背は弧を描く。

　もう理性なんてほとほと残っていなかった。

　何を言おうとしても、口づけに言葉を呑まれるのなら快楽に身を捧げる他ない。

　いつの間にか腰を上げて求めるように振るリュアンに、トーマスは喜悦に顔を歪ませていた。

「指では物足りないいやらしい娘は仕方ないな」

「……ぇ？」

　引き抜かれる指にびくっと身体を震わせると、リュアンは荒く息を吐く。

　だらしなく開いた腿の間に身体を割り込ませると、トーマスはふっと笑みを漏らした。

「ならば、これしかあるまい」

「これって……何……」

　鍛えられた彼の胸筋から腹、臍と下り、リュアンは下腹部へと辿る。拒もうとした腿を押さえつけられ、股の間から覗くのは、見たこともないおぞましい姿の怒張だった。

　全裸になった瞬間、そちらを見ることができずにいたリュアンは、彼の下半身にそんなものがついていたことは知らなかった。いや、自分の股から生えてきてしまったのか──そんな不可思議な問いをしてしまうほどに混乱しながら、リュアンは半開きの口を開閉する。

「十分にほぐれた。挿れても痛みは少ないだろうな」

「どこに挿れると……？」

「わかりきったことを聞くな」

　そう言うと、トーマスは自らの怒張を握りしめ、そのまま蜜に濡れる繁みへとあてがった。その先には、熱を孕んだ蜜洞が口を開けて待っている。

　よもや彼のそれを待ち望んでいたように。受け入れるために仕上がったように。

　リュアンの意志とは関係なく蜜を垂れ流すそこは、彼の熱塊と喜んで接吻に興じた。

「……い、やぁ」

　口は拒んでも、しかし身体は熱に浮かされている。

　彼に純潔を捧げる。その意味を再確認するほど、明瞭な思考は今はない。

　ただ目の前の怒張を受け入れるか、拒むか。

　二つに一つの選択は、しかしリュアンに与えられてはいない。

　荒くなる吐息は期待するように心臓の高鳴りへと繋がった。

「……少し、我慢してくれ」

「ぁあ……んっ、はぁ、あ────ぁ、っ!?」

　気遣う言葉とは裏腹に、それは最奥まで一気に貫いた。

　あまりの衝撃に仰け反る背に、シーツに広がるブロンドの長髪までもが逆立つように乱れる。

　視界は明滅し、じわりと滲むような痛みが蜜洞に広がっていく。

　それでも微かだ。我慢できないものではない。

　だけど。

「動くぞ」

「……やっ、ん……待っ……てよ……っ！」

　シーツを掴み、頭を振るリュアンに容赦なく抽送が始まる。

　気遣うように頬を撫でられ、挿入しながら覆いかぶさる彼に唇を奪われた。薄くなる酸素を求めて這い出す舌は彼と絡まり、もたらされる快楽に獣のような嬌声が呑み込まれる。

　シーツを掴む細腕はトーマスの背に回り、隆起する筋肉に爪を立てるようにしがみついた。

「すまない……待てない」

「速、い……か、らっ……ぁん！」

　一瞬離れた唇にアザレアの瞳を濡らし、リュアンは抗議する。

　しかしすぐに塞がれ、再び酸素を求めて舌を絡めた。唾液でもいい。得られるものをすべて求めるように、リュアンは無意識に腰を振り、快楽まで貪る。

　頭はおかしくなっていた。涙は溢れるのに、苦しさは紛れていく。痛みは消えていき、心地よさだけが身体を満たしていく。

　彼に愛されている。

　突き上げられるほど、彼の息が上がるほど、リュアンは彼の名を呼んでいた。言葉にならない叫びの最中、求めるように彼の名を呼ぶ。

「愛している、リュアン」

　耳元で囁く言葉に、自然と笑みが漏れる。

　愛されているのを知るのは、どうしてここまで嬉しくなるのだろう。

　片想いでないから？　彼が怪盗さまに似ているから？

　違う。

「ええ……私も……んっ、あ、はぁ」

　彼に愛されているから、嬉しいのだ。ただそれだけで、満たされてしまう。

　もう心は彼に侵されていた。

　いつの間にか彼以外は消え、トーマス・ウィルソンだけが思考を埋め尽くしている。

　おかしかった。笑えてしまう。

　そんな自分を嘲笑うように彼に合わせて揺れる腰は、快楽に寄る辺を求めていた。

「そんなに欲しいか、リュアン……！」

　上体を起こすトーマスに、リュアンは残った理性で頭を横に振る。言葉にならない代わりに濡れたアザレアの瞳で見つめ、彼に訴える。

　これ以上されてしまえば、自分が自分でなくなってしまう。

　しかし、どうだろう。ちゃんとできているだろうか。

「そんなもの欲しそうな顔をして、説得力のない」

「……ふえ？」

　意味が分からなかった。

　それもそのはずだ。

　笑みに口端は緩み、熱を込めた吐息を漏らし。

　紅潮した頬は濡れて、彼を逃した手は再びシーツを掴んでいるかと思いきや、自分の乳房を揉みしだいていたのだから。

　ああ、これのどこが拒んでいるのだろう。

　頭を振ったところで、これでは快楽の虜ではないか。

「違っ……これ、は……あぁんっ！」

　怒張を一度引き抜かれ、服従した犬のような恰好で荒い息を吐くリュアンは彼を見つめた。

　影を落とす翡翠の瞳には昏い焔が渦巻いている。見つめているとどうにかなってしまいそうな気がするのに視線を外せない。

　むしろそうなりたいと願う獣性が生まれ始めている。

「お仕置きが必要なようだ。さっきまで乙女であった女にしては、これは淫乱すぎる」

「違います、だからこれはっ」

「どちらでもいい。僕が満たされれば、今日は」

　反はん駁ばくするリュアンの言葉を遮り、トーマスは彼女をうつ伏せにした。

　形のいいぷっくりとした臀部を撫でると、かわいらしい声を上げるリュアンに笑みを作ってその腰を上げる。

「何を……するのですか？」

「同じことだ。ただ体勢が違うだけの、な」

　言うと、トーマスは臀部を拡げて蜜洞に再び怒張をあてがった。

　血管が浮き出て破裂寸前のそれは、収しゅう斂れんする蜜洞をさらに広げるように押し進んでくる。

（深、い……っ）

　シーツを掴んで、リュアンは声をベッドに沈ませる。

　雄叫びのような嬌声を塞いで、さっきよりも深く挿入される衝撃に戦慄を覚えた。

　この体勢では、ただ犯されるだけに過ぎない。愛されるというよりも、ただ玩具のような扱いでしかない。
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　彼は愛してくれているんじゃなかったの？　問いかける言葉は胸奥に響くだけで、口から出るのは獣の喘ぎだけ。

「このままだと、思っていたより……！」

　苦しげな声を上げて、トーマスが腰を引く。

　すると、震える双丘がシーツに擦れ、彼の愛撫に充血した乳頭がさらに固くなった。痛みに似た快楽がリュアンを襲い、押し殺した声が溢れていく。

「やっ……あ、ん……むぅ、あっ」

　蜜洞を抜ける彼の怒張は、限界のようだった。

　ぱんぱんに膨れ上がり、今にも破裂しそうなのかびくびくと震えていた。

　荒くなる吐息が背中にかかると、思わず甲高い声を上げそうになってベッドに顔を沈める。後ろから覆いかぶさるようにして打ちつけるトーマスに、心細さだけが胸に広がっていく。

「トーマスさ、ま……ぁ、トーマス……ぅ！」

　寂しくなって、どこか不安になって、リュアンは彼の名前を呼び続ける。

　もう目前まで来ているのだ。あの大波が。

　悦楽の暴流が理性のたがを押し流し、リュアンの意識を呑もうとすぐそこまで迫っている。

　獣のような交尾で、性欲をただぶつけるだけのこの行為で。

　ああ、だからこそ感じてしまう自分に嫌気が差しながら、リュアンはトーマスを求め喘ぐ。

　正しくないと知っていながら。間違いを肯定しながら。

　愛しい彼に犯されている事実に歓喜の声を上げて。

「いくぞ、リュアン……！」

　名前を呼ぶトーマスに、リュアンは雫をシーツに滲ませ、大きく頷いた。

　何かが来る。きっと来る。這い上がることもできない、快楽の海原に沈ませるように、あの大波が──

「────ッ」

　その瞬間、リュアンの視界は真っ白に染まった。

　噴出する白濁の熱に呑まれ、意識が弾け飛ぶ。

　思考は意味をなさなかった。

　無重力になったように身体が宙に浮き、いわれのない快癒に包まれる。

　夢のようだった。いや、夢の中だった。

「……はぁ、はあっ、ぁん……はぁ」

　自分の荒い吐息に意識を取り戻すリュアンは、ベッドに横になっていた。

　重りをぶら下げたように動かない身体は誰かに横抱きにされ、固定されている。

「すまなかった」

　全身を包む気だるさは夢の中とは真逆だった。それでも絶頂の余韻は残っていて、痺れたように回らない舌にリュアンは瞼を閉じる。

　耳元で囁くその声は、トーマスのものだった。

　彼は温かい。背中に感じるごつごつとした男性の身体は、とても力では敵わない気がする。それでいて、何からも守ってくれそうな堅牢さは頼もしくて。

　後ろから抱きしめてくれる腕にそっと触れながら、リュアンは頭を振る。

「いいんです、謝らないで」

　いきなり犯されたのは驚いた。

　話が通じず、気が付けば流されるようにベッドの上だ。純潔を失い、とうとう乙女でなくなった今、謝っても済まされる問題ではないけれど。

　ただ、それ以上に謝られたくはなかった。

　愛された事実を簡単に覆されたくなかった。

　最初に触れたあの時と同じように、罪悪感で顔を歪めないでほしくて。

「愛してくれているなら、私は……」

「疲れただろう。今は休め」

　遮るように、トーマスの手が前髪を撫でる。

　流れるようにして瞼に被さって、ゆっくりと閉じるように促された。

「少し乱暴だった。不満を君にぶつけてしまったのは不甲斐ない僕の責任だ。すまない」

「……」

「今日はゆっくり休んでくれ。また明日来る」

　何かあったのかなんて訊けなかった。

　もう会話は終わったのだ。対話は切り上げられ、次の行動に移っている。余韻に浸ることもなく、仕事をこなすように感情のない言葉は、どうしても受け入れられなくて。

　気だるそうに離れていく温もりに、リュアンは不安になって縋りついていた。

「どうした？」

「……なんでもないです」

　なんでもないのに、どうして彼の腕を掴んでいるのか。

　抱きしめて、駄々をこねる子どものように、イヤイヤと首を振っているのか。

「でもまだ……一緒に、いたいんです」

　ただ傍にいてほしい。

　温もりに包まれていたい。

　わがままなのはわかっていても、それでも。

「それじゃあ、ダメですか……？」

「……」

　沈黙が支配する薄闇のベッドの上で、微かな布擦れの音が響いた。

　脱ぎ捨てた夜着は床の上で冷えていき、ゆっくりと光源を落とす繁華街に夜が深まっていく。

　力を抜くように、トーマスの吐息が漏れた。

「……わかった」

　密着するようにリュアンを抱きしめ、ついぞ離れた温もりに包まれる。

「ごめんなさい、わがままを言って」

「いや、いいんだ」

　耳元に囁くように吐息が触れる。

「君が休めるならそれで」

「トーマスさま……」

　彼の名を呟いて、リュアンは振り返る。

　浅い口づけを交わし、なんだか気恥ずかしくなって笑みが漏れた。

　好きな香りに、温もりに包まれながら眠るのは悪くない。幸せだ。

　だからこそ浮かぶ不安もあるけれど──気にしないことにした。

　夜が更けていく。

　隣から聞こえてくる寝息に微笑むリュアンは、そうして自身も眠りに落ちていく。

　蜜洞から溢れる彼の熱を感じながら。

「……すまない、リュアン」

　謝る彼の声を耳にしながら。






　四話　想いの形は変わり、代わって






　昼間の星は、空色の霞に遮られて見えなかった。

　色素を薄くした半月は吊り下げられているのに、夜空を彩る彼らは真昼の空を飾りつけることを許されていない。

「……はあ」

　気だるい身体を起こして、リュアンはため息をついた。

　ベッドの乱れたシーツを整えるように手のひらを這わすと、昨夜の残り火がそこにある。さっきまできっとここにいたのだろう。彼の温もりに頬を寄せるように、再びベッドに沈む。

「何してるんだろ……私」

　家を出てから一体、どのくらいの時間が経っただろう。

　トーマス・ウィルソン侯爵に浚われ、父と思わず再会して、そして。

　凝固した愛の証を内股に感じるリュアンは自嘲とも言えない曖昧な笑みを浮かべる。

　仮面舞踏会の夜から、トーマスはずっと求めてきた。

　連夜、まさに獣のようにただ無心にリュアンを貪る彼は悲しげに顔を歪めながら、しかし喜悦に染まった笑みに隠すように腰を突き立てた。

　気絶するように眠る毎日を考えると、これは果たして求めていたものだったのだろうかと感慨に耽ることはある。

　けれども、愛されている。彼に、トーマスに愛されている。

　言葉だけかもしれない。嘘なのかもしれない。

　わずかに残る疑いを払拭するようにリュアン自身も彼を求め、胸を満たしていた。訪れない怪盗さまへの片想いを塗り替えるように、いつの間にかトーマスがすべてになっていた。

　移り気の卑しい女だと思うだろう。

　愛してくれるなら誰でもよかったのだろうと蔑まれるだろう。

　しかし、トーマスは何も言わない。感じてきつく締まる狭きょう隘あいの胎に、愛を注ぎ込んでくれる。

　愛している、と口にしながら。

「……満たされているのに、不安なのはなんでだろ」

　疑っているわけじゃないし、これでも満足している。

　運命の人を見つけた。愛してくれる人を見つけた。それだけでいいだろう。怪盗さまを忘れ、父や家族のことを忘れ、新しい今を生きていく。与えられたレールから逸脱した人生の選択肢は自分で決める他ないのに。

「考えても仕方ないか……過去に戻れるわけじゃないし」

　後戻りするための道は一歩進むごとに削ぎ落され、前に進む以外に道はない。

　極端ではあるけれど、時間を遡ることができないなら、後悔するより未来に期待した方が幾分か気楽だ。それに、暗いのはあんまり好きじゃない。

　と、そこで扉がノックされた。

「入っていいでしょうか、ルルです」

「ええ、どうぞ」

　身体を起こして、リュアンは腰まで届く髪を手梳きに流す。

　すぐに着替えるのはわかっていても乱れた胸元を直し、居ずまいを正す。可憐に、清楚になどとは思わないが、一応の嗜みは持っておくべきだ。

　扉を開いて、盥たらいを持ったメイド二人を連れて入るルルは、いつものように花咲くようなかわいらしい笑みを浮かべてリュアンに頭を下げる。

「沐浴をなさいましょう、リュアンさま！」




　これが日常。

　リュアン・フローネに与えられた、彼との日常。

　邪魔する者はいない。

　愛だけに傾倒して生きることは可能なのだと告げるように小鳥が囀さえずった。

　人質だったとして、父の癒着の情報を得るためだったとして、それが何になろう。今は彼に愛されている。愛されているのであれば経緯など関係はない。今を大事にするべきだ。

（私、リュアン・フローネはトーマスさまのもの……なんて、ね）

　自分で思って、バカらしくなって笑みが漏れる。失笑でも、苦笑でもなく。

　ただ恥ずかしくなって溢れる笑顔は、幸せに満ちていて。

「何か嬉しいことでもありました？」

「え？　あ、ああ……そうね。あったかもしれない」

　沐浴の支度を進めるルルに尋ねられ、リュアンは頬を染めて頷き返す。

　幸せだ。こうしている今が、きっと幸せと言うのだ。

　振り返らず、ただ前を向いていよう。

　そうすればきっと。

　きっと──
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『故ウィルソン侯爵の死について、知っていることを話してもらおうか、フローネ子爵』

　喉元に突きつけたナイフの感触を思い出し、トーマスは瞼を閉じる。

　腰かけた椅子の背もたれが非難するように軋み、デスクに放り投げられた古ぼけた手帳と黒仮面が睨むようにこちらを見ていた。

　──恨みを晴らせ。

　──私の、父の、恨みを晴らしてくれ。

「うるさいッ！」

　囁く幻聴に、トーマスは我慢ならずにデスクを拳で叩く。

　すぐにはっとして握りしめた拳を解き、仰ぎ見るように天井に視線を逸らした。

「俺は一体、何をしているんだ……」

　答えは最初から決まっている。

　考えることはない。迷うことはない。

　復讐のために生き、復讐のために死んでいくのだ。

　フローネ子爵の言葉を思い返し、眉間に寄るしわに息を深く吐いた。

「父さん……あなた一人で太刀打ちできるような相手ではなかったはずだ」

　隠密行動に徹しようと、見つかればその後の顛てん末まつを容易に想像できる。尋問にかけられ、素性がばれる。名の通った貴族だ──家族に、その領民に被害が及ばないと考えないはずがない。

　とはいえ、父の死去後、外的な被害は何もなかった。領主の逝去によって混乱が生じたぐらいで、数年も経てばとりあえずの平穏は確保できた。

　ただ、それだけなのだ。馬車に轢かれ、事故死した父は今や誰かの記憶に残るぐらいで、その存在は霞のように白んでいる。

　不慮の事故。飛び出してしまった彼が悪い。

　それが、本当に事故であるならば。




　──時は遡り、仮面舞踏会の夜。

　背後からフローネ子爵の喉元にナイフを突きつけたトーマスは言った。

　故ウィルソン侯爵──父についていることを話せと。

　彼は知っている。過去の罪を、殺人の記憶を彼は持っている。

　だからこそ、苦渋を飲むように顔を顰め、首を振る。

「私は知らない……知らないんだ」

「言わなければ娘がどうなるか知らないわけじゃあるまい」

「娘は助け──」

「大声を出すな、親子共々死にたいか？」

　声を詰まらせる子爵に、肌に食い込ませたナイフを少しだけ下げる。

「訊きたいことはただ一つだ、子爵殿。故ウィルソン侯爵の死について。あなたが何か知っているのは見当がついている」

「世迷言のような噂を信じて問いにきたのか？　しかしなぜ、そんな昔のことを……」

「確証を探るのに時間がかかってな」

　父を失った十四年前、トーマスは十五歳だった。

　弟のマットと共に父の事故に向き合い、泣き崩れる母に自分だけはしっかりしようと奮い立ったのは憶えている。しかし、表では気を強く張っても一人になればやはり脆くなる。

　寂しさに負けて父の書斎にこもることが多くなったトーマスがデスクの棚をふと開いた時に見つけたのが、手記と黒仮面だった。

「子爵殿、あなたの罪は彼が遺した手記に書かれていた。王の森でのクリプト修道院の密猟を黙認していたのは事実だろうか？」

「っ、……この話とは何も関係がないだろう」

「なくはない。その事実を公表されないようにと漏れ出た真実を隠すために殺したと考えれば、殺害の理由になる」

「だからと言って……っ」

「ああ、反論の前に事実を述べてくれ。白か、黒か。僕はそれだけが知りたい」

　血の滲む首筋に食い込むナイフに、子爵は押し黙る。

　頭に血が上っていた。要点を避けるように口を開く彼に嘆息すら出ない。殺意だけが膨れ上がり、今にも喉元を掻っ切ってしまいそうになる。

「娘がどうなってもいいのなら、答えを濁し続ければいいがな」

「卑怯だ……お前は、娘を人質に、そうして私から何を奪おうというのだ。もう私には何もない……家族以外、何もないというのに」

「何もなければ、家族を失わないように口にすべきだろう」

「口に出せないことがあることを、お前は──」

　腕を捻り黙らせ、トーマスは息を漏らす。

「──ならば、そのトップでいい。口にすれば、彼女は殺さずに売り渡すだけにしてやろう」

「売り渡す……？　お前っ、殺すならまだしも娘をなんだと──ッ」

　振り返ろうと抵抗を強くした子爵を、トーマスは足払いに地面に押し倒した。

　その上に乗り上げると、ナイフを捨ててその頭を地面に押しつける。

「娘の身体を護りたければなぜ言わない。殺されたくなければ、なぜ口にできない。家族が一番じゃないのか？　家族しか残っていないのではないのか？　子爵殿、あなたの言葉は矛盾ばかりで意味を成さない。娘を売り渡し、凌辱される身を見つめていた方がよっぽどマシだ」

「貴様……ッ！」

「怒りに打ち震えるぐらいなら吐け。あなたにはもう、選択肢は二つしかない」

　後頭部を押さえていた腕を首に這わせ、その太ましい首筋に指を回していく。

「ここで死ぬか、事実を吐いて死ぬか」

　どちらがお好みだ、とトーマスは子爵をねめつけた。

　知っている。彼は確実に父の死の真相に関係している。

　首を掴む手に力が入り、トーマスは危ない笑みを浮かべる。嘲弄のようで、こんなことをしている自分を嘲るような笑みに顔が歪む。

　復讐者など大概にして頭がおかしくなっていくものだ。

「……わかった。口にする。その代わり、娘だけは助けてくれ」

「娘の命は、か？」

「身体もだ。娘のすべてを穢さず解放するなら、私は口にする。だから、どうか……」

　芝生と口づけする子爵は、咳き込みながら懇願する。

　リュアンの唇は奪った。それに加えて、純潔の身体にも舌を這わせた。ゆえに純潔かどうかは怪しくとも、しかし束縛は解いてやろうとトーマスは頷く。

「ああ、約束しよう。子爵殿、あなたも今宵は手を出されるな。僕が帰らなければ娘がどうなるか、わからないゆえな」

「貴様……っ」

「そう目くじらを立てるな。言えばいい。無事に帰せばいい。それで僕たちの間に交わした約束は終わりだ。あなたの言う通りにしよう。彼女の意志が、あなたの望むものであればな」

　苦渋に顔を歪める子爵は、思案するように沈黙する。

「貴様にはわかるまい……私の苦悩を、家族を人質に取られた者の気持ちなど」

　どうだろうか。

　トーマスが沈黙で返すと、子爵は証言した。

「ウィルソン侯爵を殺したのは事実だ。私がやった。私が指示した。事故死に見せかけるように、彼が通りに出たのを見計らって馬車をけしかけた」

「なぜ彼は通りに出た？　馬車の往来を見ていなかったわけじゃないだろう」

　そう言うと、子爵はさらに顔を歪める。

「ああ、そうだ。あれは偶然だった。本当は通りに突き出す役がいた。侯爵が通りに現れ、計画実行と走らせた馬をそちらに向かわせたまではよかった。よかったが……」

「なんだ？」

　渋るように目を伏せ、子爵は首を振る。

「娘がそこにいた。なぜか通りに飛んでいった帽子を拾おうと飛び出していた。だが、速度のついた馬を止めることはできない。目の前で娘が殺される、そんな場面を想像していた時に……」

　ぐっと涙を堪えるように息を詰まらせ、子爵は言う。

「侯爵が、ウィルソン侯爵が娘を助けてくれた」

「……」

「馬車の進行方向から娘を投げ出し、彼は轢かれた。頭からは血を流し、身体中踏み抜かれて動けなくなっていたはずなのに、それでも上体を起こし、娘に帽子を被せる優しさを兼ね備えていた。彼は聖人だと感じたよ。殺すべきでなかったと思った。後悔はした。だがな、もうその時には息を引き取っていた。私には、何も成す術もなかったんだ……」

「だから、許せと？」

「許せなどと言っていない。私は仕方なく彼を殺した。娘の命の恩人に仇を返したんだ。その事実を口にしただけだ。何もない、私は、仕方なく……」

「仕方なくで人を殺していいと誰が言った」

　神は言っていない。法も黙認はしない。

　誰も許していない。

「お前が殺した男には、家族はいなかったのか。妻は。子は。友は。親は。民は。お前が一人を殺すことで、他が受ける被害をどうして考えられない？」

「仕方なかったんだ」

「仕方のない殺人があってたまるか……」

「家族を護るためには仕方なかったんだ！　個を犠牲に大衆を生かせば──」

　トーマスの拳が、子爵の頬に振り落とされていた。

　汚い声を上げ、もがき苦しむ彼に荒い息を落とす。

「その大衆とやらを護るために彼のもとにあった大衆は悲劇を見た。個など犠牲にしていない。お前は個を護るために大衆を犠牲にしたんだ」

　拳を擦るように両手を合わせ、トーマスは瞼を閉じる。

「誰だ」

「……」

「誰だ、彼を殺せと言ったのは。お前じゃないだろう、誰だ。口にしろ」

　喘ぐ子爵の首を掴んで、トーマスは揺さぶった。

「誰だと聞いている！　言え！　さもなくば」

「彼、だ……」

　くぐもった声でそう言って、子爵は示した。

　夜空に咲く星々のきらめきよりも明るい仮面舞踏会に貸し出された館を指差し、唾を呑む。

「修道院の密猟の告白を避けるため……殺せと」

　奏でられる音楽は明るくとも、胸に渦巻く憎悪は深淵の闇に染まっていく。

　賑わう道楽の世界に、トーマスは息を吐いた。

「その者の名は？」

「……サックス。サックス・トバリス伯爵だ」




　──遊興の最中に消えていったあの名が脳裏をよぎるたび、トーマスは顔を顰める。

　サックス・トバリス伯爵。

　彼はシルベール王国の中でも肥沃な領地を持つ有力貴族だ。

　そして、衰退した王族を非難する一派を率いる王対派であるとも噂されている。その実、王都で開かれた先日の仮面舞踏会は傘下の貴族との結束を強める部分もあったのだろう。王に忠誠を誓うウィルソン家や他家には招待状が届いていなかった。

　マットが工作しなければ、様子を確認することもできなかっただろう。

「ただ、敵がわかったからといって……どう動けばいいか」

　トバリス伯の権力はすさまじいものだ。

　証拠の大小に関わらず、握りつぶされてしまう可能性がある。よもや正体がバレて父のように潰されかねないのは予想しうる展開だろう。

　慎重に動かなければならない。しかし、慎重すぎては罪を明かすのはいつになることか。

「……兄さん、いい？」

　扉をノックする音と共に、マットが顔を出した。

「どうした？　このあと視察がある。時間は取れないが」

「大丈夫。少しでいいんだ。話を聞いてくれないか」

　扉を開けたまま、マットは薄笑いを浮かべてデスク前のソファに座った。

　足を組むと、背もたれに身体を預けてトーマスを眇め見る。

「ねえ、彼女はどうする気？」

「リュアンのことか？」

　マットは首肯する。

「メイドの間で噂になってる。彼女の純潔を奪ったんだろう？　それが拷問であれなんであれ、あれだけ好待遇にしていると、よもや人質と言えないだろう。まさか娶るわけじゃないだろう？」

「……ああ、まあ」

「何その濁った返答は。俺の知ってる兄さんじゃないな。何、ほだされた？　父さんの仇の娘だっていうのに、兄さんは女なら誰でもいいってこと？」

「そうじゃない。ただ、黒幕は別にいるんだ」

「別にいても、いなくとも、フローネ子爵が関わっているのは判明したんだろ？　だったらあれは黒だ。即刻殺すか、追放すべきだ。子爵の命も取らなかったんだろう？　なんでそんな甘くなったんだよ、兄さん。俺らの復讐はどこにいったんだ」

「どこにもいってない。これからその対策を練るところだったんだ」

「じゃああの女は要らないよね？　どこかに売り飛ばそう。家族を失う経験をすればいい。そうだ、知らない男数人に犯されるところでも見せれば、また──」

「待ってくれ、マット」

　弟の言葉を遮るように、トーマスは席を立った。

　妄想が膨らんでしょうがない子どものようだったマットは、ふて腐れたように口を曲げる。

「何、やっぱりほだされたってこと？」

「そうじゃない。話を聞け、マット。まだあの女は使えるんだ。フローネ子爵は確かに黒だった。だがその裏にいる男を誘い出すには、リュアンがまだ必要だ」

「……」

「今は警戒を解いている途中だ。もう少しで僕の手駒になる。それまで待ってくれないか」

　腑に落ちないように顔を顰めるマットは、はあ、と大きなため息を吐くと立ち上がった。

　その時だった。

「誰だ」

　廊下で何か物音がして、トーマスは視線を走らせる。

　微かに開いた扉の先でそれ以上は物音がしなかった。肩を竦めるマットに、トーマスも首を傾げながら扉に向かう。

　廊下には誰もいなかった。周囲は静謐に包まれていて、遠くの方でワゴンを押す音がするぐらいか。

「誰かいた？」

「いや」

　気のせいだったのだろう。

　席を立つマットは、戻ってくるトーマスの肩を掴むと蒼色の瞳を細めた。

「じゃあいいや。待つよ。その代わり、ほだされるな、絶対に」

　相手は父さんの仇だから、と吐き捨てるように言うと扉に向かう。

「復讐を終えなければ俺らはもとに戻れないんだ。わかってるよね、兄さん」

「ああ……」

「じゃあ、いい。また後で」

　わかっている。

　その言葉を、しかし口に出せずに曖昧にその背を見送ることしかできなかった。

　リュアンは人質だ。愛するのはフェイクだ。嘘であり続けなくてはマットに示しがつかないし、それに何より父の復讐の邪魔になる。

　彼女は片棒を担いだ仇の娘。いつかは手放し、醜悪な目に遭わせなくてはいけない。

　──本当にそんなこと、できるのか？

　自問する声に視線を逸らし、トーマスは近くのソファに腰を下ろした。

　見上げる天井は真っ白で、罪で汚れた自らを蔑むように見下げてくる。

「俺は、いつから彼女に……」

　頭痛に顔を顰めるように、トーマスは眉根を押さえた。

　その時だった。

「──こ、困りますっ！　あ、のっ、ちゃんと……！」

　廊下から慌ただしい声が聞こえたのは。





　　　　　◇◇◇






　着替えを済ませたリュアンは、廊下を歩いていた。

　歩くたびに揺れる胸元や腰につけられたフリルが特徴的な鮮やかな新緑のデイドレスを身に纏い、ある場所へと向かう。

　館の探検は未だにしたことはない。部屋からあまり出してもらえなかったのもあるが、身の回りのことはすべて部屋の中で完結してしまうのだ。

「広すぎて迷うわ、ここ」

　赤絨毯の敷かれた二階。

　玄関口であったホールに出る方法はわかっていても、それとは真逆の道を辿り──こうして屋敷の裏手を望める窓ガラスの並ぶ廊下に出て、リュアンは首を傾げた。

　街景色以上に遠くに見える山稜、近くを流れる清流は然ることながら、その先、微かに見えるキラキラと陽光を反射する青色の大海にアザレアの瞳を見開く。

「わぁ……」

　思わず窓の枠に乗り上げようとして、はしたないとリュアンは咳払いする。

　それでも輝かせた瞳は大海から避けられず、山と平地ばかりのフローネ領との違いを改めて認識する。

　ここは王都にほど近い領土。トーマスは侯爵さまで、資財調査の任をシルベール国王さまから賜っている。父も王の森の管理者という任を頂いてはいるが、彼のそれはその上位だ。

　国の資産を守る手合い、父は彼の一助として活躍していたことになる。

　密猟さえなければ、と思い出す記憶にリュアンは眉尻を下げた。

「お父さまは……どうしているかな」

　トーマスと父を残して去った仮面舞踏会の庭園。

　あの後、何が起こったのかは知らされていない。知らされていないからこそ、リュアンは不安でたまらなかった。

　口にすればよかった言葉が喉をつっかえて何も言えないまま、ただ流されるように夜を共に過ごし続けてきた身としては今さらなように思えるけれど。

　事実は事実。父の罪が消えることはない。

　告白をしてしまえばフローネ家が失墜することは必須だろう。リュアンも、父も、使用人たちはそれこそ路頭に迷うことになる。

「でも、罪だもの。言わないと」

　はっきりと思い立って、リュアンは奮起する。

　これまでずっと流されてきたのだ。今すぐに言わなければと踵を返すリュアンは、もう一度だけ微かに見える大海にぱぁっと笑顔を咲かせてから、トーマスの書斎を探る。

　ここかしら、あっちかな、と探し、立ち止まって礼をする使用人の心配は「いいの、大丈夫」と笑顔で断って、リュアンは自らの手で探す。

　ある意味ではきっと冒険を楽しんでいたのかもしれない。行き過ぎた正義感ゆえに、フローネの罪を告白する試練のように感じていた探訪が、宝探しになっていたのは言うまでもない。

「……あれは」

　と、三階に上がったところで半開きの部屋を見つけた。

「───と、──」

　部屋から聞こえてくる声がトーマスのものだと気づいたリュアンは、そっと近づいていく。

　彼は誰かと話しているようだった。

　あまり姿を見たことはないけれど、トーマスには弟がいるという。ルルが言っていた彼は、トーマスとは色違いの蒼色の瞳をしていて、髪色は一緒なのだとか。

　人柄もよくて、柔らかくていい人なのだと口にしていたルルは少し頬が赤かったような気がする。きっと好きなのかなと思いながら、彼の特徴を耳にしていた。

　兄弟が話しているのは普通だろう。訪問者があるような話もないし、午前中は執務だとトーマスは言っていた。午後はリュアンのところに入り浸ることも多いが、ちゃんと仕事をしている。その確認と言ってはなんだが、しかし興味がそそられるのは言うまでもない。

（トーマスさまは一体どんな……）

　扉に近づき、耳を澄ませる。

　邪魔をしないように足音を静め、息を整えた。

「──まだあの女は使えるんだ。フローネ子爵は確かに黒だった。だがその裏にいる男を誘い出すには、リュアンがまだ必要だ」

「……え？」

　胸に響くような低声が、リュアンの心に刺さる。

　まだあの女は使える？　誘い出すために？

　まるで人質のような言い方に、リュアンははっとする。

　彼がここに連れてきたのは、愛妾にするためではない。連れ去る理由付けでしかなかったそれを、こちらが本気に捉えてしまっただけだ。

　彼からしてみれば、愛しているという言葉も、肌を交わす閨のひと時も、まるでそれが計画のための一部であるかのように、感情に一切のブレなくこなせるのだ。

　けれども、そのまるで無感情のような物言いに頭の中がごちゃごちゃしていた。

「今は警戒を解いている途中だ。もう少しで僕の手駒になる。それまで待ってくれないか」

「……！」

　頭が痛くなってしゃがみ込もうとすると、席を立つ音が聞こえた。

　トーマスだろうか。

　見つかったらきっと怒られるだけでは済まない。

　彼の言葉は聞いてはいけないものだ。リュアンが見ていていいのは、自分を愛してくれるトーマスだけで、手駒として調教しようとする彼の別側面じゃない。

「……なんで」

　見たくはなかった。聞きたくはなかった。

　心惹かれ、すでに彼でいっぱいの胸が軋んだ音を立てる。

　踵を返して、リュアンは歪む視界に頬を震わせる。

「誰だ」

　刺すような声にびくんと肩を上気させて、しかし足は止めなかった。どこかに身を隠そうと、足音を立てないよう絨毯の上を急いで走り、リュアンは階段の踊り場へと身を潜める。

　胸を突き抜けそうなぐらい激しく心臓が脈動していた。

「……トーマスさま、なんで？」

　呟かれた言葉は彼に届くことなく、リュアンの中で反響する。

　自問にもならない彼への疑問を、どうにか解消しようと頭を捻る。しかしどうにもならなくて、リュアンはその場で膝を折った。

　スカートがふわりと絨毯の上に広がって、梳いてもらった金の長髪を床につける。

「嘘だった……の？」

　彼の言葉は全部嘘で、リュアンをこの場に留めておくための謳い文句でしかなかった。

　それを確証づけるような言葉はさっき聞いてしまった。この耳がしかと覚えていて、彼の声音を忘れようとしてくれない。

「やだ……そんなの、やだよ」

　暴れまわる心臓は落ち着いて、代わりに渦巻く黒い感情が全身を包んでいく。朝目覚めた時のように気だるくなって頭を振る気力も湧かない。

「じゃあ、いい。また後で」

「……ぁ」

　それでも、廊下を歩く音にリュアンは顔を上げて、急いでその場から逃げ出そうとした。

　会話の中心にいた人物が近くにいたと知られればどうなるか、恐ろしくて想像もできない。

　壁を伝って身体を持ち上げようとして、リュアンは躓いた。

　見つかりたくない。何も言われたくない。

　ただ愛されているままでいたい。

　最初は勘違いだったとしても、今では最愛の人なのだ。裏切ってました、と先の言葉を信じるには心がもたなかった。

　だから、まだ少しの間は騙されていたい。

　彼の思うまま、人形でもいいからずっと愛していて。

　目尻に溜めた雫を手の甲にふるい落として、リュアンは立ち上がる。

　躓いたその拍子に脱げて行方不明になった片方のヒールの靴を諦め、顔を上げた。

　──その時。

「おお、久しぶりじゃないか、リュアン」

「──こ、困りますっ！　あ、のっ、ちゃんと……！」

　二階との中間、踊り場から見知った声が手を広げて、リュアンを見ていた。

　短い白髪に、鋭い黒瞳を柔らかく緩め、厳つい面立ちに似合わない笑みを浮かべて。

　自ら老骨と蔑み、父よりも背が高く細く、筋骨の整った彼には誰も逆らえない。

「トバリスおじさま……」

　伯爵の名を呟くリュアンに、トバリスは「おや？」と首を傾げた。

「せがれとの婚姻はどうした？　お父上から誘拐されたと聞いていたが、まさか、このような場所にいるとは思わなかったが？」

「それは、その……っ」

「ウィルソン家が誘拐に関わっていたということか？　ああ、いや、言わんでもいい。言えないのだろう？　私がなんとかしてやろう。そのために来たのだからな」

　言い訳を考えようとしても、頭の中が真っ白で何も言葉が出てこなかった。

　口をぱくぱくとさせるだけのリュアンに、しかしそれをわかったように口にする伯爵の言葉は、どこか引っかかる。

「あの、すいません！　いいですか！」

　と、そこで。

　給仕服を着た子どものようなルルが、トバリスの隣で跳ねていた。

「ですから、勝手に上がられてはいけないと再三申し上げているのですけど……」

「どうしてだ。私は浚われた娘を助けに来たのだ。それをなぜ、咎められなくてはいけない」

　ほれ、と手差しされ、リュアンは迷ったように視線を彷徨わせる。

　庇うように頭を振るルルは、天井を見上げるように顎を上げて否定する。

「リュアンさまは浚われてきてなどないです！　だって、現にトーマスさまと愛し合っていて」

「愛し合う？　無理矢理ではなく？　よほどおかしなものだ。なあ、リュアン」

「いえ、私は……」

　トバリス伯爵の言うことも、ルルの言うことも正しい。

　浚われてきた先でトーマスと愛し合っているのだ。意見は食い違いながらも間違いではない。

　返答に戸惑う。躊躇することはないのに、しかし口にしていいものか迷う。

　ルルは浚われてきたことを知らないようだった。当然だろう。主人がどこからか連れ去ってきた娘を囲っているなどよくはない。むしろ、浚われてきたという反応をしなかったリュアンこそが一因でもあるような気もしたが。

　次の一言が出ないでいると、伯爵がリュアンに手を差し伸べた。

「ほら、来い。腰を抜かしているなら、抱き上げてやらんこともないが……せがれの相手だ、容易に肌に触れていいものではなかろうに」

「だからですね、リュアンさまは」

「うるさいぞ、メイド風情が」

「きゃっ」

「ルル！」

　虫を払うように手で払われ、ルルはその場にしゃがみ込んでしまう。

　腰は自然と上がり、片方だけ靴を履いたバランスの悪いまま、リュアンは階段を降りた。

「大丈夫？　怪我は？」

「大丈夫です、ルルは……でも、それより」

　ルルに駆け寄ると、リュアンはきっとトバリス伯爵を睨みつけた。

「どうしてこんなこと！」

「動けるではないか。行くぞ、リュアン」

「やっ……離して、離してください！」

　強引に腕を掴まれ、立たされると階下へ引きずられていく。

　こちらの物言いに興味を示さない老骨の腕は、岩と対峙しているように動かなかった。

（どうして……こんなの、助けて）

　胸の内に叫ぶ声に従って、視線は上に向かう。

　トーマスがいただろう半開きの扉へと希望を向けるアザレアの瞳は濡れ、頬に雫を落とす。

「リュアン！」

　刹那、よく見えない濁った視界の中に暮色の髪が揺れた。

　トーマスだった。その後ろに同じ髪色の青年を連れ、顔を険しくしている。

「トーマスさま……っ！」

　思わず、リュアンは彼の名を叫んでいた。

　盗み聞いてしまったことを差し置いても、助けに来てくれたことに込み上げてくる歓喜を止めることはできない。涙を拭って見つめるその先には、やはり愛しい人がいて。

　彼は柳眉を顰めながら、リュアンからトバリス伯へと視線を流した。

「なぜ、あなたがここにいる」

「遅い登場じゃないか、ヒーロー。いや、違うな。怪盗か？　盗人か？　賊には違いないな、ウィルソン侯爵。貴様の悪業は私が知っている。舞踏会では見事だった。私の興味を惹き、暗殺でも企んでいたか？　ナイフを持っていたそうだな？　身内だけと安心してボディチェックをしなかったのが失態だった」

「……そこまで知っていて、なぜ何もしてこなかった」

「貴様の言う、証拠集めに時間がかかったせいかな」

　歯噛みするトーマスを、伯爵は鼻で笑うように睥睨する。

「賊のような真似事をしたところで、私の尻尾を掴んだ気になるな？　いや、掴めていないか。あれも完全には口にしなかったようだ。父の中途半端な真似事をするからこうなる」

「んっ……！」

　腕を引き寄せられ、リュアンはトバリスの腕に捕らえられた。

　顎を掴まれ、気丈に睨み返す姿を嬉々として舌なめずりで応ずる伯爵はトーマスを見上げる。

「フローネ家への侵入、及び娘の誘拐、及び招待状の偽装……最後のはあっぱれだが、まあ、直近の罪を挙げればこの程度か。その前に何をしていたかは調べれば見通しはすぐにつくが……」

　ため息を吐いて、にっと伯爵は笑う。

「不問にしてやる。リュアン・フローネを返すならば、それもやむなしだ。一人娘を助けたい父のため、せがれの結婚を成就させるため、貴様らは罪を免れる。お互いに損はない取引だと思うが、どうだ？　応じないか？」

「であれば、あなたも当家への無断での侵入だ。これは罪とならないのか」

「自分を棚に上げることはせんよ。罪人の家宅に押し入るのにどうして理由がいるだろうか？　私は勇敢にも浚われた娘を助けた英雄だ。しかしてウィルソン侯爵、貴様は誘拐犯として処罰される。わかっているか？　父の顔に泥を塗り、命さえも棒に振るのだ。貴様は不幸極まりないな」

　高笑いに伏せると、トバリスはその瞳をぎらつかせてトーマスを睨み上げた。

「反論がなければ連れ去るぞ？　私は寛大だ。十秒待ってやる。その間によい言い訳でも探すがいい。十、九……」

「……っ」

　ルルは心配そうに見上げ、トーマスの後ろに控えるマットは悔しげに目を逸らした。

「……トーマスさま」

「六、五……」

　刻まれる秒数に、彼は顔を歪ませた。

　悔恨に伏せる翡翠の瞳には、以前のような気迫は失われていて。

「──いい。連れ去れ」

「なんと？　今、なんと言った？」

　わざと訊き返すように、トバリス伯爵は耳に手を添える。

　苛立ちを抑えるようにして視線を逸らす彼は、吐き捨てるように言った。

「連れ去れ、と言った。間違いはない。その女は人質として浚った娘だ。必要な情報が得られた今、彼女に用はない。伯爵の寛大な処置、大いに礼を言おう」

　背を向ける彼は震えていた。

　憤慨を堪える火山のようにその身を震わせるだけに留め、平静を装っている。

「……どうして？」

　いつの間にか、声が漏れていた。

「私を愛してくれていたのではないのですか？」

　縋るように問う言葉は、先ほど否定されたばかりだ。

「トーマスさま、私もあなたを愛しています。だからどうか、その顔を……ねえ、トー」

「言うな。僕は君のことなど……っ」

　首だけ振り返り、逡巡するような翡翠の瞳は伏せられた。

　どうして瞳を見てくれないの。どうして目を逸らそうとするの。

　言いたいことはいっぱいあった。

　しかし、次に開かれた彼の瞳は冷酷な光を宿していて。

「──君のことなど、愛していない」

「…………」

「父を殺した男の娘など、愛することなどできるわけないだろう」

「どういう、ことですか……？」

　繋がれた腕を引くように、リュアンは一歩前に踏み出していた。

「お父さまが、なぜトーマスさまのお父さまを殺すなんて……そんな、こと」

「君は憶えているはずだ。馬車に轢かれそうになったところを、僕の父に助けられたのだから」

「え……？」

　一生懸命になって首を振るリュアンは、彼の一言にその動きを止めた。

　記憶を辿ることはない。

　命の恩人など、記憶の中には一人しかいなかった。

　黒づくめの衣装で、目元に黒い仮面をつけた、優しげに微笑む男性の姿。

　彼はゆっくりと近づいて、その頭に帽子を被せると言ったのだ。

『また会おう、かわいいお嬢さん。君のお父さまたちが向こうで待っている』

　その通り、父は彼が指さした方角に立っていた。

　表情は憶えていないけれど、それでも涙ながらに抱きしめてくれた。

　その後のことは、憶えていない。振り返ると彼の周りに人だかりができていたし、手を引く父に、戻る選択ができなかったから。

　──と。

　歪んだように、記憶の中の彼の顔が、昔日の恩人の顔が、変化していった。

「そんな……そんなの」

　彼は、黒仮面の代わりに血に目元を濡らしていた。

　思い返せば、彼は寝ていて、這いずるようにリュアンに近づいてきていた。

　震える手で帽子を被せてくれて、気丈に微笑むその笑みは痛々しくも感じる。

　子どもの記憶などそんなものだ。英雄のフィルターがかかって、真相が見えなくなってしまっていた。

　トーマスは言う。

「思い出したなら、去れ。あの事故は偶然じゃない。人為的だ。君というミスが介在しただけの、ただの殺人だったんだ」

「じゃあ、あなたは、本当は」

「僕は忘れ形見でしかない。君の追い求めた怪盗さまとは別人だ」

　話は済んだとばかりに、伯爵に腕を引かれた。

　トーマスは背を向け、何かを拾い上げるようにその足元に手を伸ばす。先ほど脱げ落ちたヒールの靴だった。彼は片足分だけのそれを見つめるだけで、振り返ることはなかった。

「では貰っていく。貴様の罪は不問にする代わりに、もう我々に関わるな。いいな？」

「……ああ」

　短い返答に満足げな笑みを浮かべると、トバリス伯爵は階段を降りた。

　ホールへと降り立ち、集まる使用人の視線に晒されながら、リュアンは玄関口に立った。

「どうした？　名残惜しいのか？　大丈夫だ、お前にはせがれがいる」

「…………」

　一際強く腕を引かれ、躓くようにしながらリュアンは従った。

　瞳は濡れ、頬を伝い落ちる雫は止めどなく溢れる。

　悲しいのだろう。悔しいのだろう。

　内在する複雑な感情は、しかし誰に向けられるでもなく胸を満たしていくばかり。

　リュアンはしばらくして振り返った。

　足を引くように歩いて、馬車の置かれた広間まで行く道すがら、縋るように館を見つめる。

　好きだった。愛していた。

　否定された言葉は胸を裂くような激痛だったのに、どうしてか溢れる涙は温かい。

「……っ」

　両扉が開かれた玄関口には、トーマスが立っていた。

　荒い息をついてリュアンを見つめる彼は、しかしその場から動けずにいた。

　彼は民を守らなくてはいけない。使用人を、その他多くの守るべきものがある。そのために個を犠牲にするのは普通だ。切り捨てることが容易なものから捨てていくのが普通だ。

　それでも。

（私だけは、選ばないでほしかった）

　見つめ合う彼の瞳が何を訴えているのかはわからない。

　それでも微かに動いた口からは、読もうとせずとも声が届いた。

　ああ、きっとこれは幻聴なのだろうと思っても、信じずにはいられなかった。

「──すまない、リュアン」

　彼の謝罪を最後に、馬車の扉が閉まった。

　御者によって馬が歩みを始め、街へと繰り出していく。

　遠くなるウィルソン邸に、胸を締めつけられるのはなぜだろう。

　この溢れ出てくる感情は一体何なのだろう。

　答えは誰も教えてくれない。

　いや、教えてくれない方がよかった。

　教える者がいれば、耳を塞いでその言葉を聞くまいと思った。

　腕を組むトバリス伯爵の傍らで、リュアンは嗚咽を漏らし続けた。






　五話　離れた手を繋いで






　梟の子守歌を聴きながら眠る日々は懐かしい。

　少しだけ固いベッドも、心もとないベッドサイドのランプも、決して広くはない寝室も。

　すべてが遠い記憶の中にあるものと変わらず、リュアンは天蓋を見上げる。

　時刻は夜半を回っていた。

「この枕も、好きな香りのまま……」

　きっとアリアが花の香水を塗してくれたのだろう。

　眠れない夜でもリラックスできます、と枕にいつも一吹きしてくれるのだ。

　思えば、アリアとは長い付き合いだった。トーマスに浚われた時、彼女とも別れを考えたけれど、やはり戻ってきてみれば離れられない関係だったのかもしれないなと改めて思う。

（それでも、私は……トーマスさまと）

　一緒にいたかった。

　ずっと、変わらずあの生活を続けたかった。

　人質だったとしても、嘘だったとしても、知らなければそれでいい。

「それに、トーマスさまは……」

　曖昧だった記憶が鮮明になって、初めて理解した恩人の姿。

　黒仮面なんてつけていない。怪盗でもなかった。黒づくめだった姿と、血で濡れた目元が想像する怪盗の姿に似ていたのだろう。

　自分を助けるために命をかけた彼の意志は子に引き継がれ、リュアンのもとに戻ってきた。

　また会いに行くと言った彼の言葉は嘘じゃなかった。

　彼の子が、リュアンの前に現れたのは偶然じゃなかったのだ。

「運命の人だなんて言ったらちょっと浮かれすぎかもしれないけど、でも」

　愛していないと口にした彼の言葉を忘れて。

　すまないと謝る彼の言葉を否定して。

　嘘だと断じた言葉を信じて。

　あの日々に戻ることができるのなら。

「なんてね……そんなの、あり得ないのに」

　自嘲気味に笑って、リュアンは瞼を閉じる。

　明日にはドレスが来てしまう。

　トバリス伯爵の嫡男との結婚は明後日に控えている。

　すでに式場としてクリプト修道院の所有する教会は押さえられ、ドレスも特注のものが用意されていた。採寸などはした覚えはないが、恐らく残していたドレスに合わせて作られたのだろう──純白のウエディングドレスは、望まなくとも少しだけ期待してしまっている自分がいる。

　きっと美しいのだろう。

　それをトーマスの隣で着られないことは残念だけれど、それでも。

「……」

　梟の餌鳴きに、眠るのを渋るようにアザレアの瞳を開く。

　ベッドに広げられたブロンドの髪はさざ波を打つように揺れて、吐息は冷えた夜に溶けていく。

　ぽっかりと空いたように胸を吹き抜ける風にリュアンは丸くなって膝を抱えた。

　トーマスはここにいない。

　今も、これからも。

　手を伸ばしたところで届かないのは、夜空の星と変わらなかった。





　　　　　◇◇◇






「お綺麗ですね……リュアンさま」

　鏡の前に立つリュアンは、アリアの言葉に苦笑を漏らす。

　小鳥が囀る、爽やかな朝。

　純白のウエディングドレスを身に纏うリュアンは、およそこの世のものとは思えないほどに美しくなっていた。

　開けた肩口から覗く肌は白雪のように穢れを知らず、刺繍の施されたレースはふわりと広がる白地のスカートに映えていた。海岸の岩場に乗り上げた人魚のように優雅に揺らすドレスの裾野は風を奏でるように波打つ。

「……これが、私」

　仮とはいえ、施された薄化粧はリュアンに似合っていた。

　紅く塗られた唇は薄く開かれ、アザレアの瞳が驚いたように鏡の中から見つめてくる。

　彼女は美しい。華美でもなく、豪奢でもなく。

　着飾られることのない美貌はドレスと相まって精緻なる美を体現している。

「リュアンさまを隣に置く男性はさぞ自慢できることでしょうね。だって、こんなに美しいんですから。一言じゃ足りないぐらいに」

「大げさよ、アリア。あなただってドレスを着れば美しいでしょ？　眼鏡も少し小さくすれば、元々整った顔なのに」

「いいんです、私は。それに眼鏡はこれじゃないと見えないので、仕方ないんです」

　肩を竦めるアリアに、「そっか」と笑みを滲ませるリュアン。

　窓から差す斜陽を反射し、星屑を撒いたように刺繍が輝く。サイドテーブルに乗せた銀のティアラが幸せを象徴するように埋め込まれた宝石を七色に変化させた。

「明日には、もう式が始まるんだ……」

　とんとん拍子に事は進み、もっと先だと思っていた結婚式はすでに目前まで迫っている。

　早い。時間の流れが恐ろしく早くて、思わず年のせいにしたくなる。

　けれども、理由は判明していた。

「……」

　鏡に映る自分が眉根を下げる。おや、とアリアが心配そうに鏡越しに見つめるが、リュアンはううん、と首を振った。

「大丈夫、気にしないで」

　人生なんてわかりきっている。

　政略結婚は貴族の嗜み。恋愛なんて物語の中だけで、決められた相手と過ごすうちに愛をはぐくむのが当然のことだ。

　とはいえ、取り決め通りの人生はつまらない。本の中で、或いは噂の中でレールから逸脱した男女の話を目にするたび、恋愛に憧れるリュアンは目を輝かせずにはいられなかった。

　だから、トーマスに恋をした。

　幼少の記憶に存在する怪盗さまに相似する、彼の姿を見た瞬間に。

　正体を明かそうと、否定されようと湧き続けた感情は運命と言っても過言ではないだろう。

　子爵令嬢という殻を捨て、彼と愛し合った日々。

　蜜月の閨は最初苦しくとも、後になって心地よくなった。

　快楽に身を委ね、逞しい腕に抱かれる。想像するだけでも下腹部がじんと熱くなる彼の抱擁に、リュアンは寂しさに自身を掻き抱くように腕を回す。

「素材もいいわ……うん、これなら明日も大丈夫ね」

「ええ、盛大な式にしましょう！　リュアンさまならドレスがなくとも、大衆の目を一手に集めてしまうことでしょうね。はあ……明日が楽しみです」

「ありがとう。私よりも楽しみみたいね、アリア」

「あっ、いえ……そんなことはっ」

　いいの、とリュアンは慌てるアリアに笑みを向け、近くの椅子に腰かけた。

　吐いた嘘を信じ込ませるようにドレスの生地をつまむ。滑らかでひんやりとした触り心地は、さすがに相手が伯爵の嫡男というだけはあった。

（トーマスさまにも見せたいな……）

　そうは思っても、別の男との結婚式で披露するドレスだ。彼に見せたところで喜んでもらえるはずもない。ましてや、愛さえ否定されたのだ。未だに彼へと執着する意味などありはしない。

　怪盗と人質の間に愛が介在することなどありえなかった。

　真実を突きつけるような心の声に、リュアンはため息をつく。

「……脱ぐわ、これ」

「もう脱がれるのですか？　お父さまにお見せするとか……」

「しない。見せたところで……でも、話はあるけど」

　思い出したように立ち上がると、リュアンは吐息を漏らす。

「呼ぶのもご足労をかけるし、汚れてもイヤだし。着替えて行くわ。手伝ってくれる？」

　アリアを傍に寄せるリュアンは、肩に手をやった。

　鏡に映る自分を一瞥する。

　仏頂面で見返す鏡の中の自分は納得していないように口にする。

　──本当にいいの？

　親が取り決めたことを、もう否定しようなんて思わない。

　父の上にはトバリス伯爵がいる。トーマスのもとに戻れば迷惑がかかるのは必須だ。よもや処断される可能性があるなら、関わることはできずとも生きていてくれた方が嬉しかった。

　だから、望みのない人生は諦める他ない。最大限、好きになれるように努力しよう。

「さようなら、昨日までの私」

　結晶となった彼への想いが闇の底で砕けていく。

　呟く言葉を吐き捨て、ウエディングドレスを脱ぎ去った。
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　手を離したことを後悔するのはおこがましい。

　罪に問われないだけマシだと思え。彼女は重荷だった。一人の方が気楽だった。

　マットの言う通りだ。彼女は早急に捨て置くべきだったのだ。この家に招いた時点で、フローネ子爵に家族を失う絶望を味わってもらえばよかった。

「……それでは、あいつと同じか」

　狡猾に細めた黒瞳が、脳裏に甦る。

　サックス・トバリスの悪業は知れている。しかし物証も何も残さない彼を追及することは叶わなかった。

　口伝に広まる噂や悪態によって届く情報は正確ではない。けれども、王対派の中から漏れてしまえば、誇張されていたとしても不満の具現として残る。

　フローネ子爵の件で彼が顔を出したのもそうだ。

　修道院の密猟を阻害されたくない──資金源となる王獣を手放したくないのだろう。闇市に流せば高値で取引される王獣は、その頭数も生息域も限られている。

　シルベール王国が所有する森林──王の森にだけ存在する鹿を効率的に狩るには、管理者を買い、黙認させなくてはいけない。継続的な狩猟を確立させるため、継続が困難な状況に陥った場合に、いつでも手を切れる存在の確保も必要だ。

　そこで彼が目をつけたのは、クリプト修道院だった。

　教会からの目が遠のき、廃退の一途を辿る彼の修道院に救いの手という罪の片棒を差し伸べたのだ。彼らが手を取り、今に至るのだとすれば被害者とも言えるかもしれない。あくまで想像の範疇でしかなく、語れることなど父の手帳に書かれた走り書き程度でしかないが。

　修道院の実態にトバリス伯爵の手がどれほど伸びているのか。その詳細を知ることも確かに重要だ。伯爵を追い詰める起因になるのなら、なんだって使うべきだ。

　だからこそ、今は動くべき時に来ている。

「僕がするべきことはもう決まってる」

　賑やかな街並みは、トーマスの領街と比べれば差は開いていた。

　建築様式も、商品も、民でさえ。

　しかしここは笑みに満ちている。対比しても大差ないほどに。

「よいところで育ったようだ」

　陽は高く、夜は遠かった。

　騒々しい市場を通り、顔を隠すために口元に布を巻きつけたトーマスは感心したように周囲を見渡す。警戒の意味も込めた目配りを欠かさずにいると、やがて果実の屋台に目をつけた。

「意外と早かったな」

　大きな買い物かごを持った給仕服の女性が一人、店主と話していた。

　小柄な輪郭に似合わない大きなレンズの眼鏡に黒髪、その融通の利かなそうな目元は確かにあの日、リュアンと会うために脅したメイドに似ていた。

　この領地においてメイドを雇うのは子爵以外に誰がいよう。リュアンの傍付きであればなおさら好都合というものだ。

「お嬢さまにもよろしく言っておいてくれよ」

「はい、ありがとうございます」

　深く礼をしてから、サービスに貰ったリンゴに笑みを漏らして彼女は人ごみを歩く。

　並走するように歩幅を合わせるトーマスは、数歩先に細い路地を見つけ──タイミングを計って彼女の手を取った。

「……ぇ」

　一瞬の出来事だった。

　喧騒から離れ、薄暗い路地裏に連れ込まれたメイドは、慌ててトーマスの腕を振り払った。

「あ、あなたは一体……!?」

「やっぱりそうか」

　自分の身体を守るように胸を隠す彼女は、トーマスの返事に困惑しているようだった。

　首を傾げながら、振り返ったトーマスの顔を凝視する。

　顔の下半分は布で隠された彼は、目元だけ笑いかけて言った。

「久しぶりだな。アリア」

「なんで、私の名前……」

「これを見てもわからないか？」

　懐から出した黒仮面を目元に被せると、トーマスは変装用に巻いた布を取り払った。

　アリアが目を見開き、瞳を揺らす。

「……あなたはっ」

「声を上げるな。僕に協力してほしい。リュアンのことだ」

　敬愛するお嬢さまの名前を出すと、アリアは親の仇を前にしたように顔を険しくする。

「あの時、約束を破っておきながらよくそんなこと……！　お嬢さまがいなくなってどれだけ心配したか、あなたには理解できないでしょう！」

　サービスに貰っていたリンゴを投げつけ、アリアは叫ぶ。

「私はあなたを信用しない、できません。脅されようと、今度は屈しない。ようやく帰ってこられたリュアンさまを、どうしてまた手放すような真似ができるとお思いですか……！」

「待ってくれ。話を最後まで聞かないか」

　彼女の腕を掴み、トーマスは壁に押さえつける。

「離して！　叫びますよ!?」

「もう十分に喚いているだろう」

「だかむぎゅ!?」

　片手に受けとめたリンゴを返すように、彼女の口へと押しつけた。

「そのお嬢さまが無理矢理に結婚させられようとしているのを、お前は黙って見過ごすのか」

「……れはっ」

「わかっているだろう、お前は。お前ならリュアンのことを」

　黙するアリアは、逡巡するように視線を彷徨わせる。

　トーマスは続ける。

「この婚姻には裏がある。戦略結婚ならまだいいだろう。だが、子爵のように、罪の片棒を彼女にも負わせる真似が君にできるか？　知っていながら、罪に溺れる彼女の傍に居続けられるか？」

　リュアンのためにナイフを握ったアリアには理解してほしかった。

　彼女を誘拐した前科者であっても、想う気持ちは変わらないのだということを。

　黙考の後、アリアは口元のリンゴを押し返し、買い物かごを握る手に力を込めて睨み返す。

「そうやって私に片棒を担がせようとしていること、彼らと変わらないのを知ってます？」

　トーマスは鼻で笑った。

「知っているとも。無力な僕ができる最大限の抵抗は、この道しかないこともな」

　悪を制するには悪となる他ない。

　善のままでは御しきれないのは散々理解させられてきた。

　嫌悪した同類の道を歩まねば、闇に差す微光すら見逃してしまう。

　ため息を落とすアリアは、頭を振った。

「信用したわけではありません。ですが、お嬢さまのために今はその話に乗ってあげます。失敗は許さないですから」

　睨み上げる黒瞳に笑みを漏らすと、トーマスはジャケットのポケットから一切れの紙を手渡す。

「そこにある通りに、準備を進めてくれ。僕が必ず救うと約束しよう。絶対だ」

　背を向けたトーマスはリンゴを後ろ手に放ると雑踏に消えていった。

　路地に残されたメイドは、両手でキャッチした赤い果実の下敷きにされた紙を見つめた。
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　古本の香りに満たされた書斎は、お気に入りの場所だった。

　小さな頃はよく父に読み聞かせてもらいながらソファで眠ったものだ。

　それでも、今となっては少しだけ居心地が悪い場所になってしまった場所。

　躊躇したリュアンは、夕食の後に立ち寄っていた。

「どうしたのだ、リュアン」

　奥に置かれたデスクで書類に目を通す父は、息を吐きながら顔を上げる。

「ウィルソン侯爵さまのことについて、お尋ねしたいのです」

　舞踏会の夜、トーマスと父が話した中には、必ずこの話題が入っていたはずだ。彼の言っていた通りなら、父は殺人を犯したことになる。重罪だ。それを免れて十数年と生きてきたのだとしたら、精神がずぶとすぎる。

　彼の名を出した瞬間、顔を顰める父はペンを置いた。

「どこで知った。それを」

「ある人から聞きました。もう、知っていらっしゃるのではないですか、お父さま」

　渋るように唇を濡らして、「ああ」と父は語る。

「トーマス・ウィルソン侯爵だろう……彼の長男の」

「謝罪はされたのですか？　いえ、謝罪などでは済まされないことをしておいて、どうして……」

「仕方がなかったんだ」

　自分で口にして、蔑むように眉間にしわを寄せる父は、吐き捨てるようにため息を落とす。

「お前を護るためには、それしかなかった。理解してくれ」

「だからって、人を殺すことなどあっていいと思っているのですか？」

「当時を知らないから言えることだ。父の状況など、何も知らないくせに説教をしに来たというわけか、リュアン。お前も大人になったものだ」

「そういうわけじゃありません……どうして人の話を聞いてくれないのですか、お父さまは！」

「聞いている。聞いているからこそ、聞かないのだ。耳を塞がなくては私が揺らぐ。今を護るために捨ててきたものを見返してしまうだろう。そうなれば私が私でなくなるのだ。お前にはわかるまい、私の気持ちなど。家族を人質に取られて、人を殺さねばならなかった気持ちなど、どうしてわかろうか」

「……そんなの、わかりたくもないわ」

　仕方なく人を殺めなくてはいけない事態に陥るぐらいなら自害を選ぶ。

　それもダメならただ罰を受けよう。危害を外に向けるより、内で受けるのだ。驕おごった正義だとしても、悲しむのは身内だけで済む。他人の世界を侵すことなく処理できる。

「家族を護るためなら喜んで身体を差し出しましょう。身を切りましょう。私はそうする。お母さまだってきっとそうしたに違いないわ」

「……カトリーヌのことは忘れろ！　あいつは関係など──」

「関係あるわ！」

　ヒールを鳴らし近づき、リュアンはデスクを思いっきり叩いた。

　破裂音が響いて、じんと痺れるような痛みが手のひらから腕に伝わってくる。

　片手を擦りながら、リュアンは瞠目する父に言う。

「関係ないなんて言わないで……家族でしょ？」

「…………」

　あの頃は小さかった。リュアンは力になれなかったとしても、母は生きていた。

　家族が人質に取られているなんて相談はできないかもしれない。それでも、口に出すことで何か別の方策が見つかったかもしれない。結果論でしかないそれを父に押しつけるわけじゃないにしても、母をないがしろにするような言葉は許せなかった。

　だから、謝ってほしかった。母に頭を下げてほしかった。

　ずっと父を励ましていたのは病床の母なのだ。彼女の気力を、どうして無下にできるのか。

　放心したように見つめ返す父は、吐く息を切って視線を逸らす。

「小さなお前を護るには……ああするしかなかったんだ」

「……そう」

　聞いた瞬間、リュアンは背を向けていた。

　父の選択は正しい。

　リュアンが抱くのは理想でしかない。切羽詰まった状況に置かれてしまえば、同じ選択をする可能性がある。だから認めて、否定はしない。

　それでも、望んでいた答えは違った。父の中には、もう母はいないのだ。

「リュアン……明日は」

「わかってる。式はちゃんと出るから」

　足を止めるリュアンは振り返ることなく答え、扉を開けた。

　もうそちらに関しては諦めがついている。何も言わなくても安心していい。

　伯爵に逆らえない父の首に縄をかけるようなことはしないから。

「失礼します、よろしいでしょうか」

　リュアンが出ていってすぐ、父の書斎を叩くメイドがいた。

　誰だろうと思いながらも振り返るのに気が引け、リュアンはそのまま歩を進めた。
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　朝を迎える頃には、気分は晴れていた。

　微睡まどろみに貼りついた瞼を剥がすのに苦労したくらいで、他は何もない。

　強いて言うのならば、そう。

　ベッドの真ん中で寝ればいいのに、いつも左に寄って目覚めることだろうか。

　心の隙間を広げるように冷たいシーツに触れるたび、彼の残り火を探して撫でる癖がついてしまっている。現実に戻って苦笑いを浮かべると、途端に胸が苦しくなってしまう。

　だから、もうそんな自分と決別するようにリュアンは頬を叩いた。

「あ、ダメです。リュアンさま、お化粧が」

「っ……ごめんなさい、ちょっと緊張しちゃって」

　ここはもう、フローネ邸の自室ではなかった。

　窓の外には白壁と草原が広がる景色が迎えるフローネ領街西方、クリプト修道院の中だった。

　姿見の前に椅子を置き、化粧を施されていたリュアンは、先日の純白のウエディングドレスを身に纏って式を前にしていた。

　鏡に映ったアリアの心配する顔を見て、リュアンは眉を八の字にして困ったように笑う。

「大丈夫。館の二階から飛び降りるじゃじゃ馬でも、心臓には毛が生えてないんだから」

「リュアンさまの心臓は綺麗ですよ。そんな、毛が生えているとか……」

「そう？　毛むくじゃらなら少しかわいい気もしたけれど」

　とはいえ、体内にあると考えればアリアの渋面も頷ける。

　ふふ、と微笑んでリュアンは白波を立てる袖を伸ばす。

「やっぱり綺麗ね。今日もお天気だし、絶好の式日和だと思わない？」

「ええ、リュアンさまの結婚を天も祝福してくれているんだと思います」

「そうかしら？　だったら、嬉しいかな」

　トーマスのもとを離れた甲斐があるというものだ。

　この選択で間違っていなかったと神様も言っているのだろう。

　鳥籠に戻る選択は、自由を得るよりも確実な未来が築ける。

　自分だけじゃなく、彼の未来すらも。

「これでよかったのよね」

「え？」

　訊き返すアリアに、首を振る。

「お化粧はばっちり？　もうよさそうだけど」

「ええ、完璧です。もとより白い肌を際立たせるように、他の色を少し濃くしてみました。どうでしょうか？」

　姿見の前から動いて、アリアは化粧の出来をリュアンに見せる。

　磨き上げられた鏡面に映る先日の朝に見かけた少女は、さらに美しくなってそこに座っていた。紅を引いた唇をきっちり結び、緩んだ頬に乗せた桃色が愛らしさをプラスしている。

　結い上げた金髪から覗く滑らかな首筋に触れると、リュアンは頷き笑みを作った。

「よさそう。アリアは上手ね、本当に」

「いえ、そんなっ、お嬢さまの晴れの舞台ですから、気合を入れずにはいられなかったんです」

　照れたように眼鏡を両手で押さえるアリアは、化粧道具を片付けてドレスの裾を確認する。

　踏まないように歩かなくてはいけない特注の長裾を綺麗に伸ばす。

「ドレスも大丈夫そうですね。あとは式の準備が終われば、という感じでしょうか」

「そっか、もうなんだ」

　長いようで短いその時間に、リュアンは息を吐く。

　小鳥の囀りは遠かった。民の喧騒も、慌ただしい使用人たちの声も。

　独りぼっちになったような感覚の最中、リュアンは立ち上がる。

　これから結婚するのだ。あまり好きでもない男の人と。

「実感湧かないなって言ったら怒る？」

「……いえ、怒りません。実際、私も同じ気持ちなので」

「そう、だよね。そうなっちゃうよね、やっぱり」

　こちらに戻って一週間と経たずに式の日取りは決められ、ドレスを着させられているのだ。

　姿見に映る自分を見つめ、リュアンは笑顔の練習をする。

　段取りも何も、性急な進行のせいで式の進め方は父や伯爵辺りしか把握していない。心配は要らないというように伯爵と段取りの調整に向かい、控室に取り残されたリュアンはただこうして暇を潰す他ないのだ。

　無理矢理に笑って、頬を引っ張って、口の端に指をかけて。

　いろいろ試しながら、上手くできない笑顔を模索する中で、ふとトーマスの姿が脳裏を掠めた。

　あの日、仮面舞踏会の日。彼が着ていた白のタキシードを思い出し、リュアンは微笑む。

「……あ」

　すると、つーっと頬を熱いものが伝う感覚があった。

　鏡の中の彼女に触れるように、リュアンは自身の頬を撫でる。

　涙だった。無意識に流れた一筋の雫が、心の渇きを示すように幻覚をそこに映していた。

（トーマスさま……）

　姿見に映ったリュアンの隣に、細身の白のタキシードを着た彼が立っていた。

　リュアンに笑いかけるように肩を寄せる彼の温もりは、現実には触れることはできない。だってここにはいないのだから。彼は、遠い領地にいるのだから。

「リュアンさ……あ、お化粧が」

「うん、ごめん。もう一回してくれる……？」

　急いで化粧道具を出すアリアに笑いかけ、再び腰を下ろす。

　指先で拭った涙の温もりはトーマスのものに似ていた。毎朝、愛し合った残り火は今でもその温かさを憶えていて、柔らかくて優しい香りも憶えている。

　けれどもそれは、振り払わなければいけない。

　彼への想いは塞いだ。彼を好きだった自分とは決別した。

　ここには、伯爵嫡男と結婚するために立つ子爵令嬢が一人いるだけなのだから、切り捨てなくてはいけない。

「──入ってもいいかな、リュアン」

　聞き慣れない柔らかな声が扉をノックする。

「もう式の準備が整ったんだ。共に行く準備をしようかと思って」

「あ、はい……」

　化粧が崩れかけ、未だに着替え途中だ。

　少しだけ待ってもらって化粧を整えると、リュアンは彼を呼び寄せた。

「すまない、タイミングが悪くて」

　入ってくるのは、白のタキシードに身を包んだ優男だった。トーマスではない。

　緩くウェーブのかかった髪を固め、垂れ目にも見える柔らかな印象の目元は笑みで細まっている。背丈は高くないものの、細身の身体には薄く筋肉がついていた。

　彼はユーロ・トバリス。伯爵の息子。

「それにしても、いや……わぁ」

　言葉途中に笑みを咲かせると、ユーロは嬉しそうに口元を手で押さえる。

「いいのかな、こんな綺麗な花嫁を貰って」

「綺麗だなんて……お上手ですね、ユーロさまは」

「いや、謙遜なんてとんでもない！　あなたは世界中どこを探しても見つからない至宝だよ」

　頬を染め、見惚れたように熱視線を送ってくる彼にあまり悪い気はしない。

　父の伯爵と違って、彼の性格はいいのだ。

　言った通りだとアリアが誇らしげに笑みを浮かべると、ユーロが手を差し伸べてきた。

「さあ、行こうか。僕の花嫁」

「……」

　その手を見つめ、リュアンは逡巡する手を数秒かけて置いた。

「ええ。行きましょうか」

　ぎこちない笑みになっていないか不安になりながら、リュアンは立ち上がる。

　長裾を踏まないように後ろでアリアが持ったまま、通路を行く。通り際に立ち止まり、フードを被った修道士が礼をするのに合わせ、リュアンは会釈で返した。

「……？」

　ふと、そこでリュアンは振り返る。

　すれ違った修道士は控室とは反対の扉を開けて入っていった。

　フードの奥に覗く髪が、斜陽に霞む夜闇に染まっていた気がして。

「どうかしたのかい？」

「いえ、なんでも……なんでもないです、ユーロ様」

　黒に近い髪色など、珍しいものでもない。

　捨てきれない自分に瞼を閉じて、リュアンは首を振った。

　あの日々はまやかしだった。

「皆さまがお待ちでしょう？　行かないと」

「ああ、そうだね」

　ユーロが歩き出すと、アリアに視線を送ってその後を追う。

　踏みしめる廊下の軋む音を聴きながら、リュアンは瞳を伏せた。
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「じゃあ、僕は先に」

　教会へと入るユーロに手を振って、リュアンは立ち止まる。

　隣には父がいた。

　正装し、緊張気味に肩を強張らせる彼は、娘の晴れ姿を見ると胸を張った。同時に張り出たお腹がたゆんと揺れて、リュアンはベールの内側からふっと微笑む。

「お父さま、そこまで緊張されなくても」

「お前の晴れ舞台に緊張せずにいられるか」

「一度は通った道なのに」

　クリプト修道院の教会でなくとも、母との結婚を思い出せば変わらないはずだろう。

「親と子では違うのだ。それに私は花嫁ではなく、花婿だった。待つ側は気楽なものだ」

「へえ、そうなの」

「ああ、そうだぞ。だから、彼も気楽なものだろうよ」

　懐かしむように視線を上げると、父はんんっ、と咳払いする。

　そうして腕を出し、「掴まれ」と短く口にした。

　すると歓迎するように木扉が開き、金楽器の音色が解放される。

　今日ばかりは着飾ったアリアがドレスの長裾を持ち、リュアンに笑いかけた。

「行きましょう、リュアンさま」

　夫婦となるための短い儀式。

　共に添い遂げる約束を交わす場。

「……」

　拒んでもいられない。逡巡する間はない。

　開かれた扉の奥では伯爵の傘下や父の関係者が軒を連ねてこちらを見ている。

「すまないな」

　目線を合わせず、まっすぐ見つめたまま父は小声で言った。

「こうするしかなかったのだ」

　言葉の裏に隠された悔恨を慰めるように、リュアンは父の腕を取る。

　瞳は合わせない。ただ前を見て、拍手の海に抱かれに行くだけだ。

「構わないわ。ここに来たのは私の意志だもの」

　伯爵に脅されているのは何もトーマスだけではない。彼の傘下は大体、権力という名の下に抑えつけられているはず。父も変わらず、苦汁を飲まされ続けてきたのだろう。

「だから、これでいいの。私はこれで」

　恋煩いにかかった心は簡単には治せない。

　それでも貴族社会に生まれ落ちた手前、割り切る他に対処がない。

　この世界は理不尽だから。不合理だから。決断を後悔する日が来ても、笑っていなくてはいけない。足が重くとも、前に進むしか道はないのだから。

（ありがとう、お父さま）

　父なりに苦慮した結果、やはり変えられなかった結末がこれなのだ。

　敷かれた絨毯の上を擦る絹擦れが歓待の歌に消え、拍手が波のように迫る。見知った顔がある。数人、数十人と列を作って席に着く彼らは笑顔こそ浮かべても腹の内は黒いのだろうか。

　彼らのための生贄。王の森を死守するための繋ぎ。

　知らず与えられた責務は四肢を鎖で縛りつけ、彼のもとへと連行する。

　白いタキシードを着た、ユーロ・トバリスのもとへ。

「待っていたよ、リュアン」

　薄く笑みを作る花婿を見て、リュアンは父の腕を離す。

　これでよかったのだ。彼の花嫁として一生を尽くし、子どもを産み育てていく。

　間違いはあった。それで構わない、と望んでいた間違いが。けれども、敵わない力に逆らったところでどうなるか。

　正義は脆弱だった。悪こそ正義だった。神の御前にて、それは余すこなく主張されている。

「──汝は、誓いますか」

「ええ、誓います」

　牧師の言葉にリュアンは宣誓する。

「では、誓いのベーゼを」

　ユーロも変わらず宣誓を終え、向かい合うと顔を隠すベールを上げられた。

「緊張してる？」

「……いえ、そんなことは」

　微笑に伏して、アザレアの瞳を閉じる。

　運命を変えることはできない。今までも、これからも。

　彼に準じて生きていくのがそれこそ理想であり、用意された幸せな未来の形だ。

　否定はしない。認めたくないだけで、拒むことはしない。

（トーマスさま……さようなら）

　ただ最後に、彼の顔を見たかったけれど。

　それも期待しない。

　しかし、

「──待て!!」

　その時、破裂するように木扉が開かれた。

　金管の音色、観衆のさざめきが合わさった雑響の最中、リュアンは瞼を開く。

　間近に迫るユーロから一歩引き、先ほど歩いてきた道を辿るように視線を巡らせた。

「…………え」

　その先、開かれた扉の中央には一人の男性が立っていた。

　黒の礼服を身に纏い、荒く息を吐く胸の動きに合わせて、暮色に染まった髪が揺らぐ。

　翡翠の瞳はまっすぐにリュアンを見つめ、強張る頬を震わせていた。
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「……トーマスさま、なんで」

　どうして、忘れさせてくれないの。

　雑然とした教会中央をゆっくりと歩きながらトーマスは言う。

「この婚姻は無効だ。彼女は僕が貰い受ける」

　場違いな発言に、息を引くような驚愕の声が各所で上がると、トーマスの道を塞ぐように白髪の男がリュアンの前に立った。

「関わるなと申し上げたはずだが？　トーマス・ウィルソン侯爵」

「ああ、その通り。だが、約束は破るものだ。そうだろう、アリア？」

「え、あ……なっ」

「ほら、彼女もそう言っている」

「言っていません！　……っ」

　唐突に向けられた話題に、リュアンの傍についていたアリアは顔を真っ赤にした。

　恨めしそうに睨む彼女にすまないとばかりに手を挙げると、トーマスは伯爵を睨み上げる。

「約束は破られた。だが伯爵、あなたも僕に隠していることがあるだろう？」

「何……？」

　仰ぐようにトーマスが後ろを振り返ると、隊列の軍靴が教会に響いた。

　彼の突入を、かくして伯爵との対峙を待っていたように、軍隊を連れた銀髪の男性が現れる。

　床に垂らしたマントを翻し、腰に佩いた宝剣を目にすれば、誰もが席を立たずにいられない。

　黄昏より帰還したシルベール国第一王子──

「貴様、何をした……！」

　苦虫を噛んだように顔を歪めるトバリスの頬には、一筋の汗が垂れていた。

　震わせる拳は宙を彷徨い、トーマスの襟元を掴めずにいる。

「あなたの悪業を暴いただけだ」

　鼻で笑うと、トーマスは近くで佇む父の肩を叩いた。

「ご苦労だったな、子爵殿」

「っ、裏切ったのかフローネッ!!」

「それはお門違いというものだ、トバリス伯爵」

　伯爵へと振り返るトーマスは父を手差しし、それを周囲へと向ける。

「彼を仲間だと思ったことは一度でもあったか？　ここの他貴族を、他人を、信用したことはあったか？　問題があれば殺し、証拠を消し、姿を暗ますお前は彼らを本当に仲間だと言えるか？」

　無理だろう、と彼は首を振る。

「伯爵のそれは奴隷というのだ。関係性を間違えたな。彼らは一人の人間だ。一人ひとりから話はあった。数えきれないほどだ。そのために時間を食って今日この日まで延びてしまったこと、悔やまれるがな」

「だからと、証言だけで私を追い詰めたつもりに、」

「──なってないよ、サックス・トバリス伯爵。この私が来たことの意味を理解してほしい」

　遮るように言葉を挟むのは、銀髪の男性だった。

「……フェルズ王子ッ」

　木扉前に兵士を待機させたフェルズ王子は、一歩下がる伯爵に笑みを向ける。

「先日は世話になった。今度はこちらが世話をさせてもらう番らしい。悲しいな」

「いや、そこの男が言うことは間違っているのです……っ、ここの、多勢が口を揃えるのも、こいつが口裏を合わさせているだけで、」

「その確証はどこにあろうな？　もとより、物証がないのであれば声に頼るしかあるまい。一人であるならまだしも、彼らが口を揃えるとなれば、十分に恨みを買っていたと見える。それに先ほど、修道士の一人がとうとう口を割ったぞ？　密猟を指揮していたのはサックス、君だとな」

　狼狽える伯爵をユーロが呆然と見つめていた。

　視線を彷徨わせ、ついには振り返るトバリス伯爵の黒瞳は花婿を一瞥し、

「……お前が、」

　リュアンを視界に捉えると、ジャケットの袖口よりナイフを引き抜いた。

「お前が、トーマスなぞに連れ去られるから、こんなことになったのだぞ……ッ！」

「──っ！」

　迫りくる巨躯に、身体は恐怖で竦み上がって動かなかった。

　助けを求めて隣を見れば、狂乱したようにナイフを振り上げる伯爵の姿に、ユーロは尻もちをついて唖然としていた。彼の目に映っていた理性のトバリス伯爵の姿はここにない。ただ悔恨を晴らすために凶器を振りかざす男は、父親とは別人に見えていることだろう。

「逃げろ、リュアン！」

　運命とは回帰するものだ。

　避けられた死は、いずれ帰ってくるようにできているのではないだろうか。他の方法で、場所で、人知れず死ぬことさえあるのではないだろうか。

　それが今回、逆上した男に刺されて舞台を血に染めることになったというだけで。

「……クソっ」

　父の声に、震えていた足は動いた。

　しかし、逃げるまでは叶わない。

　すでにその時には、ナイフを振り上げたトバリス伯爵が目前にいたのだから。

「死ね──ッ」

　瞠目するリュアンに影がかかる。

　凶器の銀線が宙を舞い、首元へと薙ながれると、腰を抜かしたように膝が折れた。

　もう何もかも無理だった。受け入れるしか道はない。

（こういう運命だったんだ、最初から）

　あの日、助けられたのも、トーマスに浚われたことも、今に繋がるための軌跡でしかない。

　平坦な運命を激動にするためのスパイスだったのだ。

　だから何を考えようと帰結する場所は一緒だ。

　ああ、でもそんなの。

（イヤだ……っ）

　死なんて覚悟したくない。

　好きでもない人と結婚なんてしたくない。

　想いを断ち切るなんてしたくないし、そんなことはできなかった。

　好きなものは好きだ。愛されていなくとも、どうして愛してはいけないのか。

　疑問が頬を伝うように雫となってこぼれ落ち、迫りくる運命と対峙する。

　死にたくないんだろ。だったら何をするかはわかっているはずだ。

「──諦めるな……ッ！」

　砲声を吐く伯爵の背後から叫ぶ声に、リュアンは恐怖に閉じていた瞼を開いた。

　そこにはナイフを振りかざしたまま、時間が停まったように固まるトバリス伯爵の姿があった。

　驚嘆したように目を見開く彼は、憎悪に顔を歪めて背後を睨む。

「……貴様、よくも」

　眼球運動だけで周囲をねめつけると、糸が切れたようにリュアンの前で倒れた。

　その背中にはナイフが刺さっていた。

　一瞬だけ確認すると、すぐに視界は黒く染まる。

　頬をくすぐる暮色の髪が、懐かしい香りがリュアンを包む。

「無事でよかった……！」

　噛みしめるようにリュアンの細い肩を力いっぱいに抱きしめる彼は、トーマスだった。

　一度は忘れようとした。決別し、彼に寄せる想いは断ち切ったと思っていた。

　しかし、募る想いをすべてなかったことになどできなかった。

　後悔はあった。恨みも少しあったかもしれない。

　それでも彼への想いは膨らみ続け、臨界寸前まで来ていたのだろう。

　だから。

「トーマスさま……トーマスさまっ……！」

　いつの間にか頬を流れる涙に、リュアンは彼の名前を叫んでいた。

　泣き喘ぐように連呼する彼の名前は、口にするたびに想いの丈が膨らむ。もうダメだ。きっと彼以外にこの胸を満たしてくれる人はいないと勝手に考えてしまう。

　知ってしまえば、何もかもがどうでもよかったのだ。

　彼さえいれば。彼が抱きしめてくれさえすれば。

　それ以上の幸せなんて存在していなかった。






　終話






　虹色に輝くステンドグラスに女神像が照らされていた。

　牧師も、観客もいなくなった教会には声一つない。修道士の告白によって密猟が発覚した現在、王子手ずから牢に囚えられた彼らはクリプト修道院の地を踏むことはもう叶わない。

　ここにあるのは、男女の一組のみ。

　花嫁と、黒づくめの男が最前の客席に座っているだけ。

「私を、愛していないのではないのですか？」

　その最中、沈黙を破ったのはリュアンだった。

　トバリス伯爵に連れ去られたあの日、別れ際に言われたトーマスの言葉が頭を離れなかった。こうして彼を忘れ、結婚に踏み切ったのもそもそもはあの言葉がきっかけだ。

　苦笑いをするトーマスは、天井を仰ぎ見る。

「本当は、そうだった。最初は君をただの人質として連れ去って……いや、どうだろうな」

「……？」

「わからないんだ、いつから愛していたかなど。もしかしたら、一目惚れだったかもしれない」

　純白のウエディングドレスに着飾ったリュアンを眇め見て、トーマスは頷く。

「そうだ。一目惚れだ」

「嘘です、それ！　今決めたような気がしますっ」

「いいじゃないか、それでも。結果は変わらない」

「イヤです！　なんだかもやもやするからイヤです！」

「そうか、ふっ……なら、君のそういうところに惚れたことにしておこう」

「だーかーらぁ」

「もういいだろう」

　眉間にしわを寄せるリュアンを傍に寄せるように、その顎をトーマスが引く。

「そんなことで引き裂かれるような関係でもあるまい？」

「でも……」

「似合いのドレスにその顔は似合わないぞ。涙もな」

「んっ……」

　唇を重ねられ、リュアンはアザレアの瞳を閉じた。

　顎を掬う手は肩を撫で、背中に回る。抱擁するように抱き寄せられると、軽く唇を舐められた。

「……もう、何なんですか？」

「ちょっとした悪戯ぐらい、許せ」

　そうして押し倒すように覆い被さると、トーマスは息を吐く。

「僕は君の父が憎かった」

「……」

「トバリス伯爵によるものだったとしても、事実は変わらない。彼が殺そうとして、結果として死したのは変わらないからだ」

　計画したのは父でなくとも、実行しようとしたのは彼の手によるもので間違いない。

「だが、それと君を愛するのとはわけが違う。分別して考えることにした」

「私はフローネの名を継いでいます。それでも？」

「ああ、それでも君を愛そう」

　口づけに含んで、唇を割る舌をリュアンは迎える。

　神の御前で何をとは思っても、接吻の甘さには逆らえない。

「だからこそ、僕はここに来たんだ」

「あ、んっ……」

　ドレスの胸元を下げられ、まろび出る双丘がふわりと揺れる。

「君を迎えに……いや、違うな。──愛しい花嫁を奪いに来たんだ」

　まだ柔らかな乳頭を捏ねるように舌で撫で、吸い上げる。

「んあっ……ぅ」

　痺れるような快感が背筋を駆け抜け、全身の力が抜けていった。

　流されるように身体を犯されていながら、しかし彼の行為を止める気になれない。愛されなかった日々を思い返せば、これは当然のことなのだと身体が受け入れている。

　濡れた瞳を彼に向けて、リュアンは口づけをせがむようにその首に腕を回した。

「トーマスさま……私、欲しい」

「欲しい？　何が？」

「……もうっ」

　言わせたがるのは男の性なのだろうか。

　羞恥に染まる頬の熱に視線を切って、リュアンはふて腐れたようにトーマスの首を引き寄せた。

「あっ、む……んっ」

　無理矢理に唇を重ねて食むように交わすと、睨みつけるようにして翡翠の瞳を見つめる。

「わかりましたかっ？」

「わからない。男の察しの悪さはリュアン、君も女性なら理解しているところだろう？」

「愛する女性の心も読めないと、これから一緒にいてどうなるか知りませんよ？」

　ほう、と感心したように息をつくトーマスは、笑みを浮かべる。

「では実践してみよう。欲しいのだな？　異論はあるまい」

「異論って……あ、きゃっ」

　問い返そうとしたところで、拘束を逃れたトーマスはドレスの長裾をめくり上げた。

　純白のドレスと似合いのドロワーズを取り払い、秘部へとその指を浸す。

「あ、ぁん……っ、もう」

「感じているじゃないか。それにもうこの濡れ具合とは。口づけがよほどよかったか？」

「そんなこと……！」

　恥ずかしくなって顔を真っ赤にしては、真逆の言葉を吐いたことろで説得力はない。

　ふふっ、とおかしそうに笑うと、トーマスは制するようにして手をかざす。

「いや、いい。反論はしなくとも。身体に訊けば済むことだからな」

「ぅん……あっ、ぁ」

　探るように片手で繁みを撫でるトーマスは、もう片方で乳房を揉みしだいた。

　固い客席は横に長くとも、縦幅はない。開かれた脚は背もたれにかかり、その冷ややかさにさえ声が溢れてしまう。

　すでに座席から降りて寝かしたリュアンを弄ぶようにするトーマスは、濡れたアザレアの瞳に笑みを深めた。

「笑わないで……んっ、ぅ」

「好きな女の感じている姿を見て、微笑まぬ男などいないだろうよ」

　唇が重なり、舌を交わす。

　唾液を交換するように交互に絡めて、リュアンは喉を鳴らした。

　充血し、桜色に色づく乳頭を締めあげるように指先につまむと、喘ぐ声までトーマスに呑まれていく。酸素すら奪われて苦しくなっても、それでも彼を求めるように手はトーマスの背に回る。

　乳房を捏ねていた手を離して繋がれると、安心感があった。

「……んっ、あ、あぁ」

　しかし繁みを探る手は止まらず、秘筒へと進む指先が蜜を掻き出すようにすれば声は溢れた。

　高い天井の教会には声がよく響く。

　あまりにも反響して聞こえてしまう自分の嬌声に、羞恥は込み上げるものの、ここにはトーマスとリュアンの二人しかいない。恥ずべきことはあっても、彼以外に聞こえてなどいない。

「んっ、あ……トーマスさ、まぁ」

「もう待ちきれないか。僕は察しがよくなったのかもしれん」

「あっ、ふ、ふざけないで……んっ」

　悪戯に乳首を舌で掬われ、リュアンはむっとする。

　その通りだ。でも、その通りであっては少しいただけないのはなぜだろうか。

　リュアンの手を離すと、トーマスは脚衣のベルトを外した。

　天を衝くような怒張が眼前に突き出され、リュアンは思わず吐息を漏らす。

「挿れてもいいか？」

　問いながらも、具合を確かめるように秘部へと手を伸ばす彼に否定はできなかった。

　欲に流されているのとは違う。愛する人を受け入れたいという想いの方が強い。

　リュアンは頷くと、トーマスに上体を起こされた。

「……え？」

　きょとんとする彼女の隣に腰を下ろすと、トーマスは膝を叩く。

　いつものように覆い被さるのかと思いきや、これはどういう。

「ここは狭い。僕の上に乗ってくれないか？」

「乗る、のですか……？」

　そそり立つ彼の熱塊は脈打っていて、何度見てもその形には慣れない。

　トーマスの言う通りに膝に乗り、眼前に迫るそれに触れると、リュアンはめくり上げたドレスの裾を片手に、秘部へと押し当てた。

「んっ……あっ」

　久しぶりの感触。

　焼かれるような肉襞のうねりに合わせて、リュアンは腿を震わせた。

「ふ、深い……ぃん」

　それでもすっぽりと入った彼の熱塊は、臍の辺りまであるような気がした。あれほどの大きさのものを、どうして納められるのか。不思議で仕方ない。

「動くぞ」

　上下する動きに合わせて、揺さぶられる乳房を舐られる。

　己の体重をすべてかけて揺り動かされているせいか、突き上げられるたびに頭が真っ白になる。このままでは、すぐにおかしくなってしまいそうだ。

「んっ、あ、トーマス……さまっ、これ……っ！」

「ああ、僕も長くは持ちそうにない、ようだ……！」

　苦しそうな彼の声を聴くと、なぜか嬉しかった。

　感じてくれている。愛してくれている。

　豊かな乳房の揺れに合わせてドレスがずれ落ちていく。片手で抱き寄せ、片手に乳首を撫でられながら、リュアンは絶頂への道を急速に辿った。

　きっと、神の御前という背徳感がリュアンを急かしているのだろう。

　トーマスも同じだ。急いたように腰を突き上げる彼に、リュアンは天井を仰いだ。

「愛している、リュアン……──っ！」

　告白する言葉に続いて、彼の怒張が吐精する。

　胎を満たす灼熱は思考を焼き切るようにリュアンを快楽の海へと放り投げた。それでも、意識を失うことはない。余韻に浸るようにトーマスを抱きしめ、その温もりを胸に包む。

　もう失うことがないように、ずっと傍に置いておくように。

「私も、愛してます……トーマスさま」

　愛を誓うように、二人は交わす言葉を再び唇に重ねた。


終わり








　あとがき






　こんにちは、葉は月づきぱんです。

『背徳の令嬢は紳士な怪盗と踊る』をお手に取っていただきありがとうございます。

　今作は相当時間がかかりました。季節の変わり目にやられ、体調が崩れてしまったことに加えて、お仕事が重なってしまったのが要因なのかなと思います。実際、崩れた体調は一週間程度で治ったのですが、体力が万全まで戻ったかというとそうでもなく。

　早寝早起きをして、食事も三食以上、さらには地域の運動会にまで参加して全身筋肉痛になるほどには健康的な生活を送っていたのになぜでしょう……不思議。

　余談ですが、夏から秋、秋から冬にかけて、寒くなるほどに私は毎年アイスを食べる量が増えます。同時に甘味に手を伸ばす機会も増え、虫歯との戦いになります。一日中、常に何か甘いものを口に入れているせいで去年から今年にかけてひどい目に遭いましたからね、今年は少し抑えつつ、毎日夜にアイスを食べるぐらいに済ませています。どうなることやら。




　さておき、今まで出してきた『魔女姫』シリーズとは違い、怪盗×花嫁という形で今作は描かせてもらいました。怪盗要素は少ないので期待されると申し訳ないのですが、とりあえずは常人の恋愛を描いたのは久々だったので楽しかったです。

　あと、結婚式のシーンでいつかやってみたかった、バーンッと登場！　ができたので思い残すことはありません。またどこかでやりたいですね！

　次は、甘さだけの物語とかどうでしょう。起伏を気にしなければいけないですが、シリアス面を少しずつ外していくのが来年の目標です。楽しいだけのお話とかいいじゃないですか。

　カタルシスの解放を視野に、楽しさを推していく……えっちな方面も頑張ります！




　甘味中毒の話をしたら残りも少なくなってしまったので、謝辞に移らさせていただきます。

　度々ご迷惑をおかけします編集部の皆々様。私が体調を崩した頃合いと同じくして風邪で伏していた話を何人か聞きました。もしやこれはシンク……と思いましたが、そんな共時性はイヤですね。ご自愛ください。

　表紙と挿絵を担当してくださいました小路こうじ龍たつ流るさま。素敵なイラストをありがとうございます。同レーベルで綺麗だなとお見かけしてましたが、担当してもらえるとは。感激でしたっ！

　そして最後に読者の皆さま。まだまだひよっこですが、これからも見守っていただけると嬉しいです。皆さまのおかげで筆を握っていられるといっても過言ではありませんので！

　これからもどうぞよろしくお願いします！


　二〇一九年一月吉日




葉月ぱん








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年一月二五日配信予定
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氷の将軍と贈られた花嫁～皇女の淫らな教え～


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：燈花

　イラスト：蘭蒼史







　「あなたと愛しあいたいのです、将軍。今夜は、わたくしにまかせていただけますか？」







　　密かに想いを寄せていた将軍フェルディナントに、廃止された後宮から下賜された皇女マリエ。めでたく夫婦となったが、重大な問題が。なんとフェルディナントが童貞で、閨での主導権をマリエがとることになり……。
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ヴェスキア共和国の秘書～元首閣下は執務室で愛を説く～


【書下ろし・イラスト八枚入り】







　著作：ツヅキ

　イラスト：緒田涼歌







　「いいの？　ここでやめて。我慢できなくて自分で慰める君の姿を見せてくれるというのなら、それも悪くはないけれど」







　　零落したソスピリ家の多額の負債返済のため、ヴェスキア共和国ファルコ元首閣下の秘書及び、愛人役を兼任するよう言い渡されるジゼラ。女性に慣れていないという彼の手は、しかし積極的に下半身へと伸ばされて……!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年二月二三日配信予定







ぽっちゃり侍女は伯爵さまを捨て置けない（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：有允ひろみ　　イラスト：南香かをり







　「クロエ……今の君は、世界一魅惑的な娼婦のようだ。実に肉感的で、たまらなく淫靡だよ……」




　　　グロースクロイツ伯爵邸の侍女クロエは色白のぽっちゃり体形。わけあって伯爵家の嫡男・イーサンの婚約者として舞踏会に出席することになるが、ある人物の策略により身柄を拘束されたあげく、森の中に置き去りにされてしまい……!?








男爵様はエロスも研究熱心（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：成瀬山吹







　「ここが鋭敏になるのです。この機械のせいで余計に反応して。ほら、また蜜が溢れてきた。とろとろと凄いことになっていますよ」




　　　亜麻色の髪とグリーンの瞳で小柄なアイリーンは愛玩道具として過ごした過去を胸に抱きながら、未亡人として男爵のクリフと出会う。彼の怪しい道具に翻弄され溺れるような夜を過ごす。そして子作りに励むが彼は子種がないかもしれなくて……!?







トパーズノベルス

背徳の令嬢は紳士な怪盗と踊る
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